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 ཎᮌ᥇材ᮏᩘの᥎ᐃᘧࢣࢱ࢖ࢩࡧࡼ࠾材✚㔞ࡿけ࠾高㱋ᯘศにࣛࢼࢥ

῿⨾ᖾ大・▮田ࠉ㇏・小㇂二㑻

せ᪨㸸 近ᖺ、石ᕝ┴ෆで生࢖ࢩタࢣ᱂ᇵ用のཎ木の㟂せがቑ加しており、そのᏳ定౪⤥が重せどされている。そ

うした୰で、ཎ木となるコࣛࢼの高㱋化・大ᚄ化が㢧ⴭであり、そうしたコࣛࢼ林の有ຠ฼用の一⎔として、࢖ࢩ

タࢣཎ木の౪⤥量の᥎定がồࡵられている。本研究では、㸱つのᆅᇦにおいてㄪᰝしたࢹータをもとに、コࣛࢼ高

㱋林における材✚および࢖ࢩタࢣཎ木の᥇材可能本ᩘを、UAVㄪᰝ結果から᥎定ࡍるたࡵに、ð ෙ面✚と平均ᶞ高

をもとにした✵間ࣔࢹルを構⠏し、᥎定に฼用ࡍるᡭ法を検討した。その結果、ᆅᇦ間でのࡤらつきࡸ᥎定⢭度に

差はࡳられるものの、✵間ࣔࢹルをもとにした᥎定式は┴下全ᇦでの材✚ࡸཎ木᥇材本ᩘの᥎定に฼用可能と考

えられた。 

㈨※量ᢕᥱ、材✚᥎定式、UAV、ࣛࢼス、コ࣐࢜࢖ࣂ、ཎ木ࢣタ࢖ࢩ㸸ࢻ࣮࣮࣡࢟

Ϩ ࡵࡌࡣに 

石ᕝ┴のዟ能ⓏᆅᇦでၟᶆⓏ㘓されたཎ木ࢩ

りࠖは、生⏘⪅のቑ加にకってࡲのとてࠕࢣタ࢖

ཎ木の㟂せ量が高ࡲっている。そのたࡵ、┴ෆで

の࢖ࢩタࢣཎ木のᏳ定ⓗな౪⤥がồࡵられている。

しかしながら、㔛ᒣᗈⴥᶞ林のከࡃは、1960ᖺ௦

以㝆⸄Ⅳの㟂せの減少にకってᨺ⨨≧ែとなって

おり、┴ෆの㔛ᒣᗈⴥᶞ林のከࡃも、࢖ࢩタࢣཎ

木ࡸ⸄Ⅳとしての㟂せの低下等により฼用が減少

し高㱋大ᚄ木化の傾向にある。௒後は、こうした

大ᚄ木の㈨※実ែを正☜にᢕᥱし、有ຠにά用ࡍ

るとともに、฼用㊧ᆅを更᪂ࡍることにより、ࢩ

ཎ木౪⤥林として、かつての⸄Ⅳ林のようࢣタ࢖

な㈨※ᚠ⎔林࡬ᡠࡍことがᚲせと考えられる。一

⯡ⓗに、࢖ࢩタࢣཎ木はᮎཱྀ10cm 前後で฼用され

ることがከࡃ、大ᚄ木化したコࣛࢼはパルプ等に

฼用されることがከい。しかしながら、ᶞෙ上㒊

のᖿࡸᯞはཎ木として฼用可能なࢬ࢖ࢧもあるこ

とから、こうした大ᚄコࣛࢼの用㏵にᛂࡌた฼用

率をㄪ࡭るᚲせがある。 

森林の㈨※量のᢕᥱには┦対ᡂ長法が用いられ

る（஭上、2000）。しかし、┦対ᡂ長関係をồࡵる

には↹㞧なఆಽసᴗがᚲせなたࡵに、ከࡃの場合、

௚の林分でసᡂした┦対ᡂ長関係を、㐺用時のㄗ

差がほとࢇど未▱のࡲࡲ使用している（小見ᒣら、

ཎ木なࢣタ࢖ࢩࡸた、┦対ᡂ長法を⸄材ࡲ。（2002

どの཰✭本ᩘの᥎定に฼用ࡍることを┠ⓗとした

研究ሗ࿌は少ない。 

小ᆺࡸ量（LiDAR） ࢨた、近ᖺでは⯟✵ࣞーࡲ

↓人⯟✵機（UAV）による上✵からのㄪᰝᢏ⾡の発

ᒎにకい、ᚑ᮶の林分ㄪᰝに対して人力によるẖ

木ㄪᰝを行ࢃない┬力ⓗな林分ㄪᰝのᡭ法の研究

が㐍ࡵられている。石ᕝ┴では UAV による୕ḟ元

ᅗ－㸯 ㄪᰝᆅのࣛࢼࢥ高㱋ᯘのศᕸ 

 量ࢩス࣒ࢸをᛂ用した㔪ⴥᶞ人ᕤ林の材✚᥎定

ᡭ法を構⠏・検討しており（▮田ら、2017）、ᗈⴥ

ᶞ林においても同ᵝに㈨※量のᢕᥱᡭ法がồࡵら

れている。 

本研究では、石ᕝ┴におけるコࣛࢼ高㱋林にお

ける材✚およびᚓられる࢖ࢩタࢣཎ木の᥇材本ᩘ

を᥎定ࡍるᡭ法を検討した。 

ϩ 材ᩱと᪉ἲ 

 石ᕝ┴ෆの㸱ᆅ点をㄪᰝᆅとした。（ᅗ㸫１、表

㸫１、２）。ㄪᰝᆅ一ᖏはⴠⴥᗈⴥᶞ二ḟ林であり、

更᪂ఆ᪋ᴗによって、࢖ࢩタࢣཎ木ࢳࡸップとし

てఆ᥇・ᦙฟした林分である。 

2018㹼2019 ᖺに、ఆ᥇前に 3 ᆅ点で 20×20m の

ㄪᰝプロットを合ィ 8 プロット（୐ᾏ・ὸୣ：ྛ
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⾲－㸯 ྛㄪᰝᆅのᴫせ 

ㄪᰝᆅ ᶆ高 方位 傾ᩳ ᅵተ分㢮

୐ᾏ （㬅⮳㒆✰水⏫୐ᾏ）

（㔠ἑᕷ໭方⏫ )

（㔠ἑᕷὸୣ⏫）

┴有林 160 m ༡ᮾ 25° B B  - B C

໭方 ⚾有林 180 m ໭す 15° B B  - B D

ὸୣ ⚾有林  120 m ༡す 30° B B  - B D

⾲－㸰 ྛࣟࣉットのᴫせ 

ㄪᰝ本ᩘ 平均ᶞ高 ᶞෙ 面✚総ィ 林分総材✚ a
総ཎ木᥇材本ᩘ

a

ㄪᰝᆅ プロット
（本） （ m ） （ m 2) （ m 3） （本）

୐ᾏ a 10 16.9 514.8 8.2 277
b 10 16.4 374.4 5.8 193
c 11 16.8  468.0 6.9 252

໭方 a 10 16.3  275.7 5.1 178
b 11 17.3  271.0 6.9 187

ὸୣ a 10 17.9
 
434.3 7.8 219

b 10 18.3 450.8 9.4 271
c 10 18.6  288.3 7.6 207

a林分総材✚および総ཎ木᥇材本ᩘは、  ఆ᥇木からのィ ್をもとに⟬ฟした。 

3 ⟠所、໭方：2 ⟠所）設定し、ᶞ高と⬚高┤ᚄを

 定ࡍるとともに、ᶞෙ面✚を⟬ฟࡍるたࡵにᶞ

ෙの㸲方位の༙ᚄを 定した。 

ྛプロットで、合ィ82本をఆ᥇後に༢木のᶞᖿ

およびᯞのィ を行った。ᶞ高は、᰿ᰴからษ断

⟠所ࡲでの高さを加⟬して、ᶞ㡬点ࡲでの㊥㞳を

 定したものとした。ࡲた、᰿本から1.0m ẖに元

ཱྀおよびᮎཱྀの┤ᚄ（5cm 以上）を 定したもの

から材✚および࢖ࢩタࢣཎ木᥇材本ᩘを⟬ฟした。

なお、本研究における࢖ࢩタࢣཎ木とは、ᮎཱྀ7㹼

14cm（長さ１m）とした。結果の⤫ィゎᯒは、ࢡ࢚

セル⤫ィ（665,、2010）で行った。

Ϫ ⤖ᯝ 

㸯 ✵間ࣔࣝࢹのᵓ⠏ 

ㄪᰝ林分ẖにఆ᥇木をィ した結果をもとに、

以下の式（式（１））を用いて材✚およびཎ木᥇材

本ᩘの᥎定を試ࡳた。 

て༢木の材✚およびཎ木᥇材本ᩘとの間に┦関が 

見られた（ᅗ㸫㸱）。この┦関関係は、3 つのᆅᇦ

間でⱝᖸの差が見られた（ඹ分ᩓ分ᯒ：ඹኚ量差

あり p<0.05、平行ᛶ差なし p>0.05）が、それࡒれ

の⊂立ኚᩘは、ᆅᇦによらࡎ、コࣛࢼ༢木の材✚

およびཎ木᥇材本ᩘの᥎定に重せであることが考

えられた。 

コࣛࢼでは、ᶞ高ࡔけでなࡃ分ᯞによるᶞᙧの

㐪いが㈨※量のᢕᥱにᙳ㡪ࡍる可能ᛶがあると考

えられたたࡵ、コࣛࢼのᶞᙧを考៖した෇⟄ᙧの

✵間ࣔࢹル（式（２））をసᡂした。 

（２）

✵間ࣔࢹル（E㸪以下㸪᥎定ࣔࢹル್と࿧ࡪ）は、

ᶞ高（H）とᶞෙ面✚（S）の✚を⊂立ኚᩘとした。

この᥎定ࣔࢹル್をもとに、コࣛࢼ高㱋林分あた

りの材✚およびཎ木᥇材本ᩘの᥎定式をసᡂし、

その実用ᛶについて検討した。 

㸰 曲⥺᥎ᐃᘧ 

ᶞ高曲⥺は、ᶞ木のᡂ長にకいቑ加し、傾きを

も同ࣛࢼことが分っており、コࡃかにしていࡸ⦅

ᵝの傾向を示している。

コࣛࢼ༢木あたりの᥎定ࣔࢹル್に対ࡍる材✚

およびཎ木᥇材本ᩘの関係について比較した結果、

大ᚄ化にకう᥎定ࣔࢹル್のቑ加量は曲⥺ᙧをᥥ

高㱋林分ࣛࢼ傾向を示した。このことから、コࡃ

における材✚およびཎ木᥇材本ᩘの᥎定に᥎定ࣔ

た式をసᡂし、᥎定⢭度ࡵル್のቑ加を当てはࢹ

（１）

材✚およびཎ木᥇材本ᩘをᚑᒓኚᩘ（Y）、ᶞ

高（H）と⬚高┤ᚄ（DBH）の二஌の✚を⊂立ኚᩘ

とし、a,b は係ᩘとした。

その結果、༢木の材✚およびཎ木᥇材本ᩘとの

間に高い┦関が☜ㄆされ、（ᅗ㸫２）᪤Ꮡのሗ࿌

（ዟ田ら、2017）と同ᵝの結果を☜ㄆし、3 つの

ᆅᇦ間での差もなかった（ඹ分ᩓ分ᯒ：ඹኚ量差

なし p>0.05、平行ᛶ差なし p>0.05）。ࡲた、ఆ᥇

前に 定した༢木あたりのᶞෙ面✚（6）に対し 
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の検ドを⾜った。

本研究では、ᣑᙇ相ᑐ成長ᘧ（小ᕝ、1��0）を 

モデルとした（ᘧ（㸱））。

� �⁄ � � ��� � � �⁄⁄   （㸱）

ここで、材積および原木採材本数をᚑᒓኚ数（<）

として、( は推定モデル値、a,b,cは材積（v）また

は原木採材本数（n）の実測値にᑐする推定ㄗ差を

もとに᭱小二஌法により⟬ฟしたࣃラ࣓ータであ

る。材積と原木採材本数の᭤⥺推定ᘧはḟの㏻

りとなった（ᅗ㸫㸲）。

� � � ����� � ���� � ������⁄ � � ����� � ����⁄
� � � ����� � ���� � ������⁄ � � ����� � ����⁄

㸱 ᅇᖐ┤⥺ᘧ 

▼ᕝ県では⌧ᅾ、ᚑ᮶のேຊによる毎木調査に

ᑐしてより省ຊⓗとなる林分調査の手法として、

UAV による上空からの調査手法を検討している。

しかし、UAV による調査では、樹冠面積と樹高を

༢木༢఩で測定することはᅔ㞴であるため、推定

モデル値の樹冠面積を林冠面積に、樹高をᖹᆒ樹

高に⨨き᥮えて、林分༢఩での材積および原木採

材本数の推定を⾜࠺ためのᅇᖐ直⥺ᘧ（ᘧ（㸲））

を作成した。

 

 

ᅗ－㸰 ┦ᑐ成長ᘧ࡜材✚おࡧࡼ原木採材ᮏᩘ࡜の┦㛵 ᅗ－㸱 樹冠㠃✚࡜材✚おࡧࡼ原木採材ᮏᩘ࡜の┦㛵

ᅗ－㸲 ᭤⥺᥎ᐃᘧにࡼる材✚おࡧࡼ原木採材ᮏᩘの᥎ᐃ

－3－



（㸲）

ここで、林分材✚およびཎ木᥇材本ᩘをᚑᒓኚ

ᩘ（Y）として、E は᥎定ࣔࢹル್、a は林分材✚

（V）ࡲたはཎ木᥇材本ᩘ（N）の回ᖐ分ᯒにより

⟬ฟした。材✚とཎ木᥇材本ᩘの回ᖐ┤⥺式はḟ

の㏻りとなった（ᅗ㸫㸳）。

ϫ ⪃ᐹ 

曲⥺᥎定式および回ᖐ┤⥺式を用いて、ㄪᰝ林

分のプロットẖの総材✚および総ཎ木᥇材本ᩘを

᥎定し、᥎定್と実 ್との平均ㄗ差率をもとに

比較検討を行った（表㸫㸱）。 

材✚の᥎定にあたっては、曲⥺᥎定式では-18.8

㹼21.0、回ᖐ┤⥺式では�31.8㹼14.0とᗈい⠊ᅖで

分布していたが、全林分のㄗ差率の平均್は、曲

⥺᥎定式では1.1、回ᖐ┤⥺式では-7.4となった。

ㄪᰝプロットࡈとに比較ࡍると、回ᖐ┤⥺式は曲

⥺᥎定式に対して᥎定್が㐣少となる傾向にあっ

た。 

⥺た、ཎ木᥇材本ᩘの᥎定にあたっては、曲ࡲ

᥎定式では-7.2㹼13.2、回ᖐ┤⥺式では�24.1㹼

7.8とᗈい⠊ᅖで分布していたが、全林分のㄗ差率

の平均್は、曲⥺᥎定式では�0.1、回ᖐ┤⥺式で

は�10.4となった。ㄪᰝプロットࡈとに比較ࡍると、

材✚の᥎定と同ᵝに回ᖐ┤⥺式は曲⥺᥎定式に対

して᥎定್が㐣少となる傾向にあった。 

曲⥺᥎定式の検ドの結果から、林分ෆのプロッ

トẖで材✚の᥎定に大きなࡤらつきが生ࡌ、林分

ẖで᥎定್が㐣大ࡸ㐣小となる傾向があることが 

示された。曲⥺᥎定式はᣑᙇ┦対ᡂ長式をࣔࢹル

にした᥎定式であるが、林分ࡈとに曲⥺の傾きが 

ᅗ－㸳 ᅇᖐ┤⥺ᘧにࡿࡼ材✚ࡧࡼ࠾ཎᮌ᥇材ᮏᩘの᥎ᐃ

異なり、大ᚄ化にకってࡤらつきが大きࡃなる傾

向にあった。これは、大ᚄ木の᥎定್がㄗ差࡬の

大きなᙳ㡪を୚えているものと考えられる。 

 曲⥺᥎定式の林分ẖのㄗ差の傾向について、林

分ෆのㄪᰝプロットẖでもㄗ差は生ࡌるが、林分

ẖで比較ࡍると同ᵝの傾向を示している。この傾

向は、ྛㄪᰝᆅのᅵተࡸẼ㇟条件などの生⫱⎔ቃ

に⏤᮶ࡍる可能ᛶがあり、᥎定式をᨵⰋࡍるにあ

たって考៖࡭ࡍき条件であると考えられる。 

回ᖐ┤⥺式は、上✵からのㄪᰝからᚓられるコ

のものࡵるたࡍ林分のᶞෙ面✚をもとに᥎定ࣛࢼ

⾲－㸱 ࣟࣉットẖの材✚ࡧࡼ࠾ཎᮌ᥇材ᮏᩘの᥎ᐃとㄗ ᕪ 

材積（m3） 原木採材本数（本）
調査地 プロット 実測値 曲線推定式 回帰直線式 実測値 曲線推定式 回帰直線式

推定値 誤差(%) 推定値 誤差 (%) 推定値 誤差(%) 推定値 誤差(%)
七海 a 8.2 8.6 5.3 8.7 5 .9 277 266 -4.0

9.3
2.0

263 -5.1
b 5.8 6.9 19.1 6.1 6 .6 193 211 186 -3.6
c 6.9 8.3 21.0 7.8 14.0 252 257 238 -5.7

北方 a 5.1 5.4 4.9 4.5 -12.8 178 169 -5.1 136 -23.7
b 6.9 5.9 -14.4

2.7
4.7 -3 1.8 187 181 -3.2

13.2
142 -24.1

7.8浅丘 a 7.8 8.0 7.8 - 0.1 219 248 236
b 9.4 8.3 -11.2 8.3 -1

 
2.1 271 255 -5.9 250 -7.7

c 7.6 6.2 -18.8 5.4 -29.3 207 192 -7.2 162 -21.5
 誤差平均 1.1 - 7.4

 16.9
-0.1
7.6

-10.4
11.5 標準偏差 14.9

－4－



であるが、ㄗ差傾向は曲⥺᥎定式とほぼ同ᵝで

あった。このことから、回ᖐ┤⥺式も上✵からの

ㄪᰝࡔけでなࡃ生⫱⎔ቃをパ࣓ࣛータ化したもの

をࣔࢹルに⤌ࡳ㎸ࡴことで᥎定⢭度の向上に⧅が

る可能ᛶが考えられる。 

 本研究で用いた᥎定ࣔࢹル್は、ᶞ高に対ࡍる

ᶞෙのᗈがりの✵間ࣔࢹルである。この᥎定ࣔࢹ

ル್が林分ࡈとの༢木の材✚ࡸཎ木᥇材本ᩘのᢕ

ᥱに฼用できるということは、コࣛࢼの࣐࢜࢖ࣂ

ス量がᶞ高とᶞෙのᗈがりから⟬ฟされる✵間に

よりỴ定されることが☜ㄆされたものである。こ

のことから、᥎定ࣔࢹル್が同ࡌであれࡤಶ体ࡈ

との㈨※量はある⛬度同ࡌとなることが考えられ

る。この結果は、材✚およびཎ木᥇材本ᩘの᥎定

という ᶞにおけるど点ࡔけでなࡃ、ᗈⴥᶞの生

ែⓗど点から見ても⯆࿡῝い結果である。 

 本研究は、石ᕝ┴ෆで異なる⎔ቃでのコࣛࢼ高

㱋林分を対㇟にㄪᰝを行い、㔛ᒣᆅᇦにおける未

฼用の高㱋化したコࣛࢼ林の฼ά用に向けた᪂た

なㄪᰝᡭ法の基♏を示ࡍものである。実用化にあ

たっては、ᆅᇦẖの生⫱⎔ቃも含ࡵたさらなるㄪ

ᰝによる᥎定式のᨵⰋがᚲせである。 

本ሗ࿌の一㒊には、第129回日本森林学会大会お

よび第130回日本森林学会大会で発表したෆ容を

含ࡲ。ࡴた、本研究の一㒊は、国立研究開発法人 

㎰ᴗ・㣗ရ⏘ᴗᢏ⾡総合研究機構 生≀⣔≉定⏘ᴗ

ᢏ⾡研究ᨭ᥼センター࣋ࣀ࢖ࠕーࣙࢩン๰ฟ強化

研究ᨭ᥼஦ᴗࠖのᨭ᥼をᚓて行ったものである。 

ᘬ⏝ᩥ⊩

῿⨾ᖾ大・▮田㇏・小㇂二㑻（2018）ᶞෙ᝟ሗを

㈡┴ⴠⴥᗈⴥᶞ二ḟ林にඃ༨ࡍるコࣛࢼの用㏵

ู材✚の᥎定㸬第128回日本森林学会大会ㅮ₇せ

᪨㞟：2�7  

小㇂二㑻・༓木 容（2016）M スターコンࢼࢸによ

るࢾࢡギ᳜᱂ⱑの3ᖺ間のᡂ長㸫ࢽࣅールポッ

トⱑおよび〄ⱑとの比較㸫㸬୰㒊森林研究64：

11�12

小見ᒣ❶・加藤正࿃・二ᐑ生ኵ（2002）ᒱ㜧┴㣕

㦌ᆅ方におけるⴠⴥᗈⴥᶞ林の┦対ᡂ長関係㸬

日本森林学会ㄅ84：130�134 

森林総合研究所⦅（2018）ᗈⴥᶞの฼用と森林෌

生を考える㹼୰ᒣ間ᆅでのᗈⴥᶞ林のྲྀりᢅい

について㹼㸬国立研究開発法人森林研究・整備

機構 森林総合研究所関すᨭ所 

森林総合研究所⦅（2019）୰ᒣ間ᆅᇦでᗈⴥᶞ林

をᚠ⎔฼用ࡍるたࡵのࣁンドࣈッࢡ 

▮田㇏・木ᮧ一ஓ・῿⨾ᖾ大・㟷木඘ᗈ・ ᒣ㊰ె

ዉ・ᕝᓮⴌᏊ・ⓑ஭ᩍ⏨・୕㇂඾ኵ（2017）石

ᕝ┴のスギ人ᕤ林における UAV を用いた林分材

✚の᥎定̿2017ᖺ∧材✚᥎定ࣔࢹルの検ド̿㸬

୰㒊森林研究66：81�82 

665,（2010）⤫ィゎᯒ࢔ド࢖ンࣇࢯト㸫ࢡ࢚セル

⤫ィ2010 for Windows 

用いたコࣛࢼ高㱋林からの࢖ࢩタࢣཎ木᥇材量

のᢕᥱᡭ法の検討㸬第129回日本森林学会大会ㅮ

₇せ᪨㞟：141 

῿⨾ᖾ大・▮田㇏・小㇂二㑻（2019）コࣛࢼ高㱋

林における࢖ࢩタࢣཎ木᥇材量のᶞෙ᝟ሗから

のᢕᥱᡭ法の検討㸬第130回日本森林学会大会ㅮ

₇せ᪨㞟：240 

஭上᫛ኵ（2000）┦対ᡂ長式によるスギ同㱋༢⣧

林におけるᶞ高曲⥺のゎᯒ�係ᩘの⡆༢な᥎定

方法�.日本森林学会ㄅ82：3���3�9 

小ᕝᡣ人（1980）ಶ体⩌の構㐀と機能㸬163㹼169㸬

ᮅ倉᭩ᗑ 

ዟ田ྐ㑻・ᒣ下┤Ꮚ・୰尾຾洋・ㄶゼ 㘐平・田୰ 

┿ဢ・高ᶫ⿱ྐ・加藤㢧・ᐑᾆᐩಖ（2017）⁠
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小㇂二㑻・ᐩἑ⿱Ꮚ・῿⨾ᖾ大 

せ᪨㸸ࢧࢧの密生ᆅで、コࣛࢼの実生⛶ᶞによる定╔をᅗるたࢧࢧ、ࡵの処理方法の㐪いと᪋⫧のຠ果を㸱ᡂ長

ᮇ間検討した。สりᡶい区では、１ᖺのࡳではࢧࢧの⿕度、高さともに元にᡠる傾向がࡳられ、２ᖺ㐃⥆の処理

がᚲせと考えられた。一方、㝖ⲡ๣ᩓ布区では１回で２ᖺ㐃⥆のสりᡶいよりも高さは上回ったが⿕度はᢚえら

れた。୧区における実生のᯤṚ率、ð 高及びᆅ㝿┤ᚄのᡂ長は同⛬度であった。ᨺ⨨区では、ࢧࢧの高さ145.5cm、

⿕度も87.5％と高ࡃ、実生のᯤṚ率は20％を㉸え、ᶞ高ᡂ長では差はࡳられなかったが、┤ᚄᡂ長では௚よりも

小さࡃなる傾向がࡳられた。᪋⫧のຠ果は、100㹼200g/੍区が௚よりもᡂ長ಁ㐍にຠ果ⓗであった。以上のこと

から、実生の定╔にຠ果ⓗであったのは㝖ⲡ๣ᩓ布と100㹼200g/੍᪋⫧の⤌ࡳ合ࡏࢃであった。 

⫧᪋、ࢧࢧ、実生⛶ᶞࣛࢼ㸸㝖ⲡ๣、สりᡶい、コࢻ࣮࣮࣡࢟

Ϩ ࡵࡌࡣに 

石ᕝ┴のዟ能Ⓩᆅᇦは、᫇からしいたけのཎ木

᱂ᇵが┒ࢇで、⌧ᅾ、生しいたけࠕのと１１㸳ࠖ

およびそのඃ⚽ရをࠕのとてࡲりࠖとしてၟᶆⓏ

㘓しࣛࣈンド化にྲྀり⤌ࢇでいる。௒後、これら

のᏳ定した生⏘量を⥔持ࡍるたࡵには、ཎ木の☜

ಖが重せとなってࡃる。 

石ᕝ┴の୺せなしいたけཎ木は、㔛ᒣ林の୺せ

構ᡂᶞ✀であるコࣛࢼである。㔛ᒣコࣛࢼ林のከ

は、1960ᖺ௦以㝆⸄Ⅳの㟂せの減少にకってᨺࡃ

⨨≧ែとなり、大ᚄ木化の傾向にある。⸄Ⅳ林᪋

ᴗ時௦には、20㹼30ᖺ࿘ᮇでఆ᥇され、ⴌⱆ更᪂

によって෌生がᅗられてきた（ᰗἑ、1981㸹டᒣ、

1996）たࡵ、ఆ᥇後はᡭをධれなࡃてもコࣛࢼ林

が෌生していたと考えられる。しかし、大ᚄ木で

はఆ᥇後のⴌⱆ力が低下ࡍる（小㇂、2012）たࡵ、

ⴌⱆ更᪂によって┠ᶆとࡍるコࣛࢼ林࡬の෌生が

ᅔ㞴となっている。そのたࡵ、ఆ᥇後にコࣛࢼ林

᱂᳜ࡸには実生による下✀更᪂ࡵるたࡏ෌生さ࡬

に㢗らࡊるをᚓない≧ἣとなっている（小㇂、

2014）。 

実生による天然更᪂は✀Ꮚの㇏ปによるᙳ㡪

をཷけることࢧࢧ、ࡸに⿕圧される場合がከいこ

となどから、ࢼࣈではኻᩋ౛がከいのが実᝟ある

（ᮡ田、2001）。一方、コࣛࢼの下✀更᪂の研究஦

౛は少なࡃ（㡑・ᶫワ、1992㸹小㇂、2018）、更᪂

ᡂ功࡬ᑟࡃたࡵのᣦ㔪（石ᕝ┴㎰林総合研究セン

ター林ᴗ試験場、2013㸹ᐩᒣ┴㎰林水⏘総合ᢏ⾡

センター森林研究所、2018）も少ないのが⌧≧で

ある。 

実生）とࢧࢧがඃ༨ࡍるコࣛࢼ林のⓙఆ㊧ᆅで、

の処理方法と᪋⫧が更᪂した実生の定╔に୚ࢧࢧ

えたᙳ㡪をㄪᰝしたのでሗ࿌ࡍる。 

ϩ 材ᩱと᪉ἲ 

㸯 ㄪᰝᑐ㇟ᆅ 

 ㄪᰝᆅは、能Ⓩ༙ᓥの୰ኸに位⨨ࡍる㬅⌔㒆✰

水⏫୐ᾏの石ᕝ┴✰水┴有林のコࣛࢼ林（42 ᖺ

生）ⓙఆ㊧ᆅである（2015 ᖺ 10 ᭶ఆ᥇）。対㇟ᆅ

は、ᶆ高 160m で༡すに✺きฟした小尾᰿の尾᰿上

㒊から୰⭡にかけての傾ᩳ 25°の༡ᮾ向きᩳ面

である。ᅵተは、Ᏻᒣᒾ㉁ⅆ○ᒾ⏤᮶のᙅ乾ᛶ㉥

6 5 2 1

8 7 4 3

2m×2mᯟ䜢16ಶタᐃ 2 0 m

1 4 1 3 1 0 9

1 6 1 5 1 2 1 1

2 0 m

ᅗ－㸯 ヨ㦂ᆅのタᐃ᪉ἲ 

20m×20m のᯟを㸱つ設定（ᨺ⨨区、㝖ⲡ๣区、สり

ᡶい区）。さらに、2m×2m ᯟを 16 ಶ設定（1・5・9・

13：↓᪋⫧、2・6・10・14：50g/੍᪋⫧区、3・7・

11・15：100g/੍᪋⫧区、4・8・12・16：200g/੍᪋

⫧区）設定。 そこで、この研究では、コࣛࢼ実生⛶ （ð以下、

Kodani J, Tomisawa H, Atsumi K (2020) Effect of removal of Sasa bamboo and fertilization on 
settlement of Quercus serrata seedlings 
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Ⰽᅵ（5&）である。ⓙ伐๓は、コナラ㸪ウワࢨ࣑

クラ、࣍オ࢟ࣀな࡝の高木✀、ࣜ ョウࢦࣚࢯ、ࣈ㸪

ࣖマウルシな࡝の小高木✀やప木✀が୺なᵓ成樹

✀であった。林ᗋはࢳマࢧࢨ࢟（以下、ࢧࢧ）が

ᗈく密生し、ⓙ伐๓に全面ⓗに刈りᡶいを⾜って

いる。調査地タ定᫬のコナラの実生は、伐採の翌

年に発生した㸰年生の๓生⛶樹（2017 年᫬点）で

ある。コナラの伐ᰴ数は 300 本�KD であるが、ⴌ

ⱆ再生ᰴは⣙༙数であった。 

㸰 ヨ㦂᪉法 

 2017 年 7 ᭶に、20㹫�20㹫のプࣟッࢺを㸱つタ

定した。それࡒれのプࣟッࢺෆに㸰㹫�㸰㹫の小

プࣟッࢺを 16 ಶタ定し、小プࣟッࢺෆのࢧࢧの⿕

度と高さ（以下、+）および実生の高さ（以下、+）

と地際直径（以下、'）を測定した（ᅗ㸫㸯）。測

定後㸪㸱つのプࣟッࢺをᨺ⨨区、㝖草๣区、刈り

ᡶい区とした。刈りᡶい区では、まず大まかに下

刈りᶵで実生高以上の఩⨨でࢧࢧⴥを刈りᡶい、

ᶵᲔの౑用がᅔ㞴な場ᡤは๧定バ࣑ࢧを用いた

（㸵᭶）。刈りᡶいは、2017 年と 201� 年の㸰ᅇ⾜

った。刈りᡶいは、400 ੍ᙜたり㸯ேで⣙㸲᫬間

を要した。㝖草๣区では、クࣟࣞーࢺ 6 ⢏๣（࢚

ス・デ࢚・࢕ス バイオࢸック♫）2.5NJ�100 ੍を

2017 年に㸰ᅇ（㸵᭶と 10 ᭶）ᩓᕸした。ᩓᕸは、

シࣕワー㒊をྲྀり㝖いたジョウࣟを用いて、プࣟッ

ෆにᆒ➼に᪋した。㸰ᅇ⾜ったのは、㸯ᅇ目にࢺ

ᩓᕸ後豪㞵の影響で㝖草๣がὶஸした可能性が高

いとุ᩿されたためである（ࢧࢧのᯤṚを確認で

きたのは 11 ᭶）。㝖草๣ᩓᕸは、400 ੍ᙜたり㸯

ேで㸯᫬間ᙅを要した。また、᪋⫧効ᯝを検ドす

るため、16 の小プࣟッࢺを㸲つの᪋⫧量ࣞ࣋ル
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ᨺ⨨༊ 㝖ⲡ๣༊ สりᡶい༊

⾲－㸯 ���� 年㸦ヨ㦂地タᐃ᫬㸧࡜ ���� 年のᐇ生のᮏᩘࠊᯤṚ⋡ࠊ樹高おࡧࡼ地㝿┤ᚄ 

ࣰຌ਼ ଎ఈຌ਼ 樹⾼ 地ࡏ直径
ຌ�16ᶹ ຌ�16ᶹ +（Fm） D（mm） ຌ�16ᶹ ˍ ຌ�16ᶹ ˍ + ϸ+ ˍ D ϸD �

ໃࢬ඄ 70 64 30.3 2.7 61 12.9 56 12.5 166.0 44.7 44.8 11.6 2.9 36.8
50J�ᶹ 58 51 35.4 3.1 49 15.5 46 9.8 178.6 46.8 42.3 13.6 3.4 37.3
100J�ᶹ 30 30 38.6 3.3 21 30.0 21 30.0 193.4 49.5 40.9 15.3 3.8 36.2
200J�ᶹ 44 44 33.9 3.3 31 29.5 31 29.5 197.4 52.0 44.5 17.2 4.4 40.4
平均 50.5 47.3 33.8 3.1 40.5 22.0 38.5 20.5 183.9 48.3 43.5 14.4 3.7 37.6
ໃࢬ඄ 66 49 31.0 2.7 62 6.1 45 8.2 160.7 43.0 44.4 14.6 3.9 43.6
50J�ᶹ 59 46 29.3 2.6 56 5.1 46 0.0 168.3 46.3 44.3 13.5 3.6 41.2
100J�ᶹ 25 25 32.5 2.7 23 8.0 23 8.0 198.8 55.0 45.5 20.5 5.9 48.2
200J�ᶹ 37 37 32.5 2.7 30 18.9 30 18.9 182.4 49.5 45.0 14.8 4.0 42.4
平均 46.8 39.3 31.1 2.7 42.8 9.5 36.0 8.8 177.5 48.4 44.7 15.8 4.4 43.3
ໃࢬ඄ 75 44 36.3 2.8 60 20.0 42 4.5 160.9 41.3 39.0 13.5 3.6 40.4
50J�ᶹ 123 57 43.6 3.2 85 30.9 56 1.8 192.9 49.9 40.4 15.5 4.1 41.3
100J�ᶹ 39 39 34.9 2.8 36 7.7 36 7.7 181.4 48.7 42.5 18.0 5.0 44.7
200J�ᶹ 60 51 37.8 3.3 53 11.7 47 7.8 217.1 59.4 46.3 20.3 5.6 46.6
平均 74.3 47.8 38.6 3.1 58.5 17.6 45.3 5.5 188.1 49.8 42.1 16.8 4.6 43.2
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（↓᪋⫧、�0J�੍、100J�੍、200J�੍）で㸲回⧞

り㏉し区に設定した。ᩓ布は、㝖ⲡ๣ᩓ布と同ᵝ

の方法で㸶᭶に行った。᪋⫧も 2017 ᖺと 2018 ᖺ

の２回行った。 

㏣㊧ㄪᰝは、2018 ᖺ㸴᭶（⣙１ᖺ後）および

2019 ᖺ 12 ᭶（⣙２ᖺ༙後）にࢧࢧの⿕度と H の

෌ を行うとともに、2018 ᖺ 7 ᭶（１ᡂ長ᮇ）、

同ᖺ 11 ᭶（２ᡂ長ᮇ）、2020 ᖺ 3 ᭶（㸱ᡂ長ᮇ）

に実生の生Ꮡᩘとᡂ長（H と D）の෌ を行った。

なお、小プロットの実生の H と D の 定本ᩘは最

大 20 とし、それ以下では全ᩘとした。20 本の㑅

ᢥ基準は、⿕圧木以እのものとした。 

 結果の⤫ィゎᯒは、ࢡ࢚セル⤫ィ（665,㸪2010）

で行った。 

Ϫ ⤖ᯝ 

㸯 ࢧࢧの⿕度ࡧࡼ࠾ H のኚ໬ 

 2017ᖺ㸵᭶（処理前）の᳜≀全体の⿕度は8�％

前後で、ྛ処理区間で差はࡳられなかった（ᅗ㸫

２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）。同時ᮇのࢧࢧの

⿕度およびࢧࢧ H は、53㹼69％、70㹼74cm で、ࡸ

られなかっࡳᨺ⨨区で低かったが、有意な差はࡸ

た（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）。しかし

ながら、2018ᖺ㸵᭶（１ᖺ後）には、全体、ࢧࢧ

⿕度、ࢧࢧ H とも処理間で差がࡳられ、㝖ⲡ๣ᩓ

布区（36.9％、62.3Fm）が低ࡃなる傾向がࡳられ

た（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy の

ከ重比較、p<0.05）。ࡲた、2019ᖺ㸵᭶（２ᖺ後）

では、全体⿕度の差が↓ࡃなった（ᅗ㸫１㸹１元

㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）ほか、それࡲでと傾向がኚ

度（87.5％）および⿕ࢧࢧり、ᨺ⨨区のࢃ H

（145.5cm）が௚の２区よりも高ࡃなる傾向がࡳら

れ（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy の

ከ重比較、p<0.05）、H ではสりᡶい区（61.4cm）

は㝖ⲡ๣区（81.2Fm）よりも低ࡃなる傾向もࡳら

れた（ᅗ㸫２㸹１元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy

のከ重比較 p<0.05）。ᨺ⨨したࢧࢧは、２ᖺ間で

⿕度が1.6ಸ、H が2.1ಸとなったのに対し、㝖ⲡ

๣区およびสりᡶい区ではほぼ同ࡌかࡸࡸ低い್

となった。 

 これら一㐃について᪋⫧区間を加࿡して比較し

たとこࢁ、⿕度、H とも2017ᖺには有意な差がࡳ

られなかった（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p>0.05）が、2019

ᖺには�0J�੍区よりも100J�੍で H が高ࡃなる傾

向がࡳられた（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ S�0.0�、7XNHy
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のከ重比較、p<0.05）。 

㸰 ᐇ⏕のᡂ❧ᮏᩘとᯤṚ⋡

 表㸫１に、2017ᖺ7᭶と2020ᖺ3᭶での実生の概

␎を示2017。ࡍᖺの実生の実㝿の平均ᡂ立本ᩘは、

46.8㹼74.3本/16੍（2.9㹼4.6本/੍）であった

が、2019ᖺには40.5㹼58.5本/16੍（2.6㹼3.7

本/੍）に減少した。ᯤṚ率を比較ࡍると、ᨺ⨨

区が22.0％と最も高ࡃ、ḟいでสりᡶい区の
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17.6％であった。一方、 定木の平均本ᩘは、2017

ᖺに39.3㹼47.8本/16 （੍2.4㹼3.0本/੍）であっ

たものが2019ᖺには36.0㹼45.3本/16੍（2.3㹼

2.8本/੍）であった。ᯤṚ率を比較ࡍると、ᨺ⨨

区が20.�％と最も高ࡃ、௚の区は10％以下であっ

た。なお、᪋⫧のᙳ㡪によるᯤṚ率の㐪いには一

定の傾向はࡳられなかった。 

㸱 ᐇ⏕のᡂ㛗 

 2017ᖺ㸵᭶時点での実生の平均 H は31.1㹼

38.6Fm、D は2.7㹼3.1mm であったのが、2020ᖺ㸱

᭶にはそれࡒれ177.5㹼188.1cm と14.4㹼16.8mm

にᡂ長した。㸱ᡂ長ᮇ間の平均ᡂ長量および平均

ᡂ長率は、H が48.3㹼49.8Fm で42.1㹼44.7％、D

が3.7㹼4.6mm で37.6㹼43.3％であった（表㸫１）。 

H のᡂ長量は、ࢧࢧ処理区間では有意差がㄆࡵ

られなかったものの᪋⫧処理区間で有意差がㄆࡵ

られ（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ p�0.0�、஺஫స用↓し、

p>0.05）、100g/੍以上の区は↓᪋⫧区よりも、

200J�੍区は50g/੍区に比࡭有意に大きかった（ᅗ

㸫㸱㸹Tukey のከ重比較 p<0.05）。ࡲた、ᡂ長率は

られࡵ処理区間および᪋⫧区間で有意差がㄆࢧࢧ

（ᅗ㸫㸲、㸴㸹２元㓄⨨分ᩓ分ᯒ、S�0.0�、たࡔ

し、୧⪅とも஺஫స用あり、p<0.05）、สりᡶい区

（42.1％）に対し㝖ⲡ๣区（44.7％）が有意に大

きࡃなり、᪋⫧区間では�0J/੍区（42.2％）に対

し200J�੍区（4�.4％）で有意に大きࡃなる傾向が

られた（Tukeyࡳ のከ重比較 p<0.05）。 

D のᡂ長量は、ࢧࢧ処理区間および᪋⫧処理区

間で有意差がㄆࡵられ（２元㓄⨨分ᩓ分ᯒp<0.05、

たࡔし、஺஫స用あり p<0.05）、สりᡶい区はᨺ

⨨区に比࡭有意に大き100、ࡃg/੍以上の区はそれ

以下の区に比࡭有意に大きかった（ᅗ㸫㸳㸹Tukey

のከ重比較 p<0.05）。ᡂ長率では、ᨺ⨨区（37.6％）

に対し㝖ⲡ๣区（43.3％）およびสりᡶい区

（43.2％）で有意に大きࡃなり、᪋⫧区間では↓

᪋⫧（40.0％）および�0J/੍区（40.1％）に対し、

100㹼200J�੍区（43.4㹼43.7％）が有意に大きࡃ

なった（Tukey のከ重比較 p<0.05）。 

ϫ ⪃ᐹ

処理の違いにࢧࢧࡿࡼの⿕度ࡧࡼ࠾高ࡉのኚ໬ 

 2017ᖺの試験ᆅ設定時には、ࡍでにࢧࢧが⿕度

�3.4㹼68.8％、高さ69.4㹼74.4Fm とかなりඃ༨度

が高かった（ᅗ㸫２）のは、元ࠎⓙఆ前にࢧࢧが

⦾ⱱしており、全面ⓗにสりᡶいにもかかࢃらࡎ、
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ⓙఆによる光⎔ቃのዲ㌿がࢧࢧのໃいを回᚟さࡏ

たたࡵと考えられる。その後さらにᨺ⨨した場合

には、2019ᖺ（２ᖺ༙後）で⿕度87.5％、高さ

145.5cm とໃいをቑしていた。สりᡶい区では、

１ᖺ後には高さはᨺ⨨区よりも低かったが、⿕度

はᨺ⨨区と同⛬度で、２ᖺ後には⿕度はᨺ⨨区よ

りも低ࡃ、高さは最も低ࡃなった。このことは、
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สりᡶいを２ᖺ㐃⥆で行うことでࢧࢧのᢚไと

なったが、１回のࡳではそれほどᢚไຠ果はാい

ていないことを示唆している（ᅗ㸫２）。それに対

し、㝖ⲡ๣区では１ᖺ後で⿕度、高さとも最も低

ࡃなり、２ᖺ後では高さはสりᡶい区よりも高ࡃ

なったが⿕度は最も低かった（ᅗ㸫２）。このこと

は、㝖ⲡ๣は１回でࢧࢧをかなりᢚไできたこと

を示している。௒回は、１回┠にᩓ布┤後に㇦㞵

がありὶኻした可能ᛶが考えられたた２、ࡵ回の

ᩓ布となってしࡲったが、㞄᥋ᆅにおいて、㝆㞵

のᙳ㡪がない条件でᩓ布試験を行ったとこ１、ࢁ

回でࢧࢧの全面ⓗなᯤṚを☜ㄆした（小㇂、未発

表）。しかも、สりᡶいは同ࡌ面✚ෆで㸲時間⛬度

をせしたのに対ࡍ、㝖ⲡ๣は400੍ෆを１時間ᙅで

ᩓ布し⤊えた。以上のことから、ࢧࢧの⦾ⱱᢚไ

としては、㝖ⲡ๣が最もຠ果ⓗと考えられる。 

ᐇ⏕の⏕⫱にᑐすࢧࢧࡿ処理の影響 

 㸱ᡂ長ᮇで、実生のᯤṚ率が最も高かったのは

ᨺ⨨区であった（表㸫１）。実本ᩘおよび 定本ᩘ

ともᨺ⨨区では２๭のᯤṚ率であった。สりᡶい

区でも実本ᩘでは一㒊２๭のᯤṚ率となった場所

もあった。しかし、平均ⓗなᶞ高のものを対㇟と

した 定本ᩘでは１๭以下のᯤṚであったことか

ら、実本ᩘでは、１ᖺ後のࢧࢧの回᚟により୺に

小ࢬ࢖ࢧがᯤṚしたものと考えられる。㝖ⲡ๣区

では、実本ᩘ、 定木本ᩘとも௚に比࡭てᯤṚ率

が最も低かったことから、㝖ⲡ๣は２ᖺ生実生の

生Ꮡにᝏᙳ㡪を୚えていないと考えられる。たࡔ

し、㞄᥋ᆅで当ᖺ実生更᪂木の生⫱ࡍる場所で㝖

ⲡ๣ᩓ布試験（㸶᭶）を行ったとこ２、ࢁ๭で⸆

ᐖとᛮࢃれるᯤṚが発生した（小㇂、未発表）こ

とは、␃意ࡍるᚲせがある。 

 ᡂ長に対ࡍるྛ処理のᙳ㡪を比較ࡍると、ᶞ高

のᡂ長量では㸱区間で差はࡳられなかったが、ᡂ

長率では㝖ⲡ๣区がสりᡶい区よりも高ࡃなった

（ᅗ㸫㸱、㸳）。一方、ᆅ㝿┤ᚄではᡂ長量および

率ともにสりᡶい区および㝖ⲡ๣区がᨺ⨨区より

も高い್を示ࡍ傾向がࡳられ、ࢧࢧᢚไはᶞ高ᡂ

長よりも┤ᚄᡂ長のಁ㐍にຠ果があるようである

（ᅗ㸫㸲、㸴）。ࢧࢧ⦾ⱱはⴥ量を減らし┤ᚄᡂ長

をᢚไし、ᙧ≧比の高いᚐ長Ẽ࿡の実生のᙧᡂに

つながっている（小㇂、2014）。これらのことから、

สりᡶいࡲたは㝖ⲡ๣ᩓ布は実生のᡂ長ಁ㐍にຠ

果ⓗにാいていると考えられる。 

ᐇ⏕の⏕⫱にᑐすࡿ᪋⫧の影響 

 ᪋⫧のᙳ㡪は、生Ꮡ率にはࡳられなかったもの

と考えられるが、ᶞ高およびᆅ㝿┤ᚄのᡂ長にࡳ

られた（ᅗ㸫㸱㹼㸴）。ᡂ長量ではᶞ高およびᆅ㝿

┤ᚄともに᫂らかに100g/੍以上で大きࡃなる傾

向がࡳられ、ᡂ長率でもᆅ㝿┤ᚄでは100J�੍以上

はそれ以下よりも高い傾向がࡳられる。このこと

から、᪋⫧は一定量以上で実生のᡂ長ಁ㐍にຠ果

をもたらしていると考えられる。たࡔし、ࢧࢧの

ᡂ長に対ࡍる同ᵝなᙳ㡪もⱝᖸࡳられることから、

᪋⫧の場合はࢧࢧに྾཰されないようにสりᡶい

しいかもしれࡲがᮃࡏࢃ合ࡳ⤌㝖ⲡ๣ᩓ布とのࡸ

ない。ࡲた、ᡂ長に対ࡍる᪋⫧のຠ果は、１回┠

（小㇂、2018）と２回┠の傾向が同ࡌであること

から、100㹼200g/੍を１回᪋用で༑分かもしれな

い。 

処理と᪋⫧のᚲせᛶࢧࢧ

以上のことから、สりᡶいࡲたは㝖ⲡ๣ᩓ布に

よるࢧࢧのᢚไと100㹼200g/੍の᪋⫧は、実生の

定╔をᅗる上で、生Ꮡ率の向上とᡂ長ಁ㐍にຠ果

ⓗであったことが示された。さらに、ປ力ⓗな面

を考៖ࡍれ２ࡤ回のสりᡶいよりも１回の㝖ⲡ๣

はよりຠ率ⓗと考えられる。これࡲでの試験でも、

㝖ⲡ๣と᪋⫧の⤌ࡳ合ࡏࢃがコࣛࢼ実生の⛶ᶞの

生Ꮡ率向上とᡂ長ಁ㐍にຠ果ⓗであったことがሗ

࿌されている（㡑・ᶫワ、1992）。 

ᨺ⨨区でのࢧࢧの高さと実生のᶞ高との関係を

69.3cm、実生33.8cmࢧࢧると、2017ᖺにࡳ で実生

がࢧࢧの༙分以下の高さであったのに対し、2019

ᖺは14�.8ࢧࢧFm、実生183.9cm で、実生がࢧࢧの

高さを㉸えていた。ᨺ⨨区でしかも↓᪋⫧区で

あっても実生の平均ᶞ高（166.0cm）はࢧࢧの高さ

（119.7Fm）を㉸えていることから、ከࡃの実生が

このࡲࡲ生Ꮡࡍる可能ᛶが高い。平均ⓗな高さの

実生の本ᩘは、2.4㹼3.0本/੍（24,000㹼30,000

本�hD）で、それが㸱ᡂ長ᮇ間で2.3㹼2.8本/੍

（23,000㹼28,000本/hD）定╔していた。しいた

けཎ木林として、最⤊ⓗに平均⬚高┤ᚄ11cm ⛬

度で2�000本/hD ᡂ立ࡍることが┠ᶆである（石

ᕝ┴㎰林総合研究センター林ᴗ試験場、2013）と

᪋⫧はࡸの処理ࢧࢧ௒回の試験ᆅでは、ࡤれࡍ

る可能ᛶࡍてもしいたけཎ木林としてᡂ林ࡃ↓

は考えられる。しかしながら、௒後ᡂ長にకい

同ኈおよび௚のᶞ✀とのࣛࢼコࡃけでなࡔࢧࢧ

➇தによって本ᩘが減少ࡍることも᝿定してお
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実生ࡃ࡭ᮇのうちになるึ、ࡵᚲせがあるたࡃ

を高密度に定╔さࡏることは重せと考えられる。 

これらのことから、ࢧࢧの処理ࡸ᪋⫧がᚲせ

と᝿定される場合は、ఆ᥇前にࢧࢧが⦾ⱱして

いた場所で、しかも上木ఆ᥇後実生が30Fm に㐩

。に更᪂本ᩘが少ない場合と考えられるࢁるこࡍ

それがどの⛬度かという基準は㞴しいが、これ

で更᪂᏶஢の┠Ᏻとして示されているⱑ高ࡲ

30Fm 以上の実生が10,000本/ha 以上（㇂本、

1986）というのは、コࣛࢼでは大体当てはࡲり、

ఆ᥇後２ᖺ間でこれ以下の密度であれࢧࢧࡤᢚ

ไと᪋⫧を補ຓసᴗとして行うのが妥当と考え

られる。 

ᘬ⏝ᩥ⊩

டᒣ ❶（1996）㞧木林概ㄝ㸬（㞧木林の᳜生⟶理

෗┿－㸯 ࢧࢧのสࡾᡶい㸦2017 ᖺ㸵᭶㸧 

実生の高さ以上でสりᡶう 

㸫その生ែとඹ生のᢏ⾡㸫㸬303SS、ࣇࢯト࢖ࢧ

ンス♫、ᮾி）㸬１-㸲࢚

石ᕝ┴㎰林総合研究センター林ᴗ試験場（2013）

よࢃࡃかる石ᕝの森林・林ᴗᢏ⾡ No.14 ⸄

Ⅳ・ࣀ࢟コཎ木林の仕立て方㸬 

㡑ᾏᰤ・ᶫワ㞙人（1992）前生⛶ᶞによるコࣛࢼ

の天然更᪂に関ࡍる研究㸬㫽大₇研ሗ21: 1�30 

小㇂二㑻（2012）コࣛࢼのఆ᥇㱋がⴌⱆ෌生に୚

えるᙳ㡪㸬石ᕝ┴林試研ሗ44：18�22 

小㇂二㑻（2014）高㱋コࣛࢼ林の更᪂ᢏ⾡の開発㸬

බ立林ᴗ試験研究機関研究ᡂ果㑅㞟11：7��76 

小㇂二㑻（2018）ࢧࢧの処理方法の㐪いと᪋⫧が ෗┿－㸰 ࢧࢧの⦾ⱱ≧ἣ㸦2017 ᖺ㸵᭶㸧 

ロを使࢘ࣙࢪーをྲྀり㝖いた࣡ࣕࢩッドの࣊

って均等にᩓ布
コࣛࢼの実生⛶ᶞのᡂ長と生Ꮡに୚えるᙳ㡪㸬

୰㒊森林研究67：㸷�10 

665,（2010）⤫ィゎᯒ࢔ド࢖ンࣇࢯト㸫ࢡ࢚セル

⤫ィ2010 for Windows㸬 

ᮡ田ஂᚿ（2001）ࢼࣈ天然更᪂᪋ᴗに関ࡍる研究

のᒎ開と௒後のㄢ㢟㸬㞷と㐀林12：���61 

㇂本୔ኵ（1986）ᗈⴥᶞ林⫱ᡂのポ࢖ント㸬（ࢃか

りࡍࡸい林ᴗ研究ゎㄝࣜࢩー82ࢬ㸬ᗈⴥᶞ林の

⫱ᡂ法、87SS、林ᴗ⛉学ᢏ⾡᣺⯆所、ᮾி）㸬17�31 

ᐩᒣ┴㎰林水⏘総合ᢏ⾡センター森林研究所

（2018）コࣛࢼ林更᪂ఆのࡵࡍࡍ方㸫高㱋コࢼ

ࣛ林のఆ᥇㊧ᆅにコࣛࢼ林を෌生さࡏるたࡵに

㸫㸬 

ᰗ㇂᪂一（1981）ⴌⱆ林㸬（ᗈⴥᶞ林とその᪋ᴗ㸬

林㔝ᗇ研究ᬑ及ㄢ┘ಟ、大日本ᒣ林会発行、

262pp、ᆅ球♫、ᮾி）㸬198-209 

෗┿－㸱 ࢧࢧのᯤṚ≧ἣ㸦2017 ᖺ 11 ᭶㸧 

ྑから、สりᡶい区（ڧでᅖࡔࢇ㒊分）、㝖ⲡ

๣区、ᨺ⨨区 
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෗┿－㸲 刈りᡶ࠸༊㸦���� 年㸵᭶㸧 

実生の高さは 30～40cm 

෗┿－㸳 㝖ⲡ๣༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

㸰ᅇ目（10 ᭶）にᩓᕸ後㸯᭶⤒㐣 

෗┿－㸴 ࢧࢧ刈りᡶ࠸༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

㸵᭶に㸰ᅇ目の刈りᡶい実生の高さは 60～

�0cm 

෗┿－㸵 㝖ⲡ๣༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

ややࢧࢧがᅇ᚟（手๓） 

෗┿－㸶 ᨺ⨨༊㸦���� 年 �� ᭶㸧 

୔を⬺した実生ࢧࢧ

෗┿－㸷 㸰年 �� か᭶⤒㐣ᚋ㸦���� 年㸱᭶㸧

㝖草๣（ڧでᅖࢇだ㒊分）および刈りᡶい区は

ᨺ⨨区に比ࢧࢧ、࡭が␯で木本が目立つ 

－12－



ᾏᓊࢶ࣐ࣟࢡᯘのప密度᳜᱂にࡘい࡚ 

༓木 容・小倉 ᫭※１・ᕝᓮⴌᏊ※２・定ሯὈ୕※㸱・▮ᨺ୐ᾏ※㸱 

䊠 ࡵࡌࡣに

石ᕝ┴の加㈡ᾏᓊには◁ୣᆅがᘏ長で 148km あ

り（ᅗ㸫１）、ᾏᓊ㜵⅏林としてࢡロࢶ࣐が᳜えら

れているが、ࢶ࣐材⥺⹸⑓の⿕ᐖがⴭしいとこࢁ

が見られる（෗┿㸫１）。しかし、◁ୣᆅの㣕◁㜵

備に㐺した高木ᶞ✀はࢡロࢶ࣐以እには↓ࡃ෌生

がᮃࡲれている。このたࢶ࣐、ࡵ林の෌生コスト

をᢚえるたࡵのᡭẁの一つとして低密度᳜᱂が考

えられる。໭すからの෤のᏘ⠇㢼が強い石ᕝ┴で

は㣕◁から᳜᱂したⱑ木をᏲるたࡵ㜵㢼ᰙの設⨨

を行ってきたが、コスト低減のた᳜ࡵ᱂本ᩘを

5,000本㸭haに減らして஦ᴗを行ってきた。これ

でࡲ 5,000本᳜᱂でࢶ࣐林の෌生が㡰ㄪに㐍ࢇで

いることから、コスト低減のたࡵ 3,000本㸭haの

᳜᱂を試ࡳている（ᕝᓮ・༓木、2016）。本ሗでは、

その後のᡂ⫱≧ἣをㄪᰝしたので、その⤒㐣をሗ

࿌ࡍる。 

䊡 ヨ㦂ᆅࡧࡼ࠾ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ヨ㦂ᆅの≧ἣ 

本ࡔと㸳ᖺ┠、3,000本ࡔと㸴ᖺ┠にはᯞの重な

りが☜ㄆできた（ᅗ㸫㸱）。 

ᅗ－㸰 ᳜᱂密度にࡿࡼ平ᆒᶞ高のኚ໬ 

㸦ᕝᓮ࣭༓ᮌ 2016㸧 

⾲－㸯 㸶ᖺ┠の≧ἣ 

石ᕝ┴小松ᕷᏳᏯ⏫ᆅෆᏳᏯ国有林ෆ 

ᅵተ：◁ୣ未⇍ᅵ 

ố⥺からの㊥㞳：２㸮㸮㹫⛬度 

ㄪᰝ本ᩘ：㸳㸮本 

ᶞ㧗 ⬚㧗┤ᚄ ᙧ≧ẚ
(m) (cm)
3.6 7.4 48.6

㸰 ヨ㦂᪉ἲ 

 １ha当たり 3,000本᳜᱂の試験ᆅを設け、ð 高、

┤ᚄ、ᯞᙇりをㄪᰝし、これࡲでの 5,000 本、

10,000本᳜᱂ᆅとのᡂ長等を比較した。 

䊢 ヨ㦂⤖ᯝと⪃ᐹ 

㸯 ᶞ高ᡂ㛗ࡧࡼ࠾೺඲ᛶ 

3,000 本᳜᱂ᆅの㸳ᖺ┠ࡲでのᶞ高ᡂ長は、

5,000本、10,000本᳜᱂ᆅの平均ⓗなᡂ長量とほ

ぼ同⛬度で、ᶞ高ᡂ長には、≉にၥ㢟は見られな

かった。೺全ᛶについては、ᶞ高を⬚高┤ᚄで㝖

した್のᙧ≧比をᣦᶆとし、ᙧ≧比は 48.6でಽれ

㞴いᶞᙧになっている（表㸫１）。 

㸰 㣕◁㜵ഛᶵ⬟ 

㣕◁㜵備機能については、᪩ࡃᯞが重なりᆅ表

をそうことが重せである。この┠Ᏻとして、１࣊

タール当たりࢡ 10,000本᳜᱂ࡔと㸲ᖺ┠、5,000

ᅗ－㸱 平ᆒᯞᙇࡾと᳜᱂間㝸 

※１ 石ᕝ┴ほ光௻⏬ㄢ ※２ 石ᕝ┴୰能Ⓩ㎰林総合஦ົ所 ※㸱 石ᕝ森林⟶理⨫
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▼ ᕝ┴に◁ୣᆅが 

㐃⥆ ⓗに 148kmศᕸ 

◁ୣᆅ(ⲔⰍ) ᾏかࡽの໭ すのᏘ⠇㢼が྿ࡃ 

㜵㢼ࠊ㣕 ◁㜵ഛと࡚ࡋ 

 ᏳᏯᅜ᭷ᯘ ࡓࡁ࡚ࢀࡉᯘ が㐀ᡂࢶ࣐ࣟࢡ

ຍ㈡ᾏᓊᅜ᭷ᯘ 

ᅗ－㸯 ▼ᕝ┴にศᕸすࡿ◁ୣᆅ 

㸯㸷㸷㸮ᖺ 㸰㸮㸯㸳ᖺ 

෗┿－㸯 ᯇࡃい⹸⿕ᐖのⓎ⏕にࢶ࣐ࡿࡼᯘのῶᑡ 
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䊢 ᦬ せ 

3�000 本植栽地の㣕◁㜵ഛᶵ能は、枝の㔜なり

が5�000本植栽地と比較して㸯年、10�000本植栽

地と比較して㸰年㐜れるものの、㣕◁㜵ഛᶵ能に

は㐯Ⰽがないことが示唆された。ただし、ᾏᓊố

⥺からの㊥㞳が近い場ᡤでは、≉に高い㣕◁㜵ഛ

ᶵ能がồめられるため、㜵㢼ᰙ➼のタ⨨や立木密

度を⥔ᣢするための材⥺⹸᢬ᢠ性マࢶの植栽な࡝

ᑐ⟇が必要と考えられる。 

 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

ᕝᓮⴌ子・༓木ᐜ（2016）ᾏᓊクࣟマࢶのప密度

植栽に関するヨ㦂（➨㸯報）㸸▼ᕝ県㎰⥲研林ヨ

業報54㸸5�6 

ඵ⚄ᚨᙪ（2015）高密度にኳ↛᭦᪂したクࣟマࢶ

の㝖伐による密度⟶⌮㸸▼ᕝ県林ヨ研報47㸸

27�30 
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▼ᕝ┴ෆに࠾けࡿセࣥࣥࢲのศᕸにࡘい࡚ 

༓木 容・ᐩἑ ⿱Ꮚ 

䊠 ࡵࡌࡣに

センࢲン（Melia azedarach L. var. subtripinnata 

が高い点である。石ᕝ┴の◁ୣ未⇍ᅵはᶞ木のᡂ長

がⰋࡃないᅵተで、これࡲでに㐀林⥳化に用いられ

てきたᶞ✀の୰には、ᙅ乾ᛶ〓Ⰽ森林ᅵよりᡂ長が

Ⰻいᶞ✀は௚には見られない。 

㸰 ᶞᖿゎᯒㄪᰝ 

ᶞෙゎᯒを実᪋した、小松ᕷబ⨾ᆅෆのᅵተ断面

ᅗをᅗ㸫１に示ࡍ。ᅵተは、◁ୣ未⇍ᅵで、その≉

ᚩであるＢᒙをḞࡃものであったが、⌧ᅾもᡂ⫱し

ているࢽセ࢔ࢩ࢝࢔のᙳ㡪で、Ａᒙのᅵተ⭉᳜の量

がቑ加している。ḟに、ᶞᖿゎᯒの結果をᅗ̿２に

示ࡍ。ㄪᰝ木は、これࡲでᡭධれなどは全ࡃ行った

ことがないと考えられるが、ᶞ高㸴㹫ࡲではうらࡈ

けが少なࡃ、このࡲࡲ⫧大ᡂ長ࡍれࡤ木材の☜ಖが

可能な≧ἣを示している。 

Miq. ）は.センࢲン⛉センࢲンᒓのⴠⴥᗈⴥᶞで、

ᅄ国、஑ᕞ、Ἀ⦖、ྎ‴、୰国、࣐ࣖࣛࣄなどに分

布ࡍる（大஭、1978）。ࡲた、本ᕞのఀ㇋༙ᓥ以すの

ものは⮬生の可能ᛶがあり、石ᕝ┴にもᡂ木の分布

が見られる（石ᕝ┴ᆅᇦ᳜≀研究会、1994）。一方、

あらたな㐀林ᶞ✀として、ᐙල材等に฼用可能なᶞ

✀としてもὀ┠されている 。

本ሗでは、石ᕝ┴下に分布ࡍるセンࢲンについて

分布ㄪᰝを行い、生⫱≧ἣ、立ᆅ⎔ቃをㄪᰝし、௒

後の᳜᱂に向けた基♏ⓗな▱見をᚓる。 

䊡 ㄪᰝ᪉ἲ

㸯 ศᕸㄪᰝ 

１）ㄪᰝ木の位⨨と分布 

⌧ᆅㄪᰝを実᪋し、位⨨᝟ሗを཰㞟した。 

２）ㄪᰝ木のィ  

 ㄪᰝ木のᶞ高および⬚高┤ᚄをㄪᰝした。 

㸱）立ᆅ⎔ቃのᢕᥱとㄪᰝ 

 ㄪᰝ木の立ᆅࡍるᅵተについて、センࢲンが◁ୣ

未⇍ᅵでの分布がከいことから、◁ୣ未⇍ᅵの分布

ㄪᰝ㈨ᩱ等から（༓木、1993）、立ᆅࡍるᅵተᆺをㄞ

て補足ㄪᰝを行った（森林ᅵተࡌり、ᚲせにᛂྲྀࡳ

研究会、1982）。 

㸰 ᶞᖿゎᯒㄪᰝ 

 小松ᕷబ⨾ᆅෆのセンࢲンをఆಽしᶞᖿゎᯒを行

いᡂ長≧ἣについてㄪᰝした 

䊢 ヨ㦂⤖ᯝと⪃ᐹ 

㸯 ศᕸㄪᰝ 

センࢲンの分布≧ἣを表㸫１に示ࡍ。分布してい

るᶆ高は、୰能Ⓩ⏫天日㝜比ဇ⚄♫の90㹫が最高で、

低いとこࢁがከかった。ᅵተについては、ࡏきᝏな

ᅵተである◁ୣ未⇍ᅵの分布ࡍるとこࢁにከࡃ見ら

れているほか、〓Ⰽ森林ᅵであってもスギのᡂ長が

Ⰻࡃないᙅ乾ᛶのᅵተに見られた。ḟに、ᡂ⫱≧ἣ

を表㸫２に示ࡍ。この୰で、≉ᚩⓗであったのは、

◁ୣ未⇍ᅵにおいてᶞ高ᡂ長がⰋいと見られᙧ≧比

䊣 ᦬  せ 

センࢲンがከࡃ見られた◁ୣ未⇍ᅵは、石ᕝ┴ෆ

では最もࡏきᝏなᅵተである。このᅵተでᡂ長がⰋ

ዲとはゝえないながらもᡂ⫱可能な高木は、ࢡロ࣐

ࢨ࣐ࢩ࢜࢜、࢟ࣀ࢚、࢔ࢩ࢝࢔セࢽ、ࢶ࣐࢝࢔、ࢶ

度でᡂ⫱可能なᶞ✀は少⛬࣡ࢩ࢝、ࣗࢪンࢩ、ࣛࢡ

ない。㜵㢼◁㜵用として᳜᱂されるࢡロࢶ࣐でもᙅ

乾ᛶ〓Ⰽ森林ᅵに比࡭てᡂ長はⰋࡃない。とこࢁが、

௒回ㄪᰝしたセンࢲンは、ᙅ乾ᛶ〓Ⰽ森林ᅵのとこ

かつ฼用可能な木材が生⏘可能、ࡃよりᡂ長がⰋࢁ

なᶞᖿᙧを࿊している。 

௒後は、ⱑ木を⫱ᡂして᳜᱂してᡂ長の⤒㐣を見

ることでセンࢲンのᡂ長㐣⛬を᫂らかにしたい。 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

石ᕝ┴ᆅᇦ᳜≀研究会（1994）石ᕝ┴ᶞ木分布ᅗ㞟㸬 

石ᕝ┴林ᴗ試験場、pp226 

大஭ḟ୕㑻（1978）日本᳜≀ㄅ̿ᨵゞቑ補᪂∧̿㸬 

⮳文ᇽ、pp830 

森林ᅵተ研究会（1982）森林ᅵተのㄪ࡭方とそのᛶ

㉁㸬林㔝ᘯ῭会 

༓木容(1993) 石ᕝ┴における森林ᅵተの分布（Ϩ）

̿◁ୣ未⇍ᅵ≧の分布̿㸬 石ᕝ┴林試研ሗ 24：

37㸫41 

－16－

石川県林試研報　51 ： 16 〜 18（2020）
短報



⾲－㸯 ࣥࢲࣥࢭの఩⨨情報࡜ᅵተ⩌ 

緯度(北緯) 経度（東経）
1 37°21ʼ29" 137°14'33" 能登町松波 松岡寺 ⾚⾊系弱乾性褐⾊森林⼟：rBC
2 36°58ʼ17" 137°55'50" 中能登町⼆宮 天⽇陰⽐咩神社 適潤性褐⾊森林⼟：BD
3 36°46ʼ08" 136°42'52" かほく市⾼松 額神社 砂丘未熟⼟：Im
4 37°25ʼ36" 137°15'00" 珠洲市上⼾町 上⼾⼩学校 ⻩⾊系適潤性褐⾊森林⼟：yBD
7 36°18ʼ08" 136°16'13" 加賀市⼤聖寺上⽊町 砂丘未熟⼟：Im
8 36°23ʼ08" 136°29'02" ⼩松市吉⽵町 憩いの森 ⻩⾊系適潤性褐⾊森林⼟：yBD
9 36°22ʼ35.5" 136°23'18.3" ⼩松市佐美町 砂丘未熟⼟：Im
10 36°56ʼ45" 136°50'03.6" 中能登町⾦丸 適潤性褐⾊森林⼟：BD
11 36°41ʼ36" 136°45'40" 津幡町津幡 森林公園 ⻩⾊系適潤性褐⾊森林⼟：yBD
12 36°26ʼ22" 136°26'58" 能美市⾼坂 ⾼坂公園 砂丘未熟⼟：Im
13 36°17ʼ46" 136°15'52" 加賀市瀬越 旧⽵浦⼩学校 砂丘未熟⼟：Im

GPS
番号 地番等 ⼟壌型

能登町松波 松岡寺 1 10.7 44.6 24.0 rBC
中能登町⼆宮 天⽇陰⽐咩神社 2 5.4 22.3 24.2 BD

かほく市⾼松 額神社 3 13.1 87.2 15.0 Im
4 11.5 43.0 26.8
5 11.5 58.9 19.5

加賀市⼤聖寺上⽊町 6 18.5 54.7 33.8 Im
⼩松市吉⽵町 憩いの森 7 16.5 92.3 17.9 yBD

8 11.7 24.2 48.4
9 14.7 26.1 56.3
10 11.5 17.5 65.7
11 18.2 19.1 95.3
12 11.5 23.2 49.5
13 9.6 15.6 61.5
14 12.1 22.3 54.3
15 24.1 39.2 61.6
16 25.4 70.0 36.3
17 21.8 31.8 68.5
18 16.1 41.1 39.2
19 20.7 47.7 43.4
20 16.0 20.7 77.3

津幡町津幡 森林公園 21 13.6 58.9 23.1 yBD
22 14.0 43.6 32.1
23 14.0 50.9 27.5
24 14.0 41.4 33.8
25 15.5 64.3 24.1
26 14.0 34.1 41.1
27 15.0 44.6 33.7
28 14.0 59.2 23.6
29 13.0 49.3 26.3
30 10.6 43.3 24.5
31 14.8 41.4 35.8
32 16.7 43.3 38.6

褐⾊森林⼟（Im以外）の平均 11.5 53.3 22.6 Im以外
砂丘未熟⼟の平均 15.4 40.6 44.1 Im

全体の平均 14.7 43.0 40.1

Im能美市⾼坂 ⾼坂公園

加賀市瀬越 旧⽵浦⼩学校 Im

表 調 ⽊ 成育状況

珠洲市上⼾町 上⼾⼩学校

⼩松市佐美町

yBD

Im

調査⽊
No.

調査地 樹⾼ 胸⾼直径 形状⽐ ⼟壌型

⾲－㸰 ㄪᰝ木の生⫱≧ἣ 
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cm A0層：層位厚5cm
0  落葉層（広葉樹） 層位 A C

色 黒褐色 にぶい黄褐色
(10YR4/3)
含む
砂

A層：層位厚50cm (10YR2/2)
腐植 富む
土性 砂

50 構造 発達せず 発達せず
C層：層位厚50cm以上 水湿 潤 潤

菌根 なし なし
根系 草本・木本 木本

100 ᅗ－㸯 ᅵተ᩿㠃ᰕ≧ᅗ㸸ᑠᯇᕷబ⨾ᆅෆ 

樹
高
(m)

半径(mm)

ᅗ－㸰 セࣥࣥࢲのᶞෙゎᯒᅗ 

14ᖺ⏕㸦ⴌⱆ㸧ࠊᶞ高 15.5mࠊ⬚高┤ᚄ 20.0cm 

－18－



 ࡿࡼሷᾮ๣に࣑ࣥ࢔ࣝࣆࣟࣉࢯ࢖ト࣮ࢧ࣍ࣜࢢ

 㥑㝖の⌧ᆅ適ᛂヨ㦂࢔ࢩ࢝࢔セࢽ

༓木 容・定ሯ Ὀ୕※１ 

䊠 ࡵࡌࡣに

、のᶞ木で⛉࣓࣐ཎ⏘の࣓࢝ࣜ࢔は໭࢔ࢩ࢝࢔セࢽ

本┴ではᾏᓊ◁ᆅをはࡵࡌ⬨ᝏᅵተの⥳化にຠ果を

発᥹してきた。とこࢁが、࣓࣐⛉のᶞ木の≉ᛶで、

✵୰❅⣲のᅛ定を行う᰿⢏⳦とඹ生しているのでᅵ

ተ㣴分をቑ加さࡏることが▱られている（森林ᅵተ

研究会、1982）。そのたࡵ、᳜ ᱂後ᚎࠎにᅵተ୰のᰤ

㣴分がቑ加し、元ࠎ◁ୣ未⇍ᅵであったとこࢁで⭉

、⣲などのᅵተ㣴分のቑ加が見られる（༓木❅ࡸ᳜

1993）。一方、ᖖ⥳㔪ⴥᶞであるࢡロࢶ࣐は、෤ᮇで

も㜵㢼◁㜵用ᶞ✀としてຠ果を発᥹ࡍる。その≉ᚩ

の一つは、⳦᰿⳦とඹ生ࡍることにより㣴分の少な

い未⇍ᅵにおいても、೺全なᡂ長⥆けることができ

る。とこࢁが、ᅵተ㣴分がቑえてࡃると⳦᰿⳦がඹ

生できなࡃなることが▱られており（能ໃ、2008）、

೺全なᡂ長ができࡎに⾶ᙅࡍる。このたࢡ、ࡵロ࣐

࢔セࢽるには、౵ධしてきたࡍ林の೺全ᛶを⥔持ࢶ

。ᚲせがあるࡃを㝖࢔ࢩ࢝

一方、グࣜࢧ࣍ートࢯ࢖プロࣆル࢔ン࣒ࣔ࢘ࢽሷ

のᶞᖿὀධによる୙せなᶞ木の㜵㝖は、小➟ཎㅖᓥ

においてእ᮶ᶞ✀の࢝࢔ギの㥑㝖に用いられている。

その≉ᚩとして、ὀධ木以እをᯤらさない、⎔ቃに

⸆๣をᩓ布しない、⸆๣の使用量が少ないなど⎔ቃ

にඃしい㜵㝖法としてሗ࿌されている（ఀ藤ほか、

2009）。

本ሗでは、ࢡロࢶ࣐のᾏᓊ㜵㢼林に౵ධしたࢽセ

࣒࢘ࢽンࣔ࢔ルࣆプロࢯ࢖ートࢧ࣍のグࣜ࢔ࢩ࢝࢔

ሷのᶞᖿὀධによる㥑㝖試験を行ったのでሗ࿌ࡍる。 

開けることがᅔ㞴である。そのたࡵ、✰の┤ᚄを

6.5mmとし、ὀධ用の࣎トルをྲྀり付けた。 

Ϫ ヨ㦂⤖ᯝと⪃ᐹ 

 試験結果を表㸫１に示ࡍ。表の୰のᯤṚ・生Ꮡ୙

᫂は、ⱆ྿きが見られなかったがᶞ⓶を๤ࡄと⥳Ⰽ

が見られᯤṚをุูできなかったものである。ᯤṚ

に⮳る≧ἣは、4 3 日後の ⩣ 1 1 ᭶には、ほとࢇどኚ

化が見られࡎ、ほぼ㏻ᖖの⮬然なⴠⴥをした。185

日後の⩣ᖺ㸲᭶には༙分⛬度の処理木が、ᯤれ木と

なりᯤṚしたが、２๭⛬度の木で᪂ⱆをⱆ྿ࡃもの

が見られ、ᯤṚしないかとᛮࢃれた。とこࢁが、266

日後の㸴᭶には、ⱆ྿いた᪂ⱆもᯤṚし、処理木ࡍ

 。てがᯤṚに⮳った࡭

䊡 ヨ㦂᪉ἲ

ሷ࣒࢘ 41％のཎᾮ 10㹫l㸭本 

処理木の┤ᚄ 5㹼15cm 

෗┿－㸯 ⸆๣のὀධ≧ἣ

・試験ᆅ：石ᕝ┴小松ᕷᏳᏯ⏫ ᏳᏯ林国有林

・᪋用⸆๣量：グࣜࢧ࣍ートࢯ࢖プロࣆル࢔ンࣔࢽ

・᪋ᕤ≧ἣ：౪試木 27本、2018ᖺ 10᭶ 4日処理、 

・ὀධ方法：ὀධ≧ἣ（෗┿㸫１）

ᘬ用した࢝࢔ギ࡬のὀධでは（ఀ藤ら、2009）、

ドࣜルでከᩘの✰を開けその✰にὀධしていたが、

ከᩘの✰をࡵて材がሀいたࡵは、ᴟ࢔ࢩ࢝࢔セࢽ

※１ 石ᕝ森林⟶理⨫
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⾲－㸯 ⸆๣ὀධ後の⤒㐣
10᭶4᪥ฎ⌮

No. 43᪥ᚋ 185᪥ᚋ 266᪥ᚋ
11᭶16᪥ 4᭶6᪥ 6᭶26᪥

1 ⏕Ꮡ ᯤṚ
ᯤṚ

ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂
ᯤṚ
ᯤṚ
ᯤṚ

ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂
ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂

ᯤṚ
ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂

ⱆ྿䛟
ⱆ྿䛟
ⱆ྿䛟
ᯤṚ
ᯤṚ
ᯤṚ
ᯤṚ
ᯤṚ

ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂
ᯤṚ
ᯤṚ
ⱆ྿䛟

ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂
ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂
ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂
ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂
ᯤṚ䞉⏕Ꮡ୙᫂

ᯤṚ
2 ⏕Ꮡ ᯤṚ
3 ⏕Ꮡ ᯤṚ
4 ⏕Ꮡ ᯤṚ
5 ⏕Ꮡ ᯤṚ
6 ⏕Ꮡ ᯤṚ
7 ⏕Ꮡ ᯤṚ
8 ⏕Ꮡ ᯤṚ
9 ⏕Ꮡ ᯤṚ
10 ⏕Ꮡ ᯤṚ
11 ⏕Ꮡ ᯤṚ
12 ⏕Ꮡ ᯤṚ
13 ⏕Ꮡ ᯤṚ
14 ⏕Ꮡ ᯤṚ
15 ⏕Ꮡ ᯤṚ
16 ⏕Ꮡ ᯤṚ
17 ⏕Ꮡ ᯤṚ
18 ⏕Ꮡ ᯤṚ
19 ⏕Ꮡ ᯤṚ
20 ⏕Ꮡ ᯤṚ
21 ⏕Ꮡ ᯤṚ
22 ⏕Ꮡ ᯤṚ
23 ⏕Ꮡ ᯤṚ
24 ⏕Ꮡ ᯤṚ ෗┿－㸰 ᯤṚᮌの≧ἣ㸦266᪥┠㸧
25 ⏕Ꮡ ᯤṚ
26 ⏕Ꮡ ᯤṚ

が、᰿ࡲでᯤらࡍことを重どࡍるならࡤᶞ木の௦ㅰ

生理が୙ά発になる、෤ᮇに向かって᪋ᕤࡍること

が有ຠであࢁう。 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

ఀ藤Ṋ἞・大ὠె௦・ዟ田ྐ㑻・ஂᓥᏹ㐨（2009） 

小➟ཎにおける࢝࢔ギのᯤẅᡭ法の開発㸬ᆅ球⎔

ቃ 14(1)：80㸫81 

森林ᅵተ研究会（1982）森林ᅵተのㄪ࡭方とそのᛶ

㉁ 林㔝ᘯ῭会 

༓木容（1993）石ᕝ┴における森林ᅵተの分布（Ϩ）

27 ⏕Ꮡ ᯤṚ
ᯤṚ⋡䠂 0 48 100

処理 後 26 6 日┠のᯤṚ木の≧ἣを෗┿㸫２に示ࡍ。

㉥いࢸープが付いているものが処理木であるが、⥳

のⴥは見られࡎᯤṚしている。一方、࿘㎶の᳜᱂木

のࢡロࢶ࣐は、全ࡃᙳ㡪は見られࡎ、ᯤṚ木の᰿元

回りのⲡ本にもᙳ㡪は見られない。このことから、

小➟ཎでのሗ࿌（ఀ藤ら、2009）と同ᵝに௚の᳜生

にᙳ㡪が少なࡃ୙せ木をᯤṚさࡏることが可能な方

法と考えられる。௒回用いた⸆๣の≉ᚩは、᰿ࡲで

⸆๣が及ࢇでからᯤṚさࡏるという㐜ຠᛶのస用機

構があり、ὀධ時ᮇが 10᭶でᶞ木の᪂㝞௦ㅰが低下

る෤ᮇに向けての処理であったこともあり、ᯤṚࡍ

 。でに༙ᖺ以上の時間がかかったものと考えられるࡲ

䊣 ᦬  せ 

本ሗ࿌による方法は、ᯤṚに⮳ࡲでに時間がかか

るので、సᴗに実᪋にはこのことを考៖し、処理木

のఆಽ等は、⩣ᖺに行ࢃなけれࡤならない。一方、

ⴠⴥᮇであったたࡵ࿘ᅖに┠立つことなࡃᯤẅに⮳

らしࡵることができた。ࡲた、᫓からኟにかけて᪋

ᕤした方が、ᯤṚࡲでの時間が▷⦰できるであࢁう

̿◁ୣ未⇍ᅵ≧の分布̿ 石ᕝ┴林試研ሗ24：37

㸫41 

能ໃ㑳ኵ（2008）ᾏᓊࢡロࢶ࣐林の⎔ቃときのこᒙ㸬 

石ᕝ┴林試研ሗ 40：33㸫35 
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㓇▼㓟ࣔࣛࣥࣝࢸ๣の᪩ᮇὀධヨ㦂にࡘい࡚ 

 の᪩ᮇὀධ̿࢜ࢿࢻ࣮࢞ࣥ－ࣜࢢ̿

༓木 容・୸ ❶ᙪ※１・ఀᒣ බ二※２ 

䊠 ࡵࡌࡣに

本┴では、松ࡃい⹸⿕ᐖの㜵㝖には、ẅ⹸๣ᩓ布

による⸆๣㜵㝖も行ࢃれてきたが、ᾏᓊ付近のࢶ࣐

林は、ఫᏯᆅࡸ㎰ᆅに㞄᥋しているたࢶ࣐、ࡵ林以

እ࡬の㣕ᩓのᜍれなどをᣦ᦬されᩓ布可能な⟠所が

⦰小されている。

一方、ᶞᖿὀධによる࢖ࢨࣀࢶ࣐セン࢘ࣗࢳ౵ධ

ቑṪ㜵Ṇは、⸆๣の⎔ቃ࡬の㣕ᩓが↓ࡃ、かつ⎔ቃ

のᙳ㡪が少ない⸆๣を使用しているので、近ᖺ᪋࡬

ᕤ量がቑ加してきた。ᶞᖿὀධᢏ⾡は、࣒࢖ࢡࢶ࣐

ᐖがከいす༡日本のᆅᇦでᢏ⾡が検討されてき⿕ࢩ

たが、日本ᾏഃの石ᕝ┴では᪋ᕤ方法などにㄢ㢟が

あった。当場では㐺ษな᪋ᕤ時ᮇ（ụ田・༓木、2013）

について検討し、⸆๣のᶞ体ෆでの上᪼には１㹫で

10日間⛬度の時間がかかることが᫂らかにしている。

そのたࡵ、ᶞ高が高い木では᪩ᮇの᪋ᕤがᚲせとな

る。しかし、࡬ࢶ࣐のὀධは、Ẽ温が 15℃を㉺えて

高いときは、ὀධᏍから松ࣖࢽ（以下ࣖࢽ）のὶฟ

が㉳こり、⸆๣がὀධできない。本ሗでは、㓇石㓟

ࣔࣛンࢸルをᡂ分とࡍるࢶ࣐ᶞෙὀධ๣をẼ温の高

い時ᮇに᪩ᮇὀධࡍる試験を行ったのでሗ࿌ࡍる。 

䊡 ヨ㦂ᆅࡧࡼ࠾ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ヨ㦂ᆅの≧ἣ 

 ෗ ┿ － 㸯 ⮬↛ᅽὀධ

石ᕝ┴㔠ἑᕷᡯ田⏫ᆅෆ 

石ᕝ┴㎰林総合研究センター㎰ᴗ試験場ෆ 

林の平均⬚高┤ᚄࢶ࣐ロࢡ 25cm 

試験実᪋日：Ẽ㇟ࢹータは㔠ἑᆅ方Ẽ㇟ྎ 

෗┿－㸰 ຍᅽὀධ

最高Ẽ温 5.4℃ 最低Ẽ温-1.0℃ 

平均Ẽ温 1.6℃  平均㢼速 2.3m 

㸰 ヨ㦂᪉ἲ 
平ᡂ 29ᖺ 10᭶ 16日（1回┠） 

天ೃ ᭎り 日㝆水量 0mm 
ὀධ方法：⮬然圧、加圧（෗┿㸫１、使用⸆๣：

㓇石㓟ࣔࣛンࢸル 20％๣） 

సᴗᡭ㡰及びㄪᰝ㡯┠ 
最高Ẽ温 16.9℃ 最低Ẽ温 14.0℃ 

 平均Ẽ温 15.0℃  平均㢼速 2.6m 

平ᡂ 29ᖺ 12᭶ 15日（2回┠） 

天ೃ ᭎り 日㝆水量 0.5mm 

最高Ẽ温 8.8℃ 最低Ẽ温 1.8℃ 

 平均Ẽ温 4.5℃  平均㢼速 1.8m 

平ᡂ 30ᖺ 2᭶ 19日（3回┠） 

㐺当なὀධ⟠所に電ືドࣜルでὀධᏍを᥀๐ 

天ೃ ᭎り 日㝆水量 2.0mm 

ձ ᪋ᕤ木の小田式೺全度ุ定（小田 1967a、

小田 1967b）、⟶理タグの設⨨

ղ ὀධᏍ᥀๐（1ྡで実᪋）

ճ ⸆๣ὀධసᴗ

１） ⮬然圧

・⸆๣࣎トル࡬のࢬࣀルྲྀ付け

・ὀධᏍに⸆๣࣎トルを差し㎸ࡳ

※１ 日本᭪㐩ᰴ式会♫ ※ 2  ᰴ式会♫ࢽッࢯーグࣜーン
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・⸆๣注ධ

㸰）ຍᅽ 

・ຍᅽࢺ࣎ルへのࢬࣀルྲྀ付け

・⸆๣注ධ

 注ධ⟠ᡤは、できるだけ直ᑕ᪥ගによる

樹ᖿ 度の上᪼を㑊けられる㒊఩を㑅ࢇで

⾜った。 

մ 注ධᏍのಟ᚟（ẅ⳦⒵合๣及びコルク౑用） 

ẅ⳦⒵合๣を注ධᏍに注ධしたのࡕ、コ

ルクᰦによって✰をࡩさいだ。

が、᪋ᕤᙜ᪥は᭎りで樹ᖿの 度状上᪼がᅇ㑊でき 

たものと考えられる。㸱ᅇ目は、す࡭てが㸲᫬間で

終了しなかったが、16᫬間後に全㒊が終了した（表

㸫㸯、㸰、㸱）。 

㸰 ⮬↛ᅽὀධ 

 㸲᫬間で注ධが᏶了するものは、ᑡなかったが、

16᫬間⤒㐣後にはす࡭て終了した。⮬↛ᅽ注ධは注

ධ終了までは᫬間がかかるが、作業量と作業㡯目が

ᑡないこと、ຍᅽჾ➼のჾලの必要がないことな࡝

の利点がある。 

䊣 ᦬  せ 

Ẽ の高い᫬期の᪩期注ධであってもࣖࢽさえで

なけれࡤ注ධ可能であることが示唆された。≉に、

樹高の高い木は⸆๣が樹冠に達するまで᫬間がかか

るので（ụ田・༓木、2013）ึᅇの注ධを⾜࠺場合

は、᪩期に⾜࠺必要がある。 

2 100 100 100
2 80 100 100
1 100 100 100
1 100 100 100
2 60 100 100
1 60 100 100
2 30 60 100
2 50 100 100
1 50 70 100
2 40 60 100

⾲－㸯 ࠉ㸯ᅇ┠の᪋ᕤ⤖ᯝ㸦��᭶��᪥᪋ᕤ㸧

2時間⤒㐣後 4時間⤒㐣後 16時間⤒㐣後施工方ἲ 供試⸆๣本ᩘ

自然ᅽ

加ᅽ

1 100 100 100
2 80 100 100
2 80 100 100
2 80 100 100
1 100 100 100
2 60 100 100
1 40 60 100
2 50 80 100
2 50 70 100
1 40 60 100

⾲－㸰 ࠉ㸰ᅇ┠の᪋ᕤ⤖ᯝ㸦��᭶��᪥᪋ᕤ㸧

施工方ἲ 供試⸆๣本ᩘ 2時間⤒㐣後 4時間⤒㐣後 16時間⤒㐣後

加ᅽ

自然ᅽ

2 70 90 100
2 80 100 100
2 70 90 100
1 80 100 100
1 100 100 100
1 60 100 100
2 40 70 100
2 50 80 100
2 50 70 100
1 60 90 100

⾲－㸱 ࠉ㸱ᅇ┠の᪋ᕤ⤖ᯝ㸦�᭶�9᪥᪋ᕤ㸧

4時間⤒㐣後 16時間⤒㐣後

加ᅽ

自然ᅽ

施工方ἲ 供試⸆๣本ᩘ 2時間⤒㐣後

⾲－㸯 㸯ᅇ┠の᪋ᕤ⤖ᯝ㸦��᭶ ��᪥᪋ᕤ㸧 

⾲－㸰 㸰ᅇ┠の᪋ᕤ⤖ᯝ㸦��᭶ ��᪥᪋ᕤ㸧 

⾲－㸱 㸱ᅇ┠の᪋ᕤ⤖ᯝ㸦�᭶ �9᪥᪋ᕤ㸧 

䊢 ヨ㦂⤖ᯝと⪃ᐹ 

㸯 ຍᅽὀධ 

ὀධにせࡍる時間は、１、２回┠は㸲時間で⤊஢

した。１回┠は、ࣖࢽがでる┠ᏳであるẼ温 15℃ 

を最高Ẽ温 が 1.5℃上ࢃࡲっていたが、ࣖࢽはฟな

かった。┤ᑕ日光が当たるとᶞᖿの温度が上᪼ࡍる

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

ụ田⹡୕・༓木容（2013）日本ᾏഃ

材⥺⹸⑓㜵㝖ᶞᖿࢶ࣐におけるࠉ

.ὀධの㐺ษな᪋ᕤ時ᮇについてࠉ

石ᕝ┴林試研ሗࠉ 45：23㸫25 

小田ஂ஬（1967a）松ࡃい⹸加ᐖ対

木とそのุ定法について㸬森林㇟ࠉ

ースࣗࢽ㜵␿ࠉ 16：263㸫266 

小田ஂ஬（1967b）松ࡃい⹸加ᐖ対

木とそのุ定法について㸬森林㇟ࠉ

ースࣗࢽ㜵␿ࠉ 17：279㸫281 
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 い࡚ࡘにࡳ㜵㝖のヨࣛ࢞࢖࢝ࣜࢢࣔࢶ࣐

 ̿ࡳ㜵㝖のヨࡿࡼ๣のᶞᖿὀධにࢻ࣑ࣜࣈࢱセ࢔̿

༓木 容・୸ ❶ᙪ※１・ఀᒣ බ二※２ 

䊠 ࡵࡌࡣに

本┴は、日本ᾏに面ࡍる 581 ੊の長いᾏᓊ⥺を有

平均㢼速 1.2m 

しており、なかでも加㈡ᕷからᚿ㈡⏫にᗈがるᾏᓊ

㣕◁からఫẸのⰋዲな生ά⎔ቃをࡸ林は、強㢼ࢶ࣐

Ᏺる上で、重せなᙺ๭を果たしているとともに、ほ

光㈨※としての㇏かな㔛ᒣ㔛ᾏのᬒほをᙧᡂしてい

る。

一方、ᶞᖿὀධによる⑓⹸ᐖ㜵㝖ᢏ⾡は、ࣀࢶ࣐

౵ධቑṪ㜵Ṇᢏ⾡としてᬑ及してき࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ

ている。ᶞᖿὀධ法は⸆๣の⎔ቃ࡬の㣕ᩓが↓ࡃ、

⎔ቃ࡬のᙳ㡪が少ないᢏ⾡として定╔しつつあるほ

か、㣗ⴥᐖ⹸ࡸ྾Ồᐖ⹸の㜵㝖にも用いられጞࡵて

いる。ࣔࢶ࣐グࣜࣛ࢞࢖࢝等の྾Ồᛶのᐖ⹸は、࣐

、るとともにࡵᯤᦆに⮳らし、ࡏのᶞໃを⾶えさࢶ

 。材⥺⹸⑓のㄏᅉにもなりᚓる可能ᛶがあるࢶ࣐

当場では、ᶞᖿὀධᢏ⾡について、日本ᾏഃのᆅ

ᇦに合⮴した᪋ᕤᢏ⾡として、ປാ生⏘ᛶを考៖し

たᕤ⛬ㄪᰝ（༓木ら、2017）㐺ษな᪋ᕤ時ᮇ（ụ田・

༓木、2013）について検討してきた。本ሗでは、࢔

セタࣜࣈ࣑ドをᡂ分とࡍるᶞᖿὀධ๣（ၟရྡ：࣐

ル๣ࢸグࣜーン２・ᡂ分量２％）を㓇石㓟ࣔࣛンࢶ

（ၟရྡ：グࣜーン࢞ード࢖࢚ト・ᡂ分量㸶％、グ

ࣜーン࢞ード࢜ࢿ：ᡂ分量２㸮％）とΰ用し、ࢶ࣐

ࣔグࣜࣛ࢞࢖࢝の㜵㝖を試ࡳたのでሗ࿌ࡍる。 

䊡 ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ࣔࢶ࣐グࣜࣛ࢞࢖࢝⨯⑓木の㜵㝖試験 

とほとࢇどㄆࡵられない木の２本で、グࣜーン

グࣜーン２ཎᾮࢶ࣐トに࢖࢚ード࢞ 10.6ml を

㸳㸮ಸᕼ㔘になるようにㄪ整してὀධした。 

㸷本でグࣜーン࢞ード࢖࢚トにࢶ࣐グࣜーン２

ཎᾮを２㸳ಸᕼ㔘になるようにㄪ整し、木の┤

ᚄに合う量を10㹼20mlὀධした。 

 グࣜーン２高⃰度ὀධによる⸆ᐖ☜ㄆ試験ࢶ࣐ ２

１）試験ᆅ 

石ᕝ┴加㈡ᕷ上木⏫ᆅෆ 

ձ グࣜーン࢞ード࢜ࢿ、グࣜーン࢞ード

⸆グࣜーン２ΰ用によるࢶ࣐トと࢖࢚

ᐖ☜ㄆ試験

2019ᖺ 1᭶ 15日᪋ᕤ、᪋ᕤ木ྛ㸳本 

天ೃ ࡃもり時ࠎ㞷 日㝆水量 8.5mm 

最高Ẽ温 12.5℃ 最低Ẽ温-1.0℃ 

平均㢼速 2.7m 

ղ グࣜーン２༢用による⸆ᐖ☜ㄆ試ࢶ࣐

験

2019ᖺ 2᭶ 18日᪋ᕤ、᪋ᕤ木ྛ㸳本 

天ೃ ࡃもり 日㝆水量 0.5mm 

最高Ẽ温 12.0℃ 最低Ẽ温 1.5℃ 

平均㢼速 1.5m 

 ２）方法 

１） 試験ᆅ

石ᕝ┴㔠ἑᕷ༡ሯ⏫ᆅෆ

⬚高のᖿ࿘：160㹼170cm、᪋ᕤ本ᩘ２本 

 2019ᖺ 1᭶ 15日᪋ᕤ 

天ೃ ࡃもり時ࠎ㞵 日㝆水量 12mm 

最高Ẽ温 13.1℃ 最低Ẽ温 1.2℃ 

 平均㢼速 5.6m 

石ᕝ┴㮵ᓥ㒆୰能Ⓩ⏫ᚨ前ᆅෆ 

⬚高のᖿ࿘：30㹼60cm、᪋ᕤ本ᩘ㸷本 

2019ᖺ 1᭶ 29日᪋ᕤ 

天ೃ ࡃもり 日㝆水量 1.0mm 

最高Ẽ温 5.4℃ 最低Ẽ温-0.8℃ 

２） 方法

・㔠ἑᕷ༡ሯᆅෆの౪試木は、⿕ᐖのⴭしい木

・୰能Ⓩ⏫ᚨ前ᆅෆの౪試木は、⿕ᐖのⴭしい

・グࣜーン࢞ード࢜ࢿにはࢶ࣐グࣜーン２を１

㸮ಸᕼ㔘になるようにㄪ整した。

・グࣜーン࢞ード࢖࢚トにはࢶ࣐グࣜーン２を

㸳㸮ಸ、２㸳ಸ、１㸮ಸ、２ಸᕼ㔘になるよ

うにㄪ整した。

ルコー࢔ルࢳ࢚グࣜーン２༢用は、㸶％㸫ࢶ࣐・

ルを⁐፹とし、２ಸᕼ㔘になるようにㄪ整し

た。

・⸆๣の᪋用量は、౪試木１本当たり100mOを

ὀධした。

※１ 日本᭪㐩ᰴ式会♫ ※ 2  ᰴ式会♫ࢽッࢯーグࣜーン
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䊢 ヨ㦂⤖ᯝと⪃ᐹ 

 ⑓木の㜵㝖試験⨯ࣛ࢞࢖࢝グࣜࣔࢶ࣐ １

２ 高⃰度ὀධ試験 

試験結果を表̿１に示ࢶ࣐。ࡍグࣜーン２によ

る⸆ᐖは、最も高⃰度の２ಸᕼ㔘の時発生し下㒊

のⴥが㯤〓ኚしたが、上㒊のⴥには⮳らࡎᯤᦆࡍ

る木はなかった。ࡲた、ΰ用ࡍる⸆๣、⁐፹によ

る㐪いは、௒回の結果からはㄆࡵられなかった。  

⾲－㸯 高⃰度ὀධにࡿࡼ⸆ᐖ☜ㄆ

㓇▼㓟䝰䝷ン䝔䝹๣ 䝬䝒䜾リ䞊ン䠎 134᪥┠┠䛾≧ἣ

䛾✀㢮 䛾ᕼ㔘ಸ⋡ ⸆ᐖ䛒䜚 ⸆ᐖ䛺䛧
50 5 0
25 5 0

䜾リ䞊ン䜺䞊䝗䜶䜲䝖
10 5 0
2 0 5

䜾リ䞊ン䜺䞊䝗䝛䜸 10 5 0
↓䠄8%EtOH䛷ᕼ㔘䠅 2 0 4

䊣 ᦬  せ 

㢮の㐺用㎰⸆でࢩ࣒ࣛ࢞࢖࢝、グࣜーン２はࢶ࣐

あるが、ࢶ࣐㢮については᪋用⃰度が㸳㸮ಸのたࡵ

ὀධࡍるᾮ量がከいなど᪋ᕤ方法と㜵㝖ຠ果の発⌧

について検討のవᆅがあると考えられる。௒回の結

果からὀධによって㜵㝖できるとඹに⸆๣のᕼ㔘⃰

度も高ࡵられる可能ᛶが示唆された。ᶞᖿὀධによ

る㜵㝖は⸆๣を⎔ቃにᩓ布ࡍることがなࡃ、⸆๣も

ຠ率ⓗにᢞ୚されるので、⎔ቃにඃしい方法である。

このあと、ຠ果の⥅⥆ᛶࡸ㐺正な᪋用方法を᫂らか

にし、ຠ率ⓗな使用方法を示したい。 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

ụ田⹡ ・୕༓木容(2013) 日本ᾏഃにおけるࢶ࣐材⥺

⹸⑓㜵㝖ᶞᖿὀධの㐺ษな᪋ᕤ時ᮇについて.石

ᕝ┴林試研ሗ 45：23㸫25. 

༓木容・ᕝᓮⴌᏊ・松田㤶ዉᏊ・ᐩἑ┤浩・୸❶ᙪ・ 

松ᾆ⪷Ꮚ(2017) ࢶ࣐ᶞᖿὀධにおけるປാ生⏘ᛶ

について.石ᕝ┴林試研ሗ 49：37㸫38. 

࣭㔠ἑᕷ༡ሯ⏫の౪試木は、᪋行後┠どによるㄪ

ᰝ㸳回を実᪋したが、⿕ᐖのⴭしいྑഃのࢡロ

┿にも᪂たな⿕ᐖの発生は見られない（෗ࢶ࣐

̿１、２）。

・୰能Ⓩ⏫ᚨ前の౪試木は、᪋行後┠ど（෗┿）

によるㄪᰝ㸱回を実᪋したが、⿕ᐖをཷけたኚ

Ⰽ㒊分は一㒊にṧっているが、᪂たな⿕ᐖの発

生は見られない。ࡲた、᪂たにఙ長したᯞは正

ᖖにఙ長している（෗┿̿㸱、㸲）。

－24－



෗┿－㸱 ୰⬟Ⓩ⏫ᚨ๓の౪ヨ木 

෗┿－㸲 ୰⬟Ⓩ⏫ᚨ๓の౪ヨ木のᯞ 

（ṇᖖにఙ長）

෗┿－㸯 㔠ἑᕷ༡ሯ⏫の᪋ᕤ木 

෗┿－㸰 㔠ἑᕷ༡ሯ⏫の᪋ᕤ木のᯞ 

（これまでの⿕ᐖにより、枝がマࢶモ࢝ࣜࢢイ

をᥥいて枝ᯤࣈー࢝ラ⿕ᐖ≉有の㹈のᏐᆺ࢞

れを㉳こしているが、᪋⾜後は᪂たなኚⰍ⿕ᐖ

はぢられない）
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䝣䜵ン䝥䝻䝟䝖リン䜶䜰䝌䝹๣䛾┤᥋ᄇᑕ䛻䜘䜛䜽䝽䜹䝭䜻リ䛚䜘䜃

䝂䝬䝎䝷䜹䝭䜻リᡂ⹸䛾ẅ⹸⋡

Ụᓮ功二㑻 

Ϩ ࡵࡌࡣに

࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ Apriona japonica は、ࢳ࢖ࡸ࣡ࢡ

ⴭしࡃ⾶ᙅࡍることもある。࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦᡂ

⹸はኟᮇにฟ⌧し、ᐤ୺のⱝᖺᯞを後㣗ࡍる。஺

尾、⏘༸ࡸ㣕⩧行ືは日୰に見られる。 

௒回、試験に使用ࡍる࢙ࣇンプロパトࣜン࢔࢚

（ッド、（ᰴ）ఫ཭化学ࣇンࣅရྡ：ロၟ）ル๣ࢰ

は、果ᶞ㢮の✸Ꮝᛶࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝㢮ࡸ⻍㢮のᗂ⹸

ẅ⹸に㐺用がある（㎰林水⏘消費Ᏻ全ᢏ⾡セン

ターHP ㎰⸆Ⓩ㘓᝟ሗ）。௒回、このࢰ࢔࢚ル๣の

ᶞ木㢮（స≀ྡ）㸫ࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝㢮ᡂ⹸（㐺用ᐖ

⹸ྡ）࡬㐺用ᣑ大を┠ⓗとして、（♫）日本᳜≀㜵

␿༠会の᪂㎰⸆実用ᛶ試験ጤクにより、┤᥋ᄇ㟝

による࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡおよび࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦᡂ⹸

のẅ⹸試験を行ったので、その概せについてሗ࿌

 。るࡍ

ϩ ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡᡂ⹸のẅ⹸⋡ 

の✸Ꮝᛶᐖ⹸として▱られて᮶たが、近ᖺはࢡࢪ

ᡂᆅのᗂ㱋林で⿕ᐖがከ発して⫱ࡸ㐀林ᆅ࢟ࣖࢣ

いる（Ụᓮ、2007㸹2016）。ኟᮇに⏘༸された༸は

ᖺෆにࡩ化し、ᗂ⹸はᐤ୺ᶞ体ෆに౵ධし、᤼⣅

Ꮝからࣛࣇスを᤼ฟしながら㍈方向にᆙ㐨をᘏ長

る。ᗂ⹸ᮇ間は２㹼㸲ᖺで、ᆙ㐨長は㸲㹫以上ࡍ

に及ࡪことが▱られている。࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡᡂ⹸は

ኟᮇにฟ⌧し、ᐤ୺のⱝᖺᯞを後㣗ࡍる。஺尾、

⏘༸ࡸ㣕⩧行ືはኪ間にά発になる。 

࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ Anoplophora malasiaca は、

㢮の✸Ꮝᛶᐖ⹸として▱られてきた（足ࢶ࢟ン࢝

立、1988）が、බᅬࡸ⾤㊰ᶞのࢹ࢚࢝㢮ࣁࡸンࣀ

㢮でも⿕ᐖが発生している（ᵐཎ、2015）。⏘༸࢟

はᆅ㝿近ࡃで行ࢃれ、Ꮴ化したᗂ⹸はᆅ㝿㒊を୰

心に㣗ᐖࡍる。」ᩘのᗂ⹸が✸ධࡍると、ᐤ୺が

෗┿－㸯 ᐤ୺ࢆ後㣗ࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝ࡓࡏࡉᡂ⹸㸦㸿ࡧࡼ࠾㹀㸸ࠊ࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ－࢟ࣖࢣ㹁ࡧࡼ࠾㹂㸸
࠾㸦㸿ࣉッ࢝㏱᫂ࡓࡋ⨨にタࡵࡓ㏨ஸ㜵Ṇのࡧࡼ࠾㸧࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ－ࢪ࣑ࣔࣁࣟ࢖
㹁㸸���8ࡧࡼ ᖺ処理ࠊ㹀ࡧࡼ࠾㹂㸸���9 ᖺ処理㸧
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⾲－㸯 ⸆๣༊と↓処理༊に࠾け࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡࡿᡂ⹸のṚஸ⋡のẚ㍑ 

試験⸆๣は࢙ࣇンプロパトࣜンࢰ࢔࢚ル๣（上

グ）である。2018 ᖺ㸵᭶ 23 日および㸵᭶ 31 日に

石ᕝ┴㔠ἑᕷ┴Ẹᾏ὾බᅬにおいて、࣐ࣖグ࣡か

ら౪試⹸をᤕ⋓した。ᤕ⋓したᡂ⹸は石ᕝ┴㎰林

総合研究センター林ᴗ試験場（ⓑᒣᕷ）᪻⹸㣫⫱

⯋のᐊෆ条件下で試験実᪋ࡲで⥔持した。㏱᫂プ

ࣛスࢳッ࢝ࢡップ（ᗏ面┤ᚄ 10cm、開ཱྀ㒊┤ᚄ

12Fm、高さ 8.5cm）でಶ体㣫⫱し、後㣗用にᩘ本

の࢟ࣖࢣのᯞを୚えた。雄および㞤౪試⹸の体長

はそれࡒれ 29.6㹼37.0mm および 36.4㹼44.6mm で

あった。 

試験は㸱回⧞り㏉し行い（第１回：2018 ᖺ㸵᭶

30 日、第２回：㸶᭶１日、第㸱回：㸶᭶２日）、

⸆๣区㸳㹼㸴ಶ体に対して↓処理区㸳㹼㸴ಶ体を

比較した（表㸫１）。それࡒれのಶ体に⸆๣᪋用の

前日から林ᴗ試験場ᶞ木බᅬの࢟ࣖࢣのᯞ（┤ᚄ

�.9㹼12.7mm）を後㣗さࡏた。ಶ体の㏨ஸを㜵Ṇࡍ

るたࡵに㏱᫂プࣛスࢳッ࢝ࢡップ２ಶを開ཱྀ㒊で

㈞り合ࡏࢃて、後㣗ᯞࡈとಶ体をࣂ࢝ーした（෗

┿㸫1A）。࢝ップᗏ面に┤ᚄ㸱mm ドࣜルࣅットで

10 ಶ⛬度の✰を開けた。⸆๣ᄇ㟝はそれࡒれ༗前

୰（9:00㹼11:00am）に࢝ップᗏ面に開けた✰にࣀ

。⣙㸳⛊間の┤᥋ᄇᑕした࡬ᡂ⹸ࡳルを差し㎸ࢬ

ᄇᑕ後にಶ体㣫⫱を行い、処理１時間後に୙ືで、

かつ 24 時間後に回᚟しないಶ体をṚஸとุ断し

た。 

の２ᖺ┠試験として࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ、たࡲ 2019

ᖺ㸵᭶ 28 日および㸵᭶ 31 日に、同┴Ẹᾏ὾බᅬ

で౪試⹸をᤕ⋓した。ᤕ⋓したಶ体を試験実᪋ࡲ

で同ᵝの方法で⥔持した。雄および㞤౪試⹸の体

長はそれࡒれ 30.7㹼38.2mm および 34.3㹼39.2mm

であった。同ᵝに試験は㸱回⧞り㏉し行い（第１

回：2019 ᖺ㸵᭶ 29 日、第２回：㸵᭶ 31 日、第㸱

回：㸶᭶２日）、⸆๣区㸳ಶ体に対して↓処理区㸳

ಶ体を比較した。それࡒれのಶ体に⸆๣᪋用の前

日から同ᶞ木බᅬの࢟ࣖࢣのᯞ（┤ᚄ 2.8㹼

7.9mm）を後㣗さࡏた。ಶ体の㏨ஸを㜵Ṇࡍるたࡵ

にࣇタ付き㏱᫂プࣛスࢳッ࢝ࢡップにより、後㣗

ᯞࡈとಶ体をࣂ࢝ーした（෗┿㸫1B）。࢝ップᗏ面

に┤ᚄ㸱mm ドࣜルࣅットで 10 ಶ⛬度の✰を開け

た。⸆๣ᄇ㟝はそれࡒれ༗前୰（8:00㹼9:00am）

に࢝ップᗏ面の✰にࢬࣀルを差し㎸ࡳᡂ⹸࡬⣙㸳

⛊間の┤᥋ᄇᑕした。2018 ᖺと同ᵝにṚஸをุ断

した。 

㸰 ࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦᡂ⹸のẅ⹸⋡ 

2018 ᖺ㸶᭶㸱日に石ᕝ┴㍯ᓥᕷ⯤倉ᓥで、࢖タ

ドࣜから౪試⹸をᤕ⋓した。ᤕ⋓したᡂ⹸は同᪻

⹸㣫⫱⯋のᐊෆ条件下で試験実᪋ࡲで⥔持した。

㏱᫂プࣛスࢳッ࢝ࢡップでಶ体㣫⫱し、後㣗用に

ᩘ本の࢖ロࢪ࣑ࣔࣁのᯞを୚えた。雄および㞤౪

試⹸の体長はそれࡒれ 21.8㹼31.4mm および 27.8

㹼33.0mm であった。 

試験は㸱回⧞り㏉し行い（第１回：2018 ᖺ㸶᭶

㸵日、第２回：㸶᭶㸶日、第㸱回：㸶᭶㸷日）、⸆

๣区㸳ಶ体に対して↓処理区㸳ಶ体を比較した

（表㸫２）。それࡒれのಶ体に⸆๣᪋用の前日から

ᶞ木බᅬの࢖ロࢪ࣑ࣔࣁのᯞ（┤ᚄ �.7㹼12.7mm）

を後㣗さࡏた（෗┿㸫1C）。ಶ体の㏨ஸ㜵Ṇ、⸆๣

ᄇ㟝およびṚஸのุ断の方法は 2018 ᖺの࢝࣡ࢡ

。試験と同ᵝに行った࣑ࣜ࢟

の２ᖺ┠試験として࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ、たࡲ

2019 ᖺ㸶᭶㸵日に、同ᓥで౪試⹸をᤕ⋓した。ᤕ
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⾲－㸰 ⸆๣༊と↓処理༊に࠾け࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦࡿᡂ⹸のṚஸ⋡のẚ㍑ 

⋓したಶ体を試験実᪋ࡲで同ᵝの方法で⥔持した。

雄および㞤౪試⹸の体長はそれࡒれ 20.0㹼

29.3mm および 27.8㹼32.1mm であった。同ᵝに試

験は㸱回⧞り㏉し行い（第１回：2019 ᖺ㸶᭶ 10

日、第２回：㸶᭶ 12 日、第㸱回：㸶᭶ 15 日）、⸆

๣区㸲㹼㸳ಶ体に対して↓処理区㸲㹼㸳ಶ体を比

較した。それࡒれのಶ体に⸆๣᪋用の前日からᶞ

木බᅬの࢖ロࢪ࣑ࣔࣁのᯞ（┤ᚄ 3.9㹼7.3mm）を

後㣗さࡏた（෗┿㸫1D）。ಶ体の㏨ஸ㜵Ṇ、⸆๣ᄇ

㟝およびṚஸのุูの方法は 2019 ᖺの࣑࢝࣡ࢡ

。試験と同ᵝに行ったࣜ࢟

であった（表㸫２）。ࡲた、2019 ᖺの第１㹼㸱回

処理においても⸆๣区ではṚஸ率100.0％であり、

↓処理区のṚஸ率は 0.0％であった（表㸫２）。 

㔝እで後㣗୰のࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝ᡂ⹸にẅ⹸๣をᄇ

㟝ࡍると、┤ちにⴠ下ࡸ㣕⩧を行い、その後の㏣

㊧がᅔ㞴になり、ຠ果ุ定が㞴しい。本研究にお

いて、２ᖺ間で࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ 31 ಶ体およびࢲ࣐ࢦ

࣑ࣜ࢟࢝ࣛ 29 ಶ体に対して本๣を㸳⛊間の┤᥋

ᄇ㟝した結果、これらのẅ⹸率は 100％であった。

ᄇ㟝後、ほとࢇどのಶ体は┤ちに㯞⑷≧ែになっ

たことから、༑分に⸆ᾮがかかるようにᄇ㟝ࡍる

と、ຠ果ⓗなẅ⹸が可能であࢁう。 

ᘬ⏝ᩥ⊩

足立 ♏（1988）࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦの生ែに関ࡍ
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Ụᓮ功二㑻（2007）᳜࢟ࣖࢣ᱂ᆅにおける࢝࣡ࢡ

の生ែ、⿕ᐖ発生と㜵㝖法㸬石ᕝ┴林ᴗ࣑ࣜ࢟

試験場研究ሗ࿌ 39：１�44 

Ụᓮ功二㑻（2016）࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡの⏘༸とᶞ✀㑅

ᢥ㸬（ࢩ࣒࣑ࣜ࢟࢝の生ែ㸬ᒾῡ႐ஂ⏨⦅、໭㝯

㤋）㸬98�118 

ᵐཎ ᐶ（2015）ࢹ࢚࢝㢮のᐖ⹸、≉にࣛࢲ࣐ࢦ

ター 22：43�47ࢡードࣜࢶについて㸬࣑ࣜ࢟࢝

Ϫ ⤖ᯝと⪃ᐹ

ᡂ⹸のẅ⹸試験において、2018࣑ࣜ࢟࢝࣡ࢡ ᖺ

第１回処理の⸆๣区における౪試⹸㸳ಶ体に対ࡍ

るṚஸᩘおよびṚஸ率は、それࡒれ㸳ಶ体および

100.0％であった（表㸫１）。対↷ⓗに↓処理区に

おける౪試⹸㸳ಶ体に対ࡍるṚஸᩘおよびṚஸ率

は、それࡒれ㸮ಶ体および 0.0％であった。この

傾向は第２回および第㸱回処理でも同ᵝであった

（表㸫１）。ࡲた、2019 ᖺの第１㹼㸱回処理にお

いても⸆๣区ではṚஸ率 100.0％であり、↓処理

区のṚஸ率は 0.0％であった（表㸫１）。 

、ᡂ⹸のẅ⹸試験において࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࢦ

2018 ᖺ第１回処理の⸆๣区における౪試⹸㸳ಶ

体に対ࡍるṚஸᩘおよびṚஸ率は、それࡒれ㸳ಶ

体および 100.0％であった（表㸫２）。対↷ⓗに↓

処理区における౪試⹸㸳ಶ体に対ࡍるṚஸᩘおよ

びṚஸ率は、それࡒれ㸮ಶ体および 0.0％であっ

た。この傾向は第２回および第㸱回処理でも同ᵝ
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ᖹᡂ 30 ᖺ㇦㞷ᚋ䛻ᾏᓊ䝬䝒ᯘ䛷Ⓨ⏕䛧䛯ᲈ➃ᯤṚᮌ䛾ᯤṚ䛸

䝬䝒䝜䝬䝎䝷䜹䝭䜻リ䛾⏘༸

  Ụᓮ功二㑻 

Ϩ ࡵࡌࡣに

2018 ᖺ２᭶㸳日㹼㸵日かけて⚟஭┴ᕊ໭ᆅ方

および石ᕝ┴加㈡ᆅ方で 37 ᖺࡪりのグ㘓ⓗな大

㞷となった。⚟஭ᕷの✚㞷量は 147cm に㐩し、“平

ᡂ 30 ᖺ㇦㞷͇と⛠された。この㇦㞷後の㸲᭶㸱日

に、加㈡ᕷ∦㔝ᾏᓊࢶ࣐林において、ෙ㞷ᐖ（ᖿ

ᢡᦆ）とともに、大量のᲈ➃ᯤṚ木の発生を☜ㄆ

した。 

のᲈ➃ᯤṚの発生ሗ࿌ࢶ࣐ロࢡたはࡲࢶ࣐࢝࢔

は少なࡃ、ᓥ᰿┴における発生グ㘓が▱られてい

る（࿘藤、1988）。このሗ࿌によると、ᲈ➃の１㹼

㸱㹫のᶞᖿとᯞがᯤṚし、㔪ⴥが㉥ኚࡍる。そし

て、ᯤれは㸱㹼㸲᭶にฟ⌧し⿕ᐖ㒊は以後下方に

㐍ᒎしないことなど、௒回発生したᲈ➃ᯤṚと⿕

ᐖ発生ᙧែが一⮴ࡍる。しかし、࿘藤（1988）は

このᲈ➃ᯤれの発生ཎᅉとして、強ᐮ㢼によって

強ไⓗに⵨ᩓがಁ㐍されたᐮ㢼ᐖではないかと᥎

ᐹしており、⿕ᐖ発生ཎᅉを㇦㞷にはồࡵていな

い。 

⾶ᙅࡲたは᪂しࡃᯤṚしたࢡࡸࢶ࣐࢝࢔ロࢶ࣐

な ど の ᐤ ୺ ᶞ 木 は ࣐ ࢶ ࣀ ࣐ ࢲ ࣛ ࢝ ࣑ ࢟ ࣜ

Monochamus alternatus（以下、本✀とࡍる）を⏘

༸ㄏᘬࡍることが▱られている（౛えࡤ、

Kobayashi et al.、1984）。しかし、సᒣ・బ藤（1979）

は⮬然条件下において本✀は⾶ᙅ木ࡲたは᪂しい

ᯤṚ木ࡔけでなࡃ、生立木のᯤᯞのような㍍ᚤな

෗┿－㸰 ࢶ࣐࢝࢔のᲈ➃ᯤṚᮌ㸦㸿㸸ㄪᰝᮌ㹁㸦⬚高┤ᚄ
25.1cm㸧ࠊ㹀㸸ㄪᰝᮌ㹄㸦⬚高┤ᚄ 9.1cm㸧㸧ࠊ
▮༳ࡣᲈ➃ᯤṚ㒊2018ࠊᖺ㸳᭶ 25᪥᧜影 

ᦆയをཷけた㒊位にも⏘༸を行うことを示してい

る。そして、Ụᓮ（2019）は本✀がᐤ୺のᶞෙに

ῧえ付けたᯤれᯞにも本✀がㄏᘬされることを示

した。そのたࡵ、ᲈ➃ᯤṚ木の発生が本✀の⏘༸

機会をቑ大さࡏ、⦾Ṫにᐤ୚ࡍる可能ᛶがあった。

本研究では、㇦㞷後に発生したᲈ➃ᯤṚ木のᯤṚ

と本✀の⏘༸⑞のฟ⌧⤒㐣をㄪᰝし、ᲈ➃ᯤṚ木

の発生が本✀の⦾Ṫに୚えるᙳ㡪について考ᐹし

た。 

ϩ ヨ㦂᪉ἲ

石ᕝ┴加㈡ᕷ∦㔝ᾏᓊࢶ࣐林（36°19.4͛N、

136r17.1͛E、ᶆ高 53㹫）にㄪᰝᆅを設⨨した。

このㄪᰝᆅはᾏᓊに位⨨しているが、ࢶ࣐࢝࢔が

ඃ༨している。㇦㞷のᙳ㡪で、2018 ᖺ２᭶ 22 日

でも 20cm 以上のṧ㞷があった（෗┿㸫１）。ここ

ではࢶ࣐材⥺⹸⑓によるᯤᦆ⿕ᐖが⣙ 20 ᖺ前か

ら⥅⥆して発生しており、⿕ᐖ木のఆಽ㥑㝖処理

などが実᪋されている。ㄪᰝ前ᖺ（2017 ᖺ）の当

ᖺᯤᦆ率は⣙ 3.0％であり、ᯤᦆ木の平均⬚高┤

ᚄは 13.1cm であった。 

ㄪᰝᆅにおいて 2018 ᖺ㸳᭶ 25 日に、ඛ➃１㹼

㸱㹫⛬度の㔪ⴥが㉥〓にኚⰍしたࢶ࣐࢝࢔のᲈ➃
෗┿－㸯 ṧ㞷のຍ㈡ᕷ∦㔝ᾏᓊࢶ࣐ᯘ2018ࠊ ᖺ

㸰᭶ 22 ᪥᧜影 
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⾲－㸯 㔪ⴥのኚⰍ࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡧࡼ࠾の⏘༸⑞がほᐹࡓࢀࡉᲈ➃ᯤṚᮌ 

*ᲈ➃ᯤṚ㒊ࢆ㝖いࡓㄪᰝᮌの㔪ⴥのኚⰍにࡘい࡚のほᐹ⤖ᯝࢆ♧すۑࠋ㸸࡯と࡝ࢇの㔪ⴥが⥳Ⰽڹࠊ㸸㒊ศ
ⓗに㔪ⴥが㉥〓Ⰽࠊ×㸸࡯と࡝ࢇの㔪ⴥが㉥〓Ⰽ࡛ࡇࡿ࠶とࢆ♧すࠋ

**㸩࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡣの⏘༸⑞がᆅୖ高㸰㹫࡛ࡲのᖿ⾲㠃にฟ⌧ࡇࡓࡋとࢆ♧すࠋ
***ᶞ⬡ㄪᰝࡣᑠ⏣㸦1967㸧にᚑࡓࡗホ౯ࠋࡓࡋ♧ࢆ

ᯤṚ木がほᐹされた。これらのうち、సᴗ㊰ἢい

に生⫱ࡍるࢶ࣐࢝࢔ 13 本を㑅び、ㄪᰝ木とした

（෗┿㸫２）。ㄪᰝ木の平均⬚高┤ᚄは 21.9cm（最

小㸫最大：8.8㸫44.0cm）であった。これらのㄪᰝ

木はᲈ➃ᯤṚ㒊を㝖ࡃと、እ見ⓗに㔪ⴥのኚⰍは

ほᐹされなかった。 

ㄪᰝは೺全㒊（ᲈ➃ᯤṚ㒊を㝖いた⟠所）を対

㇟とした㔪ⴥኚⰍのほᐹと、ᶞᖿのᆅ上高 2.0㹫

での本✀の⏘༸⑞のฟ⌧について、2018ࡲ ᖺ㸵᭶

㸷日㹼11 ᭶ 16 日ࡲでの間に㸵回のㄪᰝを行った

（表㸫１）。ࡲた、これらの೺全ᛶをホ౯ࡍるたࡵ、

㸳᭶ 25 日および 10 ᭶１日に小田（1967）をཧ考

にして、ᆅ上高 1.2㹫のᶞᖿに┤ᚄ㸶mm のコルࢡ

でのᏍを開け、ᶞ⬡のⁱฟをࡲーࣛーでᙧᡂᒙ࣎

ㄪ࡭た。 

Ϫ ⤖ᯝと⪃ᐹ

ㄪᰝᮇ間୰にㄪᰝ木㸳本がᯤṚしたたࡵ、ᲈ➃

ᯤṚ木のᯤṚ率は 38.�％（㸳�13）であった。 

ㄪᰝ木ＡおよびＢは設⨨当 （ึ㸳᭶ 25 日）のㄪ

ᰝにおいて、ð ⬡ⁱฟに異ᖖがࡳられた（表㸫１）。

そして、㸵᭶㸷日という比較ⓗ᪩い時ᮇに本✀の

⏘༸⑞がほᐹされた。この時、ㄪᰝ木Ａは㔪ⴥの

ኚⰍが見られたが、ㄪᰝ木Ｂは㔪ⴥのኚⰍは見ら

れなかった。しかし、その後（㸶᭶１日）のㄪᰝ

ではㄪᰝ木Ｂの㔪ⴥもኚⰍした。これらのᯤṚと

⏘༸⤒㐣は、ᲈ➃ᯤṚ木の୰には᪤にᶞ木全体が

⾶ᙅしているಶ体があり、それらはึኟになって

ᛶᡂ⇍した本✀を⏘༸ㄏᘬし、本✀が⦾Ṫࡍる可

能ᛶがあることを示した。 

ㄪᰝ木Ｃ、㹂および㹃は、設⨨当ึ（㸳᭶ 25

日）の㔪ⴥほᐹࡸᶞ⬡ⁱฟのㄪᰝでは೺全にホ౯

された（表㸫１）。ㄪᰝ木Ｃおよび㹂はそれࡒれ㸶

᭶ 21 日および㸷᭶ 16 日のㄪᰝで、本✀の⏘༸⑞

がほᐹされ、その後、㔪ⴥがኚⰍしᯤṚに⮳った

（表㸫１）。ㄪᰝ木㹃は㸷᭶ 27 日に㔪ⴥのኚⰍが

ほᐹされᯤṚに⮳ったが、⏘༸⑞はほᐹされなか

った。この林分では౛ᖺ、㸶᭶上᪪以㝆になると

ࡍ⌧るᐤ୺ᶞ木がฟࡍ材⥺⹸⑓で⨯⑓し⾶ᙅࢶ࣐

る。このたࡵ、これらのᯤṚཎᅉがᲈ➃ᯤṚの発

生と関係ࡍるかどうかุ断ができない。しかし、

この時ᮇにᯤṚしたᐤ୺ᶞ木は本✀が⦾Ṫࡍる可

能が高い。 

一方、ㄪᰝ木 13 本のうち㸶本がᯤṚしなかった

が、ㄪᰝ木㹄のࡳで本✀の⏘༸⑞がほᐹされた。

このㄪᰝ木の設⨨当 （ึ㸳᭶ 25 日）は㔪ⴥのኚⰍ

もなࡃ、ᶞ⬡は༑分にⁱฟしていた（表㸫１）。し

かし、㸵᭶㸷日に㔪ⴥのኚⰍ㐍行が見られ、ᶞᖿ

に⏘༸⑞がほᐹされた。さらに、この日の 21 時㡭

にこのᶞᖿで஺尾ࡍる࢔࣌（２㢌）がᤕ⋓された。

㔪ⴥのኚⰍ㐍行は㸷᭶ 16 日ࡲでの間に見られた

が、㸷᭶ 27 日には㔪ⴥのኚⰍ傾向は↓ࡃなり、10

᭶１日のᶞ⬡ㄪᰝでは༑分なᶞ⬡ⁱฟがㄆࡵられ

た。そして、このㄪᰝ木㹄は 2020 ᖺ㸱᭶㸷日にお

いてもᯤṚに⮳っていない。この⤒㐣は、ᲈ➃ᯤ

Ṛ木がึኟに一時ⓗに⾶ᙅし、本✀を⏘༸ㄏᘬし

たことを示唆している。సᒣ・బ藤（1979）は生

立木のᯤᯞから本✀のᗂ⹸を᥇ྲྀしていることか

ら、೺全㒊に⏘下された༸は発⫱できないが、ᲈ

➃ᯤṚ木のᯤṚ㒊は本✀の⦾Ṫに฼用される可能
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性がある。 

  

ᘬ⏝ᩥ⊩ 
江ᓮຌ二郎（2007）ษり枝の付けຍえによる࢝࢔

マࢶ生立木へのマࣀࢶマࢲラ࣑ࣜ࢟࢝のㄏᘬと

⏘༸㸬᪥林ㄅ 101㸸173�177 

.RED\DVKi )、 <DmDnH $、 ,NHGD 7 (1��4) 7KH 

-DSDnHVH SinH VDZ\HU EHHWOH DV WKH YHcWRU RI 

SinH ZiOW GiVHDVH. $nn 5HY (nWRmRO 2�㸸 

115�135 

小田ஂ஬（1�67）ᯇくい⹸のຍᐖᑐ㇟木とそのุ

定法について㸬森林㜵␿ 13㸸100�102 

作ᒣ ೺・బ⸨ᖹ඾（1�7�）岩手県におけるマࢶ

の材⥺⹸⑓の発生（Ϩ）㸫マࢨࣀࢶイࢭンࣗࢳ

ウ㸫㸬᪥林東໭ᨭㄅ 31㸸16��171 

࿘⸨㟹㞝（1�のᲈ➃ᯤṚ㸬ࢶとクࣟマࢶマ࢝࢔（��

�� ᅇ᪥林ㄽ㸸523�524 
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ᚋ㣗⑞䛾ศᕸ

Ụᓮ功二㑻 

Ϩ ࡵࡌࡣに

⩚化⬺ฟした࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐（以下、本

✀とࡍる）ᡂ⹸は、生࿨⥔持ࡸᛶᡂ⇍などのたࡵ

に೺全なࢶ࣐⛉ᶞ木のᯞを後㣗ࡍることが▱られ

ている。そして、ࢶ࣐材⥺⹸⑓の⑓ཎ体である࣐

、は（࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ、以下）࢘ࣗࢳセン࢖ࢨࣀࢶ

୺に本✀の後㣗⑞⤒⏤で፹௓される。そのたࡵ、

ᯤṚ木で発見される後㣗⑞は本✀が࢖ࢨセンࣗࢳ

材⥺⹸⑓の⨯⑓とࢶ࣐、をఏᦙしたドᣐとされ࢘

関㐃࡙けた研究がሗ࿌されてきた（ᓊ、1988）。 

一方、ᛶᡂ⇍した本✀ᡂ⹸は⾶ᙅࡲたは᪂しࡃ

ᯤṚしたᐤ୺ᶞ木にㄏᘬされ、஺尾ࡸ⏘༸行ືを

行うが、このようなᐤ୺ᶞ木上での後㣗行ືにつ

いてはほとࢇどㄪᰝされていない。➹⪅は㔝እ⥙

ᐊෆにᛶᡂ⇍した本✀ᡂ⹸をᨺ⹸ࡍると、᳜᱂し

たⱝᖺ生ࢶ࣐のࣗࢩートよりも、立てかけたఆ᥇

୸ኴの上に⨨いたᯞ条にከࡃのᡂ⹸が㞟ࡲり後㣗

、ることをほᐹしている（未発表）。このことはࡍ

᪤に⾶ᙅࡲたは᪂しࡃᯤṚしたᐤ୺ᶞ木にㄏᘬさ

れたᡂ⹸は஺尾ࡸ⏘༸行ືࡔけでなࡃ、ᶞෙのᯞ

条で後㣗行ືも行っていることが示唆される。 

本研究では、⾶ᙅࡲたは᪂しࡃᯤṚしたᐤ୺ᶞ

木における本✀の後㣗生ែを᫂らかにࡍるたࡵ、

ఆ᥇および㝖ⲡ๣ὀධによって人ⅭⓗにᯤṚさࡏ

たࢶ࣐࢝࢔をࢶ࣐林分に設⨨し、本✀の後㣗⑞お

よびそれと関㐃した⏘༸⑞の分布についてㄪᰝし

た。

ϩ ヨ㦂᪉ἲ

㸯 ㄪᰝᯘ 

石ᕝ┴加㈡ᕷ∦㔝ᾏᓊࢶ࣐林（36°19.4͛N、

136°17.1͛E、ᶆ高 53㹫）にㄪᰝᆅを設⨨した。

ここではࢶ࣐材⥺⹸⑓によるᯤᦆ⿕ᐖが⣙ 20 ᖺ

前から⥅⥆して発生しており、⿕ᐖ木のఆಽ㥑㝖

処理などが実᪋されている。ㄪᰝ前ᖺ（2017 ᖺ）

の当ᖺᯤᦆ率は⣙ 3.0％であり、ᯤᦆ木の平均⬚

高┤ᚄは 13.1cm であった。 

㸰 ఆಽᯤṚᮌ 

ㄪᰝᆅにおいて 2018 ᖺ㸴᭶ 19 日に、సᴗ㊰ἢ

いのࢶ࣐࢝࢔生立木㸱本を㑅び、ᆅ㝿でఆಽした。

平均⬚高┤ᚄおよび高さは 5.9cm（最小㸫最大：

5.4㸫6.3cm）および 4.6cm（最小㸫最大：3.7㸫

6.2cm）であった（表㸫１）。ఆಽ後、ᯞを⢭ᰝし、

ྂい後㣗⑞ࡸ⣮らࢃしいࢬ࢟は㝖ཤした。ఆಽᯤ

Ṛ木のษ断面を⯒⿦されたసᴗ㊰➃に⨨き、࿘ᅖ

の生立木にᆶ┤になるように立てかけた。それら

のᖿをロープでᅛ定し、ᦙฟࡲで㔝እにᨺ⨨した。

㸵᭶ 23 日に、これらのఆಽᯤṚ木のᖿをᆅ㝿から

１㹫ࡈとにఆり分け、石ᕝ┴㎰林総合研究センター

林ᴗ試験場に⛣ືした。㸶᭶㸵日㹼㸶᭶ 12 日に、

ఆಽᯤṚ木ࡈとに後㣗⑞およびᶞᖿ表面の⏘༸⑞

をㄪᰝした。後㣗⑞はᯞのඛ➃から１ᖺᯞ、２ᖺᯞ、

㸱ᖺᯞおよび㸲ᖺᯞ以上として、ᖺᯞࡈとに後㣗

ᯞᩘをㄪᰝした。⏘༸⑞はᆅ㝿からᆅ上高１㹫ࡈ

とにᶞᖿ表面の⏘༸⑞をᩘえたが、ඛ➃の長さ１

㹫未満のᖿはㄪᰝ⠊ᅖに加えなかった。 

㸱 㝖ⲡ๣ὀධᯤṚᮌ 

2018 ᖺ㸴᭶ 19 日に、ࢶ࣐࢝࢔生立木２本を㑅

び、グࣜࢧ࣍ート࣒࢘ࣜ࢝ሷを୺ᡂ分とした㝖ⲡ

๣（ၟရྡ：ࣛ࢘ンド࢔ップ࣐ッࢡスロード、日

⏘化学ᕤᴗ（ᰴ））ཎᾮをそれࡒれ２cc つὀධࡎ

した。ᆅ上高 0.3㹫および 0.4㹫の２⟠所（ᶞᖿ対

㍈方向）に㸷mm ᚄのドࣜルࣅッドを使い、水平よ

りࡸࡸ下方に向けて῝さ㸱cm の✰を開けた。それ

れに１ccࡒ ᰦࢡつ㝖ⲡ๣をὀධし、その後コルࡎ

をした。ὀධᯤṚ木の⬚高┤ᚄおよび高さはそれ

れࡒ 5.9㹼7.9cm および 5.5㹼6.8㹫であった（表

㸫２）。これらを㸶᭶21日ࡲで㔝እにᨺ⨨し、ఆಽ

した。ᖿをᆅ㝿から１㹫ࡈとにఆり分け、前グの

林ᴗ試験場に⛣ືした。㸶᭶24日㹼㸶᭶25日に、

ὀධᯤṚ木ࡈとに後㣗⑞およびᶞᖿ表面の⏘༸⑞

෗┿－㸯 ఆಽ㸦㸿㸧࣮ࢧ࣍ࣜࢢࡧࡼ࠾ト⣔㝖ⲡ๣のὀ
ධ㸦㹀㸧に࡚ࡗࡼᯤṚࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉᯞに࠾
け࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿの後㣗⑞ 
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⾲－㸯 ఆಽに࡚ࡗࡼᯤṚࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉに࠾け࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿの後㣗ᯞᩘのᖺᯞศᕸ 

⾲－㸰 ࣮ࢧ࣍ࣜࢢト⣔㝖ⲡ๣のὀධに࡚ࡗࡼᯤṚࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉに࠾け࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿの
後㣗㠃✚のᖺᯞศᕸ 

をㄪᰝした。後㣗⑞はᖺᯞࡈとに、後㣗⑞のᯞ㍈

方向の長さとその୰ኸのᯞᚄを஌ࡌて後㣗⑞面✚

を⟬ฟした。 

ᯤṚさࡏたࢶ࣐࢝࢔を㔝እにᨺ⨨したとき、本✀

の⏘༸⑞に加えてከᩘの後㣗⑞もฟ⌧ࡍることを

示した。そのたࡵ、⾶ᙅ木ࡸ᪂しいᯤṚ木におい

て、ㄏᘬされたᡂ⹸は஺尾ࡸ⏘༸行ືࡔけでなࡃ

後㣗行ືも行っていることが᫂らかになった。 

森本・ᒾᓮ（1972）は೺全木と比較して本✀が

⏘༸しているᯤṚ木ではྂいᯞにも後㣗がከࡃなっ

ていることをሗ࿌しており、஭ᡞ・Ṋ田（1976）

は、ᯤᦆึᮇẁ㝵の≉定木（異ᖖ木）の２㹼㸱ᖺ

ᯞ上で本✀が発見されることをሗ࿌している。本

研究ではᯤṚさࡏたᐤ୺ᶞ木の２ᖺ生以上のᯞに

本✀の後㣗⑞がከࡃฟ⌧した。そのたࡵ、森本・

Ϫ ⤖ᯝと⪃ᐹ

ఆಽᯤṚ木における平均後㣗ᯞᩘは 52.7 本（最

小㸫最大：31㸫 71 本）であった。１ᖺᯞ、２ᖺᯞ、

㸱ᖺᯞおよび㸲ᖺᯞ以上の平均後㣗ᯞᩘは、それ

れࡒ 14.0本、10.0本、15.3本および 13.3本であっ

た（表㸫１）。ࡲた、１ᖺᯞ、２ᖺᯞおよび㸱ᖺᯞ

の後㣗ᯞ๭合は、それࡒ れ 1.6％、2.5％および

10.6％であり、㸱ᖺᯞで後㣗ᯞ๭合が高ࡃなった。 

ὀධᯤṚ木における合ィの後㣗⟠所ᩘおよび後

㣗面✚は、そ れࡒれ  54㹼82 ⟠所およ び 3,980㹼

8,935mm2であった（表㸫２）。１ᖺᯞ、２ᖺᯞ、㸱ᖺ

ᯞおよび㸲ᖺᯞ以上の後㣗⟠所ᩘは、それࡒれ10

㹼29、18㹼39、㸷㹼17 および㸳㹼㸷⟠所であった。

後㣗面✚は それࡒれ 489㹼2,879 mm2 、1,899㹼

4,614 mm2、783㹼1,024 mm2 およ び 418㹼809 mm2

であり、２ᖺᯞで後㣗面✚がከࡃなった。 

 ఆಽᯤṚ木の⏘༸⑞ᩘは 31㹼54 ಶで、ᆅ上高が

高いほど⏘༸⑞ᩘが少なࡃなる傾向があった（ᅗ

㸫１）。ࡲた、ὀධᯤṚ木の⏘༸⑞ᩘ は 86㹼172

ಶで、ᆅ上高と⏘༸⑞の関係は᫂☜ではなかった

が、最上㒊のᖿで⏘༸⑞ᩘが最も少なࡃなった（ᅗ

㸫１）。ఆಽᯤṚ木およびὀධᯤṚ木の୧方で、ᐙ

ධ（1973）がሗ࿌したようにᶞᖿの最上㒊の小さ

いᖿᚄは本✀の⏘༸に㐺さなかったとᛮࢃれた。 
ᅗ－㸯 ఆಽ࣮ࢧ࣍ࣜࢢࡧࡼ࠾ト⣔㝖ⲡ๣のὀධに

༸⑞⏘ࡿけ࠾にࢶ࣐࢝࢔ࡓࡏࡉᯤṚ࡚ࡗࡼ
の高ࡉศᕸ 本研究は、ఆಽࡸ㝖ⲡ๣ὀධによって人Ⅽⓗに
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ᒾᓮ（1972）および஭ᡞ・Ṋ田（1976）のሗ࿌は、

ᐤ୺ᶞ木が⾶ᙅࡲたはᯤṚした後の後㣗行ືに関

㐃があるかもしれない。 

が࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ、材⥺⹸⑓によるᯤṚはࢶ࣐

ᐤ୺ᶞ木࡬౵ධࡍることで発生ࡍる。その後、ࢨ

ᯤṚ木か、ࡵるたࡍがᶞ体ෆでቑṪ࢘ࣗࢳセン࢖

ら࢖ࢨセン࢘ࣗࢳが分㞳されたとき、ࢶ࣐材⥺⹸

⑓にᯤṚཎᅉをồࡵることが可能になる。しかし、

石㯮・┦ᕝ（2016㸹2018）によって、ఆಽᯤṚさ

において⏘༸⑞⤒⏤でもࢶ࣐ロࢡࡸࢶ࣐࢝࢔たࡏ

∦それらの材、ࡸることࡍが౵ධ࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ

からࢶ࣐材⥺⹸⑓デ断࢟ットの㝧ᛶ཯ᛂがあった

ことがሗ࿌されている。このことはᯤṚ木からの

ࢶ࣐のฟ⌧によってもᯤṚཎᅉを࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ

材⥺⹸⑓に≉定できないことを示している。 

࢖ࢨ材⥺⹸⑓は、本✀の後㣗⑞を⤒⏤してࢶ࣐

セン࢘ࣗࢳがᐤ୺ᶞ木にఏᦙされる。そのたࡵ、

セン࢖ࢨ、るときࡍᶞ木のᯤᦆཎᅉをㄪᰝ⛉ࢶ࣐

ᯞ条の後㣗⑞の分布も、ࡃけでなࡔのᏑᅾ࢘ࣗࢳ

ὀ┠されてきた（ᓊ、1988）。しかし、Ẽ㇟ᐖࡸ⎔

ቃのኚ化などのࢶ࣐材⥺⹸⑓とはูのཎᅉで⾶ᙅ

✀と本࢘ࣗࢳセン࢖ࢨ、ᯤṚしたᐤ୺ᶞ木でもࡸ

の後㣗⑞の୧方がᶞ体ෆに分布ࡍる可能ᛶがある

ことが本研究において示された。そのたࢶ࣐、ࡵ

のᯤᦆཎᅉについては、本✀࢖ࢨࡸセン࢘ࣗࢳの

分布などに加えて、林分ෆのᯤṚ木について時✵

ⓗな⿕ᐖ発生パターンを⢭ᰝし、総合ⓗにุ断ࡍ

ることが重せであࢁう。 

ᘬ⏝ᩥ⊩

ᐙධ ᛅ（1973）࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐の⏘༸㒊

位㸬日林஑ᕞᨭ研ㄽ 26:217-218 

石㯮⚽᫂・┦ᕝᣅஓ（2016）࣑࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐

ࣜの⏘༸⑞を⤒⏤したࢶ࣐࢝࢔ᯤṚ木࡬のࢶ࣐

の౵ධ㸬日林ㄅ࢘ࣗࢳセン࢖ࢨࣀ 98:124-127

石㯮⚽᫂・┦ᕝᣅஓ（2018）࣑࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐

ࣜの⏘༸⑞からࢡロࢶ࣐ᯤṚ木࡬౵ධしたࢶ࣐

࣑ࣜ࢟࢝のᶞ体ෆでの分ᩓと࢘ࣗࢳセン࢖ࢨࣀ

ᡂ⹸࡬の஌り⛣り㸬日林ㄅ 100:201-207 

ᓊ 洋一（1988）ࢶ࣐材⥺⹸⑓㸫松ࡃい⹸㸫⢭ㄝ㸬

トー࣐ス・࢝ンパࢽー

森本 ᱇・ᒾᓮ ཌ（1972）࣑࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐

ࣜの後㣗ᩘとࢶ࣐ᯤᦆの関係㸬第 83 回日林ㅮ：

327-329
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▼ᕝ┴࡛のཎᮌࢣࢱ࢖ࢩ᱂ᇵに࠾けࡿ

い࡚ࡘ㢮の⿕ᐖに࢚ࣂࢥࣀ࢟

ඵᓥṊᚿ 

Ϩ ࡵࡌࡣに 

本┴のཎ木生しいたけ᱂ᇵにおいては、ዟ能Ⓩཎ

木しいたけάᛶ化༠㆟会が、ചの大きさ㸶cm 以上、

⫗ཌ㸱cm以上、ᕳき㎸１ࡳcm以上の≀を≉⚽ရとし、

ンドྡでᑓ用の化⢝⟽にධれࣛࣈりࠖのࡲのとてࠕ

ฟ荷しているが、᫖ᖺから生⏘⪅のほࡔ場にて⹸ᐖ

が☜ㄆされておりၥ㢟となっている。 

ཎ木࢖ࢩタࢣを加ᐖࡍるࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮については

」ᩘ▱られており、஑ᕞ、༓ⴥ┴、㟼ᒸ┴で⿕ᐖሗ

࿌ࡸ発生஦౛がᣲがっている。 

本研究では、ࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮による⿕ᐖを㍍減ࡍる

たࡵにᤕ⹸ᯈのຠ果を☜ㄆࡍる。 

ϩ ᪉ἲ 

2019 ᖺ 12 ᭶に࢖ࢩタࢣ᱂ᇵ࢘ࣁスのෆ㒊に、ᕷ

㈍のᤕ⹸ᯈ（10cm×25cm、㯤Ⰽ及び㟷Ⰽ）、ྲྀ࢚ࣁり

ンを設⨨し、1࣎ࣜ ࣨ᭶後にᤕ⋓されたࣀ࢟コ࢚ࣂ

㢮のᩘをィ 、比較した。 

スෆを間ཱྀ㸱、ዟ行㸲の࢘ࣁ 12区分に分け、3✀

㢮のᤕ⹸ᯈを位⨨をኚえながら㸲ᯛࡎつ設⨨した。

設⨨⟠所は合ᤸに⤌ࢲ࣍ࡔࢇ木の間とした（ᅗ㸫１）。 

考えられる。 

入口 

リボン 黄色 青色 

81 11 ３ 

青色 リボン 黄色 

６ 15 ３ 

黄色 青色 リボン 

６ ０ 30 

リボン 黄色 青色 

50 ３ １ 

入口 

ᅗ－㸰 ⢓╔ᯈࡈとのᤕ⋓ᩘ 

ᅗ－㸱 ヨ㦂後の⹸ᤕ⋓≧ἣ 

ᕥୖ 㯤Ⰽୖྑࠊ 㟷Ⰽࠊᕥୗ ࣥ࣎ࣜࡾྲྀ࢚ࣁ 
ᅗ－㸯 ᤕ⹸ᯈࣥ࣎ࣜࡾྲྀ࢚ࣁࡧࡼ࠾タ⨨≧ἣ 

ᕥ ᤕ⹸ᯈࣥ࣎ࣜࡾྲྀ࢚ࣁ ྑࠊ 

Ϫ ⤖ᯝと⪃ᐹ 

ྛᤕ⹸ᯈࡈとのᤕ⋓ᩘをᅗ㸫２およびᅗ㸫㸱に示

ከい傾向ࡸࡸ㯤Ⰽと㟷Ⰽの比較では㯤Ⰽの方が。ࡍ

がࡳられた。ྲྀ࢚ࣁりࣜ࣎ンはᤕ⹸ᯈと比較して㠀

ᖖにᤕ⋓ᩘが大きかった。以上のことから、Ⰽの㐪

いによるㄏᘬຠ果はないと考えられる。 

ධཱྀഃでᤕ⋓ᩘがከいのは、ㄪᰝᮇ間୰ࡎっとᡬ

を開ᨺしていたたࡵ、ここから౵ධしてきたものと

考えられる。ഃ面も開けᨺっていたがධཱྀഃほどᤕ

⋓ᩘがከࡃないのは㐽光ࢿットをᙇっていたたࡵと

ϫ ௒後のၥ㢟Ⅼ 

௚┴での研究஦౛のとおりࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮は⢓╔ᯈ

のⰍによる差はࡳられないことが௒回のㄪᰝでも☜

ㄆされた。一方でᏳ౯なྲྀ࢚ࣁりࣜ࣎ンのᤕ⋓ᩘが

ከかったことから⢓╔力の差がᤕ⋓ᩘの差になった

と考えられる。いࡎれにࡏよࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮を࢘ࣁス

に౵ධさࡏないことが⫢せであり、開ཱྀ㒊に┠合の

⣽かなࢿットをᙇる、࿘㎶でࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮が⦾Ṫし

ないよう⎔ቃを整えるといったᢤ本ⓗな対⟇とあࢃ

 。きであると考えられる࡭るࡏ
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ᘬ⏝ᩥ⊩ 

༓ⴥ┴・༓ⴥ┴㎰林水⏘ᢏ⾡会㆟ (2019) ཎ木࢖ࢩ

タࢣ᱂ᇵにおけるࣇタࣔントンࣀ࢟࣎コ࢚ࣂの㜵

㝖方法㸬 

加藤 ᚭ (2016) ཎ木࢖ࢩタࢣの᪂たなᐖ⹸ 㟂せ

の高ࡲる⛅から෤に大きな⿕ᐖを及ぼࡍ 

࢚ࣂコࣀ࢟࣎タࣔントンࣇࠕ 㸬ࠖKEIZAIREN ᝟ሗ 

1217：㸷-10 

ᮧ上ᗣ᫂ (2007) ཎ木࢖ࢩタࢣを加ᐖࡍるࣀ࢟コࣂ

 について㸬஑ᕞ森林研究 60：13-17࢚

ᮎྜྷᫀᏹ (2018) ࣀ࢟コ࢚ࣂ㢮と森林᳜生㸬஑ᕞの

森と林ᴗ 123：１-㸱 
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ᶞᮌබᅬ࣭ᒎ♧㤋に࠾けࡿ฼⏝⪅のഴྥࠊព㆑ࡧࡼ࠾ 

ホ౯ࡧࡽ࡞に௒後の⟶理㐠Ⴀのࡾ࠶᪉にࡘい࡚ 

୰ᇉ຾ᚨ・໭ཎᓅ᫂・⏿ࠉඞᙲ 

せ᪨㸸一⯡බඹ用᪋設として開ᨺしているᶞ木බᅬおよびᒎ示㤋の฼用⪅の傾向、意㆑およびホ౯に関ࡍ

る࢔ンࢣートㄪᰝを行い、௒後の⟶理㐠Ⴀのあり方について検討した。ㄪᰝ結果から、㸱人に１人がᶞ木

බᅬを㢖⦾に฼用し㸶๭強が෌び฼用したいとしていること、㸱人に１人が㔠ἑᕷから、㸵๭が༙ᚄ 14km

ᅪෆから᮶ᅬしていること、ࡲた、ᒎ示㤋を学びの場としてᐙ᪘ࡲたは１人で、ᶞ木බᅬを⮬然とのࡩれ

あい࢚ࣜࢡࣞࡸーࣙࢩンの場として཭人ࡸ௰間とで฼用していることがࢃかった。さらに、ᶞ木බᅬを⮬

然が㇏かで⨾しࡃᶞ木ࡸⰪ生のᡭධれがⰋいなど高ࡃホ౯ࡍるኌをᚓた一方、฼用⪅のᒙにᛂࡌかつ㞀☀

⪅に㓄៖した᪋設の整備、ᅬෆ࣐ップなど᱌ෆの඘実をせᮃࡍるኌもከࡃあった。௒後は、関係᪋設ࡸ関

係ᅋ体と㐃ᦠしᖜᗈࡃ᪋設を฼用してもらうとの発᝿もྲྀりධれ、⟶理㐠Ⴀにດࡵることがᚲせと考える。 

㸸බ開ᆺ森林、฼用⪅の満足度、ᒎ示≀のᕤኵࢻ࣮࣮࣡࢟

Ϩ ࡵࡌࡣに 

石ᕝ┴㎰林総合研究センター林ᴗ試験場（ᪧ石

ϩ ㄪᰝ᪉ἲ 

௧࿴元ᖺ度の当ヱ森林බᅬの฼用⪅ᩘが最もከ

ᕝ┴林ᴗ試験場）については、᫛࿴ 37ᖺ（1962ᖺ）

に、本┴≉有の林ᴗのㅖㄢ㢟につき国の試験研究

機関、大学等と⥭密な㐃ᦠのもとᛂ用研究୪びに

⌧ᆅ㐺用試験を行う┠ⓗで本㤋が整備され、併ࡏ

て林ᴗに関ࡍるྛ✀のᒎ示᪋設（ᶞ木見本ᅬ、林⏘

≀ᒎ示ᐊ）ࡸᩍ⫱᪋設（ㅮ⩦ᐊ及びㅮ⩦生ᐟἩ᪋設）

を整備し開設された（総面✚ 13.0ha）。⌧ᅾは、森

林・林ᴗに係る試験研究とともにそのᡂ果を含ࡵ

た᝟ሗのᬑ及・ᗈሗάືのᣐ点᪋設として⟶理㐠

Ⴀしている。ࡲた、᫛࿴ 58ᖺの᫛࿴天ⓚをお㏄え

した全国᳜ᶞ⚍の開ദをዎ機に、᪂たにⰪ生ᗈ場

日本ᗞᅬ、ᱜᳺᅬ、㒓ᅵの森などがᣑᙇ、整備（ᣑࡸ

大面✚ 14.0hD）され、併ࡏて⌧ᅾのᒎ示㤋が᪂設

された。以᮶、当ヱᶞ木බᅬについてはᅬ㊰をṌき

ながらᩓ⟇ࡸほᐹが行えるようᗈࡃ一⯡に向け㏻

ᖺで開ᨺし、ࡲたᒎ示㤋についてはᒎ示᪋設とし

て開㤋（෤ᮇ間を㝖ࡃ）しており、森林・林ᴗの学

⩦の場として、ࡲたᅄᏘᢡࠎのᶞ木がᴦしࡵる᠁

いの場としてከࡃ฼用⪅（ᶞ木බᅬ：ᖺ間⣙㸴୓人、

ᒎ示㤋：ᖺ間⣙１୓人）があり㈰ࢃいを見ࡏている。 

 一方、森林・林ᴗに対ࡍる┴Ẹの意㆑ࡸάືがከ

ᵝ化ࡍる୰で、฼用⪅に対ࡍる満足ឤのᥦ౪が᪋

設⟶理⪅の㈐ （ົఀ藤、2003）であるとࡍる基本ⓗ

な考えのもと、௒回、当ヱᶞ木බᅬ及びᒎ示㤋の฼

用⪅の傾向、意㆑及びホ౯について࢔ンࢣートㄪ

ᰝを行い、௒後の⟶理㐠Ⴀのあり方について検討

した。 

かった時ᮇは、ᱜ開ⰼの㸲᭶の 21༓人、ḟいで㸳

᭶の 11 ༓人で、以下⣚ⴥ⊁りࢩーࢬンの 10 ᭶の

㸶༓人、11 ᭶の㸵༓人となっている。このたࡵ、

行ᴦᐈで㈰ࢃう㸲᭶୰᪪から㸳᭶୰᪪にかけての

時ᮇがㄪᰝࡍるうえで最もຠ率ⓗかつ最㐺である

とุ断した（ඵᕳほか、1992）。ㄪᰝ日は、平ᡂ 31

ᖺ㸲᭶ 16 日、17 日、18 日、20 日、21 日、22 日、

23 日、௧࿴元ᖺ㸳᭶㸲日、㸳日のィ㸷日で、༗前

10時から 11時ࡲでと 13時から 14時ࡲでのィ２時

間、ㄪᰝဨを㸱ྡ㓄⨨し、฼用⪅がከいⰪ生ᗈ場を

୰心に⪺きྲྀり方式による࢔ンࢣートㄪᰝ（以下

 。ㄪᰝࠖという）を行ったྲྀ⪺ࠕ

 一方、ᒎ示㤋２㝵のఇ᠁コーࢼーには、ᚑ前から

᮶ᅬ⪅のኌࠖとྡ付けた┠Ᏻ⟽を設⨨して฼用ࠕ

⪅の傾向、意㆑及びホ౯をᢕᥱ（以下、ࠕ┠Ᏻ⟽ࠖ

という）しており、௒回は、これらのうち平ᡂ 26

ᖺ度から௧࿴元ᖺ度ࡲでの㸴ᖺ間の┠Ᏻ⟽につい

ても合ࡏࢃてሗ࿌ࡍる。 

 このほか、当ヱᶞ木බᅬから㐲ࡃ㞳れたᆅ点で

当ヱᶞ木බᅬ及びᒎ示㤋に対ࡍる฼用の傾向、意

㆑及びホ౯についてもㄪᰝ、比較しようと、平ᡂ 31

ᖺ㸲᭶ 29 日に石ᕝ┴ὠᖭ森林බᅬ（┴ほ光௻⏬ㄢ

所⟶）において⪺きྲྀり方式で࢔ンࢣートㄪᰝ（以

下、ࠕὠᖭ⪺ྲྀㄪᰝࠖという）を実᪋したので、こ

の結果についてもሗ࿌ࡍる。 

なお、⪺ྲྀㄪᰝのෆ容は、ᚑ前の┠Ᏻ⟽のものと

同ᵝとし、ձ᪋設のㄆ▱、ղ᪋設のㄆ▱の方法、ճ

฼用㢖度、մ฼用┠ⓗ、յ฼用上のホ౯、ն෌฼用

の有↓、շᖺ㱋、ոᒃఫᆅ、չ同క⪅のྛ㡯┠とし、
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併ࡏて⮬⏤意見としてホ౯できる点、Ẽ付いた点、

意見・せᮃを⪺きྲྀりした。 

Ϫ ⤖ᯝࡧࡼ࠾⪃ᐹ 

 ㄪᰝの結果、⪺ྲྀㄪᰝが 224件、┠Ᏻ⟽が 208件、

ὠᖭ⪺ྲྀㄪᰝが 40件、全体ᩘ 517件の回⟅をᚓた 

（表㸫１㹼㸴）。 

㸯 ᪋タのㄆ▱ 

でしたかࠖとのㄆࡌᏑࡈᒎ示㤋をࡸᶞ木බᅬࠕ

▱度ㄪᰝにおいて⪺ྲྀㄪᰝでは、ࠕ▱っているࠖと

回⟅したのが 91.�％に対し、┠Ᏻ⟽では 55.3％と

大きな差となっている。森林බᅬとᒎ示㤋とに分

けて㉁ၥを行っていないたࡵ断定できないが、ᶞ

木බᅬはㄆ▱しているがᒎ示㤋はㄆ▱していない

⪅が┦当ከいものと考えられる。一方、ὠᖭ⪺ྲྀㄪ

ᰝではࠕ┴Ẹࡳどりの⚍඾ にࠖཧ加した林ᴗ関係⪅

に対し行ったたࡵㄆ▱度が 100％であった。 

㸰 ᪋タのㄆ▱の᪉ἲ 

しࡲᒎ示㤋をどこでお▱りになりࡸᶞ木බᅬࠕ

たかࠖとのㄆ▱の方法についてのၥいに対しては、

฼用⪅の㸱๭がࠕ཭人ࡸ▱人から⪺いた とࠖの回⟅

であった。ࡲた、ࠕその௚ のࠖ回⟅は┠Ᏻ⟽が 24.0％

であるのに対し、⪺ྲྀㄪᰝが 52.�％とከࡃなって

いるが、これはᏊ౪の㡭など以前から฼用してい

ると回⟅した⪅がከࡃあったたࡵである。 

㸱 ฼⏝㢖度 

ᒎ示㤋をゼれたことがࡸでにᶞ木බᅬࡲこれࠕ

ありࡍࡲか とࠖの฼用㢖度のၥいについて、┠Ᏻ⟽

のࠕ௒回がึࡵてࠖの回⟅が 39.9％に対し、⪺ྲྀ

ㄪᰝでは 7.1％と低ࡃなっている。これは、１と同

ᵝに森林බᅬとᒎ示㤋とに分けて㉁ၥを行ってい

ないたࡵ断定できないが、ᶞ木බᅬはㄆ▱し฼用

しているがᒎ示㤋はㄆ▱しておらࡎ฼用したこと

がない⪅がከいことを示している。ࡲた、ࠕ௒回が

てࡵึ のࠖ回⟅が⣙㸲๭を示していることは、ゝ い

᥮えれࡤ෌びゼれたいとࡍる⪅（いࡺࢃるࣜࣆー

うにᶞ木ࡸ⮬然の㇏かさをồࡵて᮶ゼࡍる⪅が大

༙を༨ࡵており、当ヱᶞ木බᅬの≉ᚩがよࡃ表れ

ている結果となっている。一方、近㞄に┴ࡸᕷのබ

ඹ᪋設がከいにもかかࢃら᪻ࠕࡎ⹸㤋など近ࡃの

᪋設をゼれたついでに とࠖの回⟅が全体ᩘで 5.2％

と少ないのは、஫いに᪋設間でのㄆ▱度の低いこ

とを表しているのではないか。 

㸳 ฼⏝ୖのホ౯ 

ぴになっていかがでしࡈᒎ示㤋をࡸᶞ木බᅬࠕ

たか とࠖの฼用のホ౯ㄪᰝでは、ð 木බᅬに対して

は全体ᩘでは 73.1％がࠕよいࠖと回⟅し、ࠕおおࡴ

ねよいࠖを合ࡏࢃると 91.3％がዲホ౯を示してい

る。一方、ᒎ示㤋に対しては全体ᩘでは 37.9％が

たዲࡏࢃねよいࠖと合ࡴおおࠕ、よいࠖと回⟅しࠕ

ホ౯が 67.�％となっている。ࡲた、⪺ྲྀㄪᰝと┠

Ᏻ⟽との比較では、ð 木බᅬに対してࠕよい のࠖ回

⟅が⪺ྲྀㄪᰝでは 90.2％であるのに対し、┠Ᏻ⟽

では 62.0％となっており、一方、ᒎ示㤋に対して

よいࠖが┠Ᏻ⟽ではࠕ �2.9％に対し⪺ྲྀㄪᰝでは

2�.4％と༙ᩘ以下となっている。これは、⪺ྲྀㄪᰝ

ではᒎ示㤋を฼用したことがない⪅のከࡃが↓回

⟅�40.6％�としたこと、ゝ い᥮えれࡤ㸱の฼用㢖度

と同ᵝにᶞ木බᅬを฼用している⪅の୰にはᒎ示

㤋をㄆ▱しておらุࡎ断がつかなかった⪅がከࡃ

いたことがせᅉである。 

㸴 ෌฼⏝の᭷↓ 

ࡲᒎ示㤋をゼれたいとᛮいࡸた、ᶞ木බᅬࡲࠕ

ゼれたいࠖがࠕかࠖのၥいに対し、全体ᩘではࡍ

87.8％と高い್を示している。 

㸵 ᖺ㱋 

あなたのᖺ㱋はࠕ のࠖၥいに対し、全体ᩘでは最

もከいのが70௦以上の2�.3％、ḟに 60௦の 21.5％、

50 ௦の 13.3％、40 ௦の 11.2％と⥆きᖺ㱋がⱝࡃ

なるにつれ低ࡃなっている。一方、⪺ྲྀㄪᰝと┠Ᏻ

⟽との比較では 60 ௦以上が⪺ྲྀㄪᰝでは 63.8％

であるのに対し、┠Ᏻ⟽では 31.7％と少なࡃ、一

方、30 ௦未満について、⪺ྲྀㄪᰝでは 3.9％に対

し、┠Ᏻ⟽では 26.0％とከࡃなっている。これは、

ᒎ示㤋を฼用している⪅が森林・林ᴗなど学⩦の

場として฼用しているⱝ⪅がᶞ木බᅬのࡳを฼用

している高㱋⪅よりもከいことが考えられる。௚

の᪋設におけるㄪᰝ（Ώ㎶、1998）によれ60、ࡤ௦

以上の人は⮬然とのࡩれあいに強い関心を持つこ

とが示されており、௒回のㄪᰝでもこのことをよ

 。結果となっているࡍ示ࡃ

㸶 ᒃఫᆅ 

いはࡲあなたのおఫࠕ のࠖၥいに対し、全体ᩘで

ター）が少ないことを示している。

一方、全体ᩘでは10ࠕ回以上 とࠖの回⟅が32.1％

で 3人に 1人が㢖⦾に฼用（≉にᶞ木බᅬ）してい

ることがఛえる。 

㸲 ฼⏝┠ⓗ 

᮶ᅬはࠖとのၥいに対し全体ᩘではࡈ௒回のࠕ

฼用⪅の �7.3％がࠕᶞ木・ⲡⰼ・ື≀などを見る

たࡵཪは෗┿を᧜るたࠖࡵと回⟅しており、ࢡࣞࠕ

ンࠖの14.�％よりはるかに上回っているࣙࢩー࢚ࣜ

ことは、࢚ࣞࣜࢡーࣙࢩンなどάືの場として฼

用ࡍる⪅よりも 10のホ౯できる点のኌにもあるよ
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は、㔠ἑᕷ（┤⥺㊥㞳 14.0km）が最もከࡃ 33.3％

で᮶ᅬ⪅の㸱人に１人が㔠ἑᕷẸである結果と

なっている。ḟいでᆅ元のⓑᒣᕷ（同 10.�Nm）の

20.3％、以下㔝ࠎᕷᕷ（同9.5km）の7.�％、小松ᕷ

ᗞᅬ）が少しᐢしい（ⰼ等があれࡤ）ࠖ などᶞ木の

㏣加、更᪂をᚲせとࡍる意見ࠕࡸᯞᢡれなどたࡃさ

ࡔࡃあったから、もっともっとᱜの木を᳜えてࢇ

さいࠖなどᶞ木がᮙちᯞᢡれしているものありと

した意見、Ꮨ⠇のⲡⰼも᳜えてḧしいとしたせᮃ

などල体ⓗな意見・せᮃも 33件あった。 

など全࣑ࢦࠕるものとしてࡍた᪋設全⯡に関ࡲ

てどこも⥡㯇で大ዲきࠖなどᡭධれࡃⴠちてなࡃ

が行きᒆきⰋࡃ⟶理されているとしたホ౯ࠕࡸᗈ

いⰪ生がⰋࡃ⟶理され⪁ⱝ⏨ዪがそれࡒれにᴦし

とてもⰋいࠖなどⰪ生の⟶理がとてもⰋいとしࡵ

たホ౯など⟶理㐠Ⴀの面で大いにホ౯できるとし

たከࡃのኌをᚓた。一方で、ࠕ試験林に᫓見஦なⓑ

いⰼを付けるᕧ木にྡᮐを付けてḧしいࠖなどᶞ

木㖭ᯈがないもの、Ꮠがⷧࡃなったものがあると

した意見ࠕࡸトࣞ࢖が少ないと高㱋⪅はᅔるので

整備してほしいࠖなどトࣞ࢖が少ないとした意見、

がḧしいࢳン࣋㔪ⴥᶞ林、ⴠⴥᗈⴥᶞ林にࠕ なࠖど

ࡍが少ないとした意見など᪋設の୙備に対ࢳン࣋

るල体ⓗな意見・せᮃが 103件あった。 

その௚の㡯┠としてࢹࣔࠕルコース、࢝タࣜࢡな

どᏘ⠇ࡈとのお່ࡵスポットの᱌ෆがあれࡤよいࠖ

など᱌ෆ࣐ップがないとした意見ࠕࡸⓑᒣさࢇか

らᶞ木බᅬ࡬行ࡲࡃでの᱌ෆᶆ㆑があれࡤⰋいࠖ

などබᅬࡲでの᱌ෆがなࡃ分からないとした意見

など᪋設᱌ෆに୙足をឤࡌている意見・せᮃも 29

件あった。しかしながら一方で、ࠕᱵᅬを᪋設の人

たちに開ᨺし཰✭సᴗをᡭఏってもらえࡤよいࠖ

とか࣎ࠕー࢖ス࢘࢝ト、ࣀル࢕ࢹッࢡ実行ጤဨ会࡬

のኌかけが有ຠではࠖなど⟶理㐠Ⴀに対ࡍる✚ᴟ

ⓗなᥦ᱌もあった。 

こうしたᵝࠎな意見、せᮃのある୰、ࠕᡭධれが

行きᒆきⰋࡃ⟶理されている とࠖかࠕあࡲりᡭをか

けࡎこのࡲࡲがⰋいࠖなどといったከࡃのኌが示

るᶞ木බࡌឡ╔をឤࡳとおり、総体ⓗにはぶしࡍ

ᅬをᮎỌࡃ⟶理していってḧしいとの㢪いを持つ

฼用⪅がከいことがఛえる。 

２）ᒎ示㤋

ᒎ示㤋についてはホ౯できる点ཪはẼ付いた点、

意見・せᮃとして総ィ 282件のኌをᚓた。 

このうち㤋ෆ⎔ቃ全⯡に関ࡍるものとしてࠕᗈ

い所をいつも⥡㯇に⟶理されていてẼ持ちよࡃ฼

用できឤㅰࠖなどᤲ㝖が行きᒆきΎ₩でありホ౯

できるとしたኌの一方で、ࠕ/(D などでᒎ示≀を᫂

るࡍࡃると見ࡃࡍࡸなるとᛮうࠖなど㤋ෆがᬯい

とした意見ࡸ㤋ෆの湿Ẽが୙ᛌとした意見なども

24 件あった。これは、当㤋の࿘ᅖのスギ林が密生

（同 12.8km）の 6.0％、能⨾ᕷ（同 �.9Nm）の 5.4％

と⥆き、ᶞ木බᅬを୰心として༙ᚄ 14kmᅪෆから

⣙㸵๭の⪅が᮶ᅬしていることとなる。一方、⪺ྲྀ

ㄪᰝと┠Ᏻ⟽との比較では、⪺ྲྀㄪᰝではⓑᒣᕷ

が最もከࡃ 32.9％で、ḟいで㔠ἑᕷの 32.4％となっ

ているのに対し、┠Ᏻ⟽では㔠ἑᕷが 39.9％と最

もከࡃ、ḟいでⓑᒣᕷが 13.0％となっている。こ

れは、ᆅ元のⓑᒣᕷからの฼用⪅のከࡃはᶞ木බ

ᅬのࡳの฼用で、௚ᕷ⏫からの฼用⪅と比࡭て᮶

ᅬの度にᒎ示㤋を฼用ࡍる⪅が少ない傾向にある

と考えられる。なお、┴እからの฼用⪅は、全体ᩘ

では 5.5％となっている。 

㸷 ྠక⪅ 

したかࡲ᮶ᅬなさいࡈ௒回、どなたとࠕ のࠖၥい

に対しては、全体ᩘではࠕᐙ᪘と のࠖ回⟅が 50.7％

と最もከࡃ、ḟいでࠕ཭人ࡸ௰間とࠖの回⟅が

19.3％となっている。一方、⪺ྲྀㄪᰝと┠Ᏻ⟽との

比較では、⪺ྲྀㄪᰝではࠕᐙ᪘と がࠖ最もከ52.2％ࡃ

で、ḟいでࠕ཭人ࡸ௰間とࠖが 29.9％となってい

るのに対し、┠Ᏻ⟽ではࠕᐙ᪘と がࠖ最もከいのに

⥆いてࡦࠕとりでࠖが 14.9％となっている。これ

は、ᒎ示㤋を学びの場としてᐙ᪘ཪは一人で฼用

௰間とでは、⮬然とࡸる傾向にある一方で、཭人ࡍ

のࡩれあい࢚ࣜࢡࣞࡸーࣙࢩンの場としてᶞ木බ

ᅬを฼用ࡍる傾向にあると考えられる。 

10 ホ౯࡛ࡿࡁⅬࡣࡓࡲẼ௜いࡓⅬࠊព見࣭せᮃ 

௒回のㄪᰝで、ホ౯できる点ࡲたはẼ付いた点、

意見・せᮃについて総ィ 700件のኌをᚓた。⮬⏤な

意見としてồࡵたたࡵᵝࠎなኌがあったことから、

ᶞ木බᅬに対ࡍるものについてはᶞ木、᪋設ཪは

その௚に分㢮し、ࡲた、ᒎ示㤋に対ࡍるものについ

ては⎔ቃ、᪋設ཪはᒎ示≀に分㢮し、ホ౯できる点

ཪはẼ付いた点、意見・せᮃとに整理した（表㸫㸵）。 

１） ᶞ木බᅬ

ᶞ木බᅬについては総ィ 418 件のኌをᚓた。こ

のうちᶞ木全⯡に関ࡍるものとしてࠕ῝࿧྾ので

きる✵Ẽ、̔̀ い⮬然に⒵される なࠖど⮬然が㇏かで

⒵されるとしたホ౯ࠕࡸᖺ㈡≧の෗┿をẖᖺここ

で᧜っているࠖなどᶞ木がከࡃ⨾しいとしたホ౯、

て㐺当なᗈさでࡃዟ༲㎮ᒣ೺Ẹබᅬよりも平たࠕ

日㝜があって㐣ࡈしࡍࡸいࠖなど㟼かな⎔ቃがと

てもⰋいとしたホ౯など大いにホ౯できるとした

ኌが 144件あった。一方、ࠕබᅬの上の࿘㎶（日本
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し᫂るさࡸ湿度などにᙳ㡪しているものと考えら

れる。 

ḟに、㤋ෆ᪋設全⯡に関しては、ホ౯できる点と

してࣛ࢞ࠕスの㐀りが㨩力ⓗで木の㤶りが心ᆅⰋ

げるࠖなど全体ⓗにⰋいᘓ≀の༳㇟を持ࢁつࡃࡃ

つホ౯が 23件とከࡲ、ࡃたࠕᘓ≀はྂいがእほが

࿘ᅖのᬒほと࣐ッࢳしてとてもⰋいࠖなどᘓ≀の

እほがዲࡲしいとのホ౯もあった。୰には、ࠕ⮬然

の࢔ロ࣐等でよりᛌ㐺に㐣ࡏࡈるとᛮうࠖとのዪ

ᛶならではの発᱌ࠕࡸᅵ足ཝ⚗なので小さいᏊ౪

がᏳ心してṌけるࠖといったẕぶとしての率┤な

意見も༳㇟ⓗであった。一方で、ࠕ試験場というሀ

い࣓࢖ーࢪがありධってはࡵࡔなឤࡌがしてしࡲ

う とࠖかࠕⓙがẼ㍍に᮶ࡍࡸいようにྡ前をኚえた

らどうかࠖなど᮶㤋⪅をቑࡍࡸたࡵの PRがᚲせと

る意見がࡍ 19件、ࡲた、ࠕᒎ示㤋があるとは▱らな

かった とࠖかࠕ㥔㌴場からᒎ示㤋ࡲでの表示がないࠖ

など場所の᱌ෆが୙ぶษとࡍる意見も㸷件あった。 

その௚としてࠕ㏻㊰に高㱋⪅用の⭜᥃があれࡤ

Ⰻい とࠖかࠕᏊ౪用のスࣜッパがあれࡤⰋい 㞀ࠕࠖ、

☀⪅がスࣜッパを⬺いࡔりᒚいたりࡍるのが大ኚ

ࡔ なࠖど᪋設の୙備に対ࡍるᵝࠎな意見、せᮃが 19

件あった。 

ḟに、ᒎ示≀に関ࡍるものとしてࠕ大ኚ⣲ᬕらし

い᪋設で᳜≀に関心を持つ⪅には学⩦できⰋいと

ᛮう とࠖかูࠕの場所でᣠった木の実を実≀で☜ㄆ

できた なࠖど森林・林ᴗࡸ⮬然の学⩦の場となって

いるとしたホ౯が 25件あった。一方、ᒎ示≀に対

しての意見、せᮃが 79件とከࡃ、そのうち最もከ

かったのが⯆࿡をᘬࡃ௻⏬、ᒎ示≀の更᪂・ᕤኵが

ᚲせとした意見が 47件あった。これらのほとࢇど

はᒎ示そのものをྰ定ࡍるものではなࠕ、ࡃ定ᮇⓗ

に少しࡎつᒎ示ෆ容を᥮えるかᖖ設と≉ูᒎ示を

してࣆ࢔ールࡍれࡤⰋいࠖとか3ࠕD などࣂーࣕࢳ

ルな機ჾを使ったゎㄝなどあれࡤⰋい ⹸㤋᪻ࠕࠖ、

とのコࣛ࣎で㨩力がቑࡍとᛮう に⣲ᡭでゐ┤ࠕࠖ、

れるものをᒎ示ࡍれࡤよいࠖなどよりⰋいᒎ示を

ᮃࡴとした⫯定ⓗで大いにཧ考となる意見、せᮃ

が┠立った。 

ϫ ࡲとࡵと⥲ྜ⪃ᐹ 

㸯 ฼⏝⪅のഴྥ 

௒回のㄪᰝにより᫂らかとなった฼用⪅の傾向

をྲྀりࡲとࡵると以下のとおりとなる。 

・ð 木බᅬは▱っているが、ᒎ示㤋を▱らない⪅が

ከいこと 

ている⪅がከいこと 

ていること 

 ていることࡵる⪅が㐣༙を༨ࡵ

・ð 木බᅬをዲࡴとࡍるホ౯は㸷๭、ᒎ示㤋をዲࡴ

とࡍるホ౯は㸵๭ᙅ 

と 

いる⪅が少ないこと 

・ð 木බᅬの฼用⪅は比較ⓗ高㱋⪅がከࡃ、ᒎ示㤋

の฼用⪅は比較ⓗⱝ⪅がከいこと 

こと 

ᅬしていること 

・ⓑᒣᕷからの฼用⪅は、௚ᕷ⏫からの฼用⪅に比

 る⪅が少ないことࡍᒎ示㤋を฼用࡭

཭人ࡸ௰間とでは⮬然とのࡩれあい࢚ࣜࢡࣞࡸー

る傾向にあるࡍンの場としてᶞ木බᅬを฼用ࣙࢩ

こと 

㸰 ฼⏝⪅のព㆑及ࡧホ౯ 

௒回のㄪᰝにより᫂らかとなった฼用⪅の意㆑

及びホ౯は以下のとおりである。 

１）ᶞ木බᅬ

・㇏かで⨾しいᶞ木ࡸ⮬然、㟼かな⎔ቃに高いホ౯

をᚓたこと 

౯をᚓたこと 

・ð 木㖭ᯈなど学びの場としてのホ౯の一方、より

඘実したෆ容のせᮃがあること 

・ト࣋、ࣞ࢖ンࢳなど฼用⪅のᒙにᛂࡌかつ㞀☀⪅

に㓄៖した᪋設整備のせᮃがあること 

・ᶞ木のᯞᢡれ対⟇、ð 木の㏣加、更᪂のせᮃがあ

ること 

・ᅬෆ࣐ップ、஺㏻ࢡ࢔セスなど᱌ෆの඘実、ᅬෆ

ゎㄝဨの㓄⨨のせᮃがあること 

２）ᒎ示㤋

をᚓたこと 

・森林・林ᴗࡸ⮬然の学⩦の場となっているとの高

いホ౯をᚓたこと 

あること 

・฼用⪅の㸱人に１人がᶞ木බᅬを㢖⦾に฼用し

・ᶞ木බᅬの≉Ⰽであるᶞ木ࡸ⮬然の㇏かさをồ

・฼用⪅の㸶๭強が෌びゼれたいとᛮっているこ

・ᒎ示㤋はᶞ木බᅬに比࡭෌びゼれたいとᛮって

・฼用⪅の㸱人に１人が㔠ἑᕷから᮶ᅬしている

・ᶞ木බᅬから༙ᚄ 14kmᅪෆから⣙㸵๭の⪅が᮶

・┴እからの฼用⪅は全体の �.��であること

・ᒎ示㤋は学びの場としてᐙ᪘ཪは一人で฼用し、

・ᶞ木ࡸⰪ生のᡭධれなどබᅬෆの⟶理に高いホ

・ᘓ≀ෆが㨩力ⓗでእほもዲࡲしいとの高いホ౯

・᫂るさࡸ湿Ẽ対⟇など⎔ቃ面でのᨵၿのせᮃが

・近ࡃにあるたࡵᶞ木බᅬを以前から長ࡃ฼用し
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៖した整備（⪁ᮙ᪋設の更᪂、᪋設の㏣加）がᚲせ

である。 

ḟにᒎ示㤋については、ᶞ木බᅬよりも▱らな

い⪅がከࡃかつ෌びゼれたいとࡍる⪅が少ないこ

と、⯆࿡をᘬࡃ௻⏬、ᒎ示≀の更᪂・ᕤኵがᚲせと

の意見がከいことなどから、฼用のಁ㐍をᅗるた

らない発᝿のࢃࡔでのᅾり方にこࡲには、これࡵ

㌿᥮、ᕤኵがᚲせである。 

ඛの฼用┠ⓗのၥいにも᪻ࠕ⹸㤋など近ࡃの᪋

設をゼれたついでに とࠖの回⟅が全体ᩘで 5.2％と

少ないことから、୧᪋設を┦஫に⤂௓し合ったり、

ᒎ示㤋にᖖ㥔の⫋ဨがいないなど⌧≧の人ဨ୙足

を補うたࡵ、当ヱ᪋設を有ຠにά用してもらうと

の発᝿で、関係᪋設、関係ᅋ体と㐃ᦠしたྲྀ⤌ࡳが

有ຠと考える。 

ここでゝう関係᪋設、関係ᅋ体との㐃ᦠには、森

林・林ᴗの分㔝に㝈定ࡍるものでなࡃ⮬然⛉学ࡸ

♫会⛉学など総合⛉学の分㔝をも含ࡴもので、౛

えࡩ┴ࡤれあい᪻⹸㤋、いしかືࢃ≀ᅬ、ⓑᒣࡃࢁ

Ẹ಑㈨ᩱ㤋、⮬然ྐ㈨ᩱ㤋などとᒎ示≀を஺᥮し

たり、当ヱᅋ体が୺ദࡍる௻⏬ᒎをㄏ⮴しᒎ示ᮇ

間୰はᅋ体の⪅がᖖ㥔しᒎ示≀の⟶理を行っても

らうなどのᕤኵも考えられる。ࡲた、これら᪋設の

ᑓ㛛分㔝に≉化した研ಟ、ㅮ₇会などをㄏ⮴して

฼ά用のಁ㐍をᅗることもᚲせと考える。 

きྲྀりㄪᰝなどから฼⪺ࡸ⟽た定ᮇⓗに┠Ᏻࡲ

用⪅のኌを分ᯒし、㡰ḟ฼用⪅の満足度を高ࡵる

たࡵにᚲせなᨵၿをᅗるなど PDCAࢡ࢖ࢧルに準ࡌ

た⟶理㐠Ⴀを行うことも重せと考える。 

以上、ࠕᩍ⫱のたࡵの森林ࠖを┠ᣦした学⩦の場

として、ࡲたᅄᏘᢡࠎのᶞ木がᴦしࡵる᠁いの場

として、ᗈࡃ┴Ẹからឡされぶࡲれかつ開かれた

ᶍ⠊᪋設として௒後とも๰意ᕤኵをᅗりながら⟶

理㐠Ⴀにດࡵていࡃこととࡍる。 

ᘬ⏝ᩥ⊩ 

ඵᕳ一ᡂ・ᅵᒇಇᖾ（1992）森林බᅬの฼用ᙧែと

ホ౯に関ࡍる考ᐹ㸬日林໭ᨭㄽ 40：146�148 

஭上┿理Ꮚ・大石ᗣᙪ�2013)ࠕᩍ⫱のたࡵの森林ࠖ

があること 

こと 

・⯆࿡をᘬࡃ௻⏬、ᒎ示≀の更᪂・ᕤኵがᚲせとの

意見があること 

㸱 ௒後の⟶理㐠Ⴀのࡾ࠶᪉  

௒回のㄪᰝで᫂らかとなった฼用⪅の傾向、意

㆑及びホ౯をもとに、௒後の⟶理㐠Ⴀを行ってい

᪋設のィ⏬・整備、᪋設の⟶理と᪋ࡸ上でのᶞ木ࡃ

設฼用の⟶理ᴗົを合ࡏࢃた⥔持⟶理のあり方に

ついて検討し、ࡲた、これに基࡙き௧࿴元ᖺ度に実

᪋したྲྀり⤌ࡳについてྲྀりࡲとࡵた�表㸫㸶�。 

஭上（2013）らは、ࠕᩍ⫱のたࡵの森林ࠖをࠕ一

⯡の人ࠎが森林での体験άືを㏻ࡌた学⩦に関ࢃ

るάືが行える場 とࠖし、✵間のある森林がᣦᑟ⪅

のもと一⯡にබ開されᒎ示㤋などの᪋設がある場

所をࠕබ開ᆺ森林 とࠖし、ᩍ⫱άືを行うたࡵに最

も⟶理されている場所としている。当ヱᶞ木බᅬ

は、開ᅬの┠ⓗからしてこのࠕබ開ᆺ森林 にࠖ分㢮

されるものと考えられる。 

ᶞ木බᅬについては、᫛࿴ࡎࡲ 37ᖺの開ᅬ以᮶、

長ᮇにࢃたり⥔持⟶理にດࡵてきており、このよ

うな持⥆ⓗな⟶理体ไに大きなホ౯をᚓているこ

とから、ከࡃの⪅がぶしࡳとឡ╔をᢪࡃᶞ木බᅬ

に対し௒後も⌧体ไを⥔持しながら⥅⥆ⓗに⟶理

㐠Ⴀにດࡵていࡃこととࡍる。 

ḟに、฼用⪅のከࡃが⮬然とのࡩれあいをồࡵ

て᮶ᅬしているが、これࡲで以上に᪋設の฼用率

を高ࡵていࡃたࡵには、開ᅬの┠ⓗに㏉り、ࠕᩍ⫱

のたࡵの森林ࠖをά用した森林⎔ቃᩍ⫱のᣐ点᪋

設として小・୰学ᰯࡸ⮬然・⎔ቃᅋ体、㔝እάືグ

ループなどと㐃ᦠした࢕ࣇールドのά用が考えら

れる。ࠕᩍ⫱のたࡵの森林ࠖにはᣦᑟ⪅がᒃること

がồࡵられており、ẖᖺ実᪋しているᱜㅮᗙ、᫓の

᳜≀ほᐹ会など当場⫋ဨ⮬ら௻⏬㐠Ⴀを࡭ࡍきも

のと௚⪅の༠力ཪは௚⪅が୺体となって௻⏬㐠Ⴀ

きものとを分け、✚ᴟⓗかつ୺体ⓗに᪋設を࡭ࡍ

ά用してもらうാきかけを行うことで฼ά用のᖜ

がᗈがるものと考える。 

さらには、以前からᶞ木බᅬを┿にឡしぶしࡴ

方ࠎも大ໃいることから、同ࡌᛮいを持つ方ࠎが

㞟ࡲるᩓṌࣈࣛࢡ（௬⛠）の設立などᛂ᥼ᅋの⫱ᡂ

も大ษと考える。 

ゝうࡲでもなࡃ、これら฼用⪅の満足ឤを満た

かつ㞀☀⪅などに㓄ࡌには、฼用⪅ᒙにᛂࡵたࡍ

のබ開のたࡵにᚲせな⟶理、㐠Ⴀに関ࡍるྲྀり

ෆ容の分ᯒ㸫ከᦶ森林⛉学ᅬの一⯡බ開をࡳ⤌

஦౛として㸫.森林ィ⏬ㄅ 47：103�116 

ఀ藤ኴ一（2003）日⡿比較による森林࢚ࣞࣜࢡー

ン研究の検ド.日林ㄅࣙࢩ 85：33�46

Ώ㎶㐩୕�1998)ୡㄽㄪᰝにࡳられる高㱋⪅の⮬然

のಖㆤと฼用に関ࡍる意㆑のື向について㸬ࣛ

ンドスࢣープ研究 61�471�474

・᮶㤋⪅をቑࡍࡸたࡵの PR、ᕤኵがᚲせとの意見

・ධཱྀからのࢡ࢔セス᱌ෆがᚲせとの意見がある

・Ꮚ౪の㐟び場、㐟ලの設⨨のせᮃがあること
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⥲ᩘ 517

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

ア 知っていた 370 71㻚6㻑

イ 知らなかった 131 25㻚3㻑

↓回⟅ 16 3㻚1㻑

ア 友人や知人から⪺いた 152 29㻚4㻑

イ 新⪺、䝔レビなどのሗ㐨 40 7㻚7㻑

䜴 ┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ 33 6㻚4㻑

䜶 その他 201 38㻚9㻑

↓回⟅ 36 7㻚0㻑

これまでに樹木公園や展示館をゼれたことがありますか

ア ௒回がึめて 137 26㻚5㻑

イ ௒回で䚷䚷䚷回┠ 205 39㻚7㻑

䜴 １䠌回以上 166 32㻚1㻑

↓回⟅ 9 1㻚7㻑

௒回のご来園は

ア 樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため 261 50㻚5㻑

イ 樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため 35 6㻚8㻑

䜴 レクリ䜶ー䝅䝵ン 75 14㻚5㻑

䜶 昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで 27 5㻚2㻑

䜸 その他 107 20㻚7㻑

↓回⟅ 12 2㻚3㻑

【樹木公園】䚷㻌ア䚷よい 378 73㻚1㻑

イ 䛚䛚䜐䛽よい 94 18㻚2㻑

䜴 あまりよくない 8 1㻚5㻑

䜶 よくない 2 0㻚4㻑

↓回⟅ 35 6㻚8㻑

【展示館】䚷䚷䚷ア よい 196 37㻚9㻑

イ 䛚䛚䜐䛽よい 153 29㻚6㻑

䜴 あまりよくない 18 3㻚5㻑

䜶 よくない 6 1㻚2㻑

↓回⟅ 144 27㻚9㻑

また、樹木公園や展示館をゼれたいと思いますか

ア ゼれたいと思う 454 87㻚8㻑

イ ゼれたいと思わない 22 4㻚3㻑

↓回⟅ 41 7㻚9㻑

あなたの年齢、䛚ఫまいなどについてご記入ୗさい

【年齢】䚷㻌ア䚷１䠌ṓᮍ‶ 27 5㻚2㻑

イ １䠌௦ 30 5㻚8㻑

䜴 ２䠌௦ 15 2㻚9㻑

䜶 ３䠌௦ 51 9㻚9㻑

䜸 䠐䠌௦ 58 11㻚2㻑

カ 䠑䠌௦ 69 13㻚3㻑

䜻 䠒䠌௦ 111 21㻚5㻑

ク 䠓䠌௦䡚 131 25㻚3㻑

↓回⟅ 25 4㻚8㻑

【ఫ所】䚷㻌ア䚷┴内 443 85㻚7㻑

イ ┴外 26 5㻚0㻑

↓回⟅ 48 9㻚3㻑

௒回、どなたとご来園なさいましたか

ア 䜂とりで 65 12㻚6㻑

イ 友人や௰間と 100 19㻚3㻑

䜴 ᐙ᪘と 262 50㻚7㻑

䜶 その他 60 11㻚6㻑

↓回⟅ 30 5㻚8㻑

䐤

䐥

䐧

⾲－㸯ࣥ࢔ࠉケ࣮ࢺㄪᰝϨ㸦඲యᩘ㸧

樹木公園や展示館をごᏑ知でしたか

樹木公園や展示館をどこで䛚知りになりましたか

樹木公園や展示館をごぴになっていかがでしたか

䐟

䐠

䐡

䐢

䐣

ア 知っていた

イ 知らなかった

↓回⟅

ア 友人や知人から⪺いた

イ 新⪺、䝔レビなどのሗ㐨

䜴 ┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ

䜶 その他

↓回⟅

ア ௒回がึめて

イ ௒回で 回┠

䜴 １䠌回以上

↓回⟅

ア 樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため

イ 樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため

䜴 レクリ䜶ー䝅䝵ン

䜶 昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで

䜸 その他

↓回⟅

【樹木公園】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

【展示館】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

ア ゼれたいと思う

イ ゼれたいと思わない

↓回⟅

【年齢】 ア １䠌ṓᮍ‶

イ １䠌௦

䜴 ２䠌௦

䜶 ３䠌௦

䜸 䠐䠌௦

カ 䠑䠌௦

䜻 䠒䠌௦

ク 䠓䠌௦䡚

↓回⟅

【ఫ所】 ア ┴内

イ ┴外

↓回⟅

ア 䜂とりで

イ 友人や௰間と

䜴 ᐙ᪘と

䜶 その他

↓回⟅

⾲－㸯 ࣥ࢔ケ࣮ࢺㄪᰝϨ㸦඲యᩘ㸧 
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⥲ᩘ 477

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

ア䚷知っていた 330 69㻚2㻑

イ䚷知らなかった 131 27㻚5㻑

↓回⟅ 16 3㻚4㻑

ア䚷友人や知人から⪺いた 127 26㻚6㻑

イ䚷新⪺、䝔レビなどのሗ㐨 38 8㻚0㻑

䜴䚷┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ 31 6㻚5㻑

䜶䚷その他 190 39㻚8㻑

↓回⟅ 36 7㻚5㻑

これまでに樹木公園や展示館をゼれたことがありますか

ア䚷௒回がึめて 137 28㻚7㻑

イ䚷௒回で䚷䚷䚷回┠ 178 37㻚3㻑

䜴䚷１䠌回以上 153 32㻚1㻑

↓回⟅ 9 1㻚9㻑

௒回のご来園は

ア䚷樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため 236 49㻚5㻑

イ䚷樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため 34 7㻚1㻑

䜴䚷レクリ䜶ー䝅䝵ン 64 13㻚4㻑

䜶䚷昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで 25 5㻚2㻑

䜸䚷その他 106 22㻚2㻑

↓回⟅ 12 2㻚5㻑

【樹木公園】䚷㻌ア䚷よい 348 73㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 85 17㻚8㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 7 1㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 2 0㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 35 7㻚3㻑

【展示館】䚷䚷䚷ア䚷よい 185 38㻚8㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 149 31㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 16 3㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 6 1㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 121 25㻚4㻑

また、樹木公園や展示館をゼれたいと思いますか

ア䚷ゼれたいと思う 415 87㻚0㻑

イ䚷ゼれたいと思わない 21 4㻚4㻑

↓回⟅ 41 8㻚6㻑

あなたの年齢、䛚ఫまいなどについてご記入ୗさい

【年齢】䚷㻌ア䚷１䠌ṓᮍ‶ 26 5㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷１䠌௦ 30 6㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷２䠌௦ 15 3㻚1㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷３䠌௦ 46 9㻚6㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜸䚷䠐䠌௦ 43 9㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷カ䚷䠑䠌௦ 62 13㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜻䚷䠒䠌௦ 103 21㻚6㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷ク䚷䠓䠌௦䡚 127 26㻚6㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 25 5㻚2㻑

【ఫ所】䚷㻌ア䚷┴内 404 84㻚7㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷┴外 26 5㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 47 9㻚9㻑

௒回、どなたとご来園なさいましたか

ア䚷䜂とりで 63 13㻚2㻑

イ䚷友人や௰間と 95 19㻚9㻑

䜴䚷ᐙ᪘と 238 49㻚9㻑

䜶䚷その他 51 10㻚7㻑

↓回⟅ 30 6㻚3㻑

䐧

⾲－㸰ࣥ࢔ࠉケ࣮ࢺㄪᰝϩ㸦ὠᖭ㝖ࡃ඲యᩘ㸧

䐟

樹木公園や展示館をごᏑ知でしたか

䐠

樹木公園や展示館をどこで䛚知りになりましたか

䐡

䐢

䐣

樹木公園や展示館をごぴになっていかがでしたか

䐤

䐥

ア 知っていた

イ 知らなかった

↓回⟅

ア 友人や知人から⪺いた

イ 新⪺、䝔レビなどのሗ㐨

䜴 ┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ー

䜶 その他

↓回⟅

ア ௒回がึめて

イ ௒回で 回┠

䜴 １䠌回以上

↓回⟅

ア 樹木・ⲡⰼ・動物などを見るた

イ 樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜る

䜴 レクリ䜶ー䝅䝵ン

䜶 昆虫館など㏆くの施設をゼれた

䜸 その他

↓回⟅

【樹木公園】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

【展示館】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

ア ゼれたいと思う

イ ゼれたいと思わ

ない

【年齢】 ア １䠌ṓᮍ‶

イ １䠌௦

䜴 ２䠌௦

䜶 ３䠌௦

䜸 䠐䠌௦

カ 䠑䠌௦

䜻 䠒䠌௦

ク 䠓䠌௦䡚

↓回⟅

【ఫ所】 ア ┴内

イ ┴外

↓回⟅

ア 䜂とりで

イ 友人や௰間と

䜴 ᐙ᪘と

䜶 その他

↓回⟅

⾲－㸰 ࣥ࢔ケ࣮ࢺㄪᰝϩ㸦ὠᖭ㝖ࡃ඲యᩘ㸧 
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⾲－㸱ࣥ࢔ࠉケ࣮ࢺㄪᰝϪ㸦ὠᖭ᳃林බᅬでの⪺ྲྀࡁり㸧

⥲ᩘ 40

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

ア䚷知っていた 40 100㻚0㻑

イ䚷知らなかった 0 0㻚0㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

ア䚷友人や知人から⪺いた 25 62㻚5㻑

イ䚷新⪺、䝔レビなどのሗ㐨 2 5㻚0㻑

䜴䚷┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ 2 5㻚0㻑

䜶䚷その他 11 27㻚5㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

これまでに樹木公園や展示館をゼれたことがありますか

ア䚷௒回がึめて 0 0㻚0㻑

イ䚷௒回で䚷䚷䚷回┠ 27 67㻚5㻑

䜴䚷１䠌回以上 13 32㻚5㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

௒回のご来園は

ア䚷樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため 25 62㻚5㻑

イ䚷樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため 1 2㻚5㻑

䜴䚷レクリ䜶ー䝅䝵ン 11 27㻚5㻑

䜶䚷昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで 2 5㻚0㻑

䜸䚷その他 1 2㻚5㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

【樹木公園】䚷㻌ア䚷よい 30 75㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 9 22㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 1 2㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 0 0㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 0 0㻚0㻑

【展示館】䚷䚷䚷ア䚷よい 11 27㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 4 10㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 2 5㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 0 0㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 23 57㻚5㻑

また、樹木公園や展示館をゼれたいと思いますか

ア䚷ゼれたいと思う 39 97㻚5㻑

イ䚷ゼれたいと思わない 1 2㻚5㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

あなたの年齢、䛚ఫまいなどについてご記入ୗさい

【年齢】䚷㻌ア䚷１䠌ṓᮍ‶ 1 2㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷１䠌௦ 0 0㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷２䠌௦ 0 0㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷３䠌௦ 5 12㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜸䚷䠐䠌௦ 15 37㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷カ䚷䠑䠌௦ 7 17㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜻䚷䠒䠌௦ 8 20㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷ク䚷䠓䠌௦䡚 4 10㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 0 0㻚0㻑

【ఫ所】䚷㻌ア䚷┴内 39 97㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷┴外 0 0㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 1 2㻚5㻑

௒回、どなたとご来園なさいましたか

ア䚷䜂とりで 2 5㻚0㻑

イ䚷友人や௰間と 5 12㻚5㻑

䜴䚷ᐙ᪘と 24 60㻚0㻑

䜶䚷その他 9 22㻚5㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

䐧

䐟

樹木公園や展示館をごᏑ知でしたか

䐠

樹木公園や展示館をどこで䛚知りになりましたか

䐡

䐢

䐣

樹木公園や展示館をごぴになっていかがでしたか

䐤

䐥

ア 知っていた

イ 知らなかった

↓回⟅

ア 友人や知人から⪺いた

イ 新⪺、䝔レビなどのሗ㐨

䜴 ┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ

䜶 その他

↓回⟅

ア ௒回がึめて

イ ௒回で 回┠

䜴 １䠌回以上

↓回⟅

ア 樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため

イ 樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため

䜴 レクリ䜶ー䝅䝵ン

䜶 昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで

䜸 その他

↓回⟅

【樹木公園】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

【展示館】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

ア ゼれたいと思う

イ ゼれたいと思わ

ない

【年齢】 ア １䠌ṓᮍ‶

イ １䠌௦

䜴 ２䠌௦

䜶 ３䠌௦

䜸 䠐䠌௦

カ 䠑䠌௦

䜻 䠒䠌௦

ク 䠓䠌௦䡚

↓回⟅

【ఫ所】 ア ┴内

イ ┴外

↓回⟅

ア 䜂とりで

イ 友人や௰間と

䜴 ᐙ᪘と

䜶 その他

↓回⟅

⾲－㸱 ࣥ࢔ケ࣮ࢺㄪᰝϪ㸦ὠᖭ᳃林බᅬでの⪺ྲྀࡁり㸧 

－44－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ⥲ᩘ 224

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

ア䚷知っていた 205 91㻚5㻑

イ䚷知らなかった 19 8㻚5㻑

↓回⟅ 1 0㻚4㻑

ア䚷友人や知人から⪺いた 68 30㻚4㻑

イ䚷新⪺、䝔レビなどのሗ㐨 16 7㻚1㻑

䜴䚷┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ 14 6㻚3㻑

䜶䚷その他 117 52㻚2㻑

↓回⟅ 4 1㻚8㻑

これまでに樹木公園や展示館をゼれたことがありますか

ア䚷௒回がึめて 16 7㻚1㻑

イ䚷௒回で䚷䚷䚷回┠ 77 34㻚4㻑

䜴䚷１䠌回以上 132 58㻚9㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

௒回のご来園は

ア䚷樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため 141 62㻚9㻑

イ䚷樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため 24 10㻚7㻑

䜴䚷レクリ䜶ー䝅䝵ン 34 15㻚2㻑

䜶䚷昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで 1 0㻚4㻑

䜸䚷その他 25 11㻚2㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

【樹木公園】䚷㻌ア䚷よい 202 90㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 19 8㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 1 0㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 0 0㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 3 1㻚3㻑

【展示館】䚷䚷䚷ア䚷よい 57 25㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 70 31㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 5 2㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 2 0㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 91 40㻚6㻑

また、樹木公園や展示館をゼれたいと思いますか

ア䚷ゼれたいと思う 215 96㻚0㻑

イ䚷ゼれたいと思わない 2 0㻚9㻑

↓回⟅ 8 3㻚6㻑

あなたの年齢、䛚ఫまいなどについてご記入ୗさい

【年齢】䚷㻌ア䚷１䠌ṓᮍ‶ 1 0㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷１䠌௦ 3 1㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷２䠌௦ 5 2㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷３䠌௦ 24 10㻚7㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜸䚷䠐䠌௦ 16 7㻚1㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷カ䚷䠑䠌௦ 29 12㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜻䚷䠒䠌௦ 59 26㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷ク䚷䠓䠌௦䡚 84 37㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 4 1㻚8㻑

【ఫ所】䚷㻌ア䚷┴内 207 92㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷┴外 11 4㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 7 3㻚1㻑

௒回、どなたとご来園なさいましたか

ア䚷䜂とりで 32 14㻚3㻑

イ䚷友人や௰間と 67 29㻚9㻑

䜴䚷ᐙ᪘と 117 52㻚2㻑

䜶䚷その他 6 2㻚7㻑

↓回⟅ 3 1㻚3㻑

䐧

⾲－㸲ࣥ࢔ࠉケ࣮ࢺㄪᰝϫ㸦樹木බᅬෆ⪺ྲྀࡁり㸧

䐟

樹木公園や展示館をごᏑ知でしたか

䐠

樹木公園や展示館をどこで䛚知りになりましたか

䐡

䐢

䐣

樹木公園や展示館をごぴになっていかがでしたか

䐤

䐥

ア 知っていた

イ 知らなかった

↓回⟅

ア 友人や知人から⪺いた

イ 新⪺、䝔レビなどのሗ㐨

䜴 ┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ

䜶 その他

↓回⟅

ア ௒回がึめて

イ ௒回で 回┠

䜴 １䠌回以上

↓回⟅

ア 樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため

イ 樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため

䜴 レクリ䜶ー䝅䝵ン

䜶 昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで

䜸 その他

↓回⟅

【樹木公園】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

【展示館】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

ア ゼれたいと思う

イ ゼれたいと思わ

ない

【年齢】 ア １䠌ṓᮍ‶

イ １䠌௦

䜴 ２䠌௦

䜶 ３䠌௦

䜸 䠐䠌௦

カ 䠑䠌௦

䜻 䠒䠌௦

ク 䠓䠌௦䡚

↓回⟅

【ఫ所】 ア ┴内

イ ┴外

↓回⟅

ア 䜂とりで

イ 友人や௰間と

䜴 ᐙ᪘と

䜶 その他

↓回⟅

⾲－㸲 ࣥ࢔ケ࣮ࢺㄪᰝϫ㸦ὠᖭ㝖ࡃ඲యᩘ㸧 

－45－



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⥲ᩘ 224

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

ア䚷知っていた 205 91㻚5㻑

イ䚷知らなかった 19 8㻚5㻑

↓回⟅ 1 0㻚4㻑

ア䚷友人や知人から⪺いた 68 30㻚4㻑

イ䚷新⪺、䝔レビなどのሗ㐨 16 7㻚1㻑

䜴䚷┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ 14 6㻚3㻑

䜶䚷その他 117 52㻚2㻑

↓回⟅ 4 1㻚8㻑

これまでに樹木公園や展示館をゼれたことがありますか

ア䚷௒回がึめて 16 7㻚1㻑

イ䚷௒回で䚷䚷䚷回┠ 77 34㻚4㻑

䜴䚷１䠌回以上 132 58㻚9㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

௒回のご来園は

ア䚷樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため 141 62㻚9㻑

イ䚷樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため 24 10㻚7㻑

䜴䚷レクリ䜶ー䝅䝵ン 34 15㻚2㻑

䜶䚷昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで 1 0㻚4㻑

䜸䚷その他 25 11㻚2㻑

↓回⟅ 0 0㻚0㻑

【樹木公園】䚷㻌ア䚷よい 202 90㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 19 8㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 1 0㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 0 0㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 3 1㻚3㻑

【展示館】䚷䚷䚷ア䚷よい 57 25㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 70 31㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 5 2㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 2 0㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 91 40㻚6㻑

また、樹木公園や展示館をゼれたいと思いますか

ア䚷ゼれたいと思う 215 96㻚0㻑

イ䚷ゼれたいと思わない 2 0㻚9㻑

↓回⟅ 8 3㻚6㻑

あなたの年齢、䛚ఫまいなどについてご記入ୗさい

【年齢】䚷㻌ア䚷１䠌ṓᮍ‶ 1 0㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷１䠌௦ 3 1㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷２䠌௦ 5 2㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷３䠌௦ 24 10㻚7㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜸䚷䠐䠌௦ 16 7㻚1㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷カ䚷䠑䠌௦ 29 12㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜻䚷䠒䠌௦ 59 26㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷ク䚷䠓䠌௦䡚 84 37㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 4 1㻚8㻑

【ఫ所】䚷㻌ア䚷┴内 207 92㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷┴外 11 4㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 7 3㻚1㻑

௒回、どなたとご来園なさいましたか

ア䚷䜂とりで 32 14㻚3㻑

イ䚷友人や௰間と 67 29㻚9㻑

䜴䚷ᐙ᪘と 117 52㻚2㻑

䜶䚷その他 6 2㻚7㻑

↓回⟅ 3 1㻚3㻑

䐧

⾲－㸲 り㸧ྲྀࡁ⪺ㄪᰝϫ㸦樹木බᅬෆࢺケ࣮ࣥ࢔

䐟

樹木公園や展示館をごᏑ知でしたか

䐠

樹木公園や展示館をどこで䛚知りになりましたか

䐡

䐢

䐣

樹木公園や展示館をごぴになっていかがでしたか

䐤

䐥

ア 知っていた

イ 知らなかった

↓回⟅

ア 友人や知人から⪺いた

イ 新⪺、䝔レビなどのሗ㐨

䜴 ┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ

䜶 その他

↓回⟅

ア ௒回がึめて

イ ௒回で 回┠

䜴 １䠌回以上

↓回⟅

ア 樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため

イ 樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため

䜴 レクリ䜶ー䝅䝵ン

䜶 昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで

䜸 その他

↓回⟅

【樹木公園】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

【展示館】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

ア ゼれたいと思う

イ ゼれたいと思わ

ない

【年齢】 ア １䠌ṓᮍ‶

イ １䠌௦

䜴 ２䠌௦

䜶 ３䠌௦

䜸 䠐䠌௦

カ 䠑䠌௦

䜻 䠒䠌௦

ク 䠓䠌௦䡚

↓回⟅

【ఫ所】 ア ┴内

イ ┴外

↓回⟅

ア 䜂とりで

イ 友人や௰間と

䜴 ᐙ᪘と

䜶 その他

↓回⟅

⥲ᩘ 208

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

ア䚷知っていた 115 55㻚3㻑

イ䚷知らなかった 79 38㻚0㻑

↓回⟅ 14 6㻚7㻑

ア䚷友人や知人から⪺いた 51 24㻚5㻑

イ䚷新⪺、䝔レビなどのሗ㐨 20 9㻚6㻑

䜴䚷┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ 16 7㻚7㻑

䜶䚷その他 50 24㻚0㻑

↓回⟅ 22 10㻚6㻑

これまでに樹木公園や展示館をゼれたことがありますか

ア䚷௒回がึめて 83 39㻚9㻑

イ䚷௒回で䚷䚷䚷回┠ 96 46㻚2㻑

䜴䚷１䠌回以上 21 10㻚1㻑

↓回⟅ 8 3㻚8㻑

௒回のご来園は

ア䚷樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため 87 41㻚8㻑

イ䚷樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため 10 4㻚8㻑

䜴䚷レクリ䜶ー䝅䝵ン 29 13㻚9㻑

䜶䚷昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで 17 8㻚2㻑

䜸䚷その他 57 27㻚4㻑

↓回⟅ 8 3㻚8㻑

【樹木公園】䚷㻌ア䚷よい 129 62㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 54 26㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 6 2㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 2 1㻚0㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 17 8㻚2㻑

【展示館】䚷䚷䚷ア䚷よい 110 52㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷䛚䛚䜐䛽よい 66 31㻚7㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷あまりよくない 10 4㻚8㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷よくない 4 1㻚9㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 18 8㻚7㻑

また、樹木公園や展示館をゼれたいと思いますか

ア䚷ゼれたいと思う 170 81㻚7㻑

イ䚷ゼれたいと思わない 15 7㻚2㻑

↓回⟅ 23 11㻚1㻑

あなたの年齢、䛚ఫまいなどについてご記入ୗさい

【年齢】䚷㻌ア䚷１䠌ṓᮍ‶ 18 8㻚7㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷１䠌௦ 26 12㻚5㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜴䚷２䠌௦ 10 4㻚8㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜶䚷３䠌௦ 18 8㻚7㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜸䚷䠐䠌௦ 23 11㻚1㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷カ䚷䠑䠌௦ 30 14㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷䜻䚷䠒䠌௦ 34 16㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷ク䚷䠓䠌௦䡚 32 15㻚4㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 17 8㻚2㻑

【ఫ所】䚷㻌ア䚷┴内 165 79㻚3㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷イ䚷┴外 15 7㻚2㻑

䚷䚷䚷䚷䚷䚷↓回⟅ 28 13㻚5㻑

௒回、どなたとご来園なさいましたか

ア䚷䜂とりで 31 14㻚9㻑

イ䚷友人や௰間と 20 9㻚6㻑

䜴䚷ᐙ᪘と 121 58㻚2㻑

䜶䚷その他 15 7㻚2㻑

↓回⟅ 21 10㻚1㻑

䐧

⾲－㸳ࣥ࢔ࠉケ࣮ࢺㄪᰝϬ㸦ᒎ♧㤋┠Ᏻ⟽㸧

䐟

樹木公園や展示館をごᏑ知でしたか

䐠

樹木公園や展示館をどこで䛚知りになりましたか

䐡

䐢

䐣

樹木公園や展示館をごぴになっていかがでしたか

䐤

䐥

ア 知っていた

イ 知らなかった

↓回⟅

ア 友人や知人から⪺いた

イ 新⪺、䝔レビなどのሗ㐨

䜴 ┴や林業試験場の䝩ー䝮䝨ージ

䜶 その他

↓回⟅

ア ௒回がึめて

イ ௒回で 回┠

䜴 １䠌回以上

↓回⟅

ア 樹木・ⲡⰼ・動物などを見るため

イ 樹木・ⲡⰼ・動物の写真を᧜るため

䜴 レクリ䜶ー䝅䝵ン

䜶 昆虫館など㏆くの施設をゼれたついで

䜸 その他

↓回⟅

【樹木公園】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

【展示館】 ア よい

イ 䛚䛚䜐䛽よい

䜴 あまりよくない

䜶 よくない

↓回⟅

ア ゼれたいと思う

イ ゼれたいと思わ

ない

【年齢】 ア １䠌ṓᮍ‶

イ １䠌௦

䜴 ２䠌௦

䜶 ３䠌௦

䜸 䠐䠌௦

カ 䠑䠌௦

䜻 䠒䠌௦

ク 䠓䠌௦䡚

↓回⟅

【ఫ所】 ア ┴内

イ ┴外

↓回⟅

ア 䜂とりで

イ 友人や௰間と

䜴 ᐙ᪘と

䜶 その他

↓回⟅

⾲－㸳 ࣥ࢔ケ࣮ࢺㄪᰝϬ㸦ᒎ♧㤋┠Ᏻ⟽㸧 
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⥲ᩘ 517

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

䛚ఫまいはどちらですか䚹

ア䚷㔠ἑ市 172 33㻚3㻑

イ䚷白ᒣ市 105 20㻚3㻑

䜴䚷野䚻市市 39 7㻚5㻑

䜶䚷小ᯇ市 31 6㻚0㻑

䜸䚷⬟⨾市 28 5㻚4㻑

カ䚷その他┴内 68 13㻚2㻑

䜻䚷┴外 26 5㻚0㻑

ク䚷↓回⟅ 48 9㻚3㻑

඲体（ὠᖭ森林公園㝖く） ⥲ᩘ 477

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

䛚ఫまいはどちらですか䚹

ア䚷㔠ἑ市 156 32㻚7㻑

イ䚷白ᒣ市 101 21㻚2㻑

䜴䚷野䚻市市 39 8㻚2㻑

䜶䚷小ᯇ市 28 5㻚9㻑

䜸䚷⬟⨾市 27 5㻚7㻑

カ䚷その他┴内 53 11㻚1㻑

䜻䚷┴外 26 5㻚5㻑

ク䚷↓回⟅ 47 9㻚9㻑

ὠᖭ森林公園 ⥲ᩘ 40

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

䛚ఫまいはどちらですか䚹

ア䚷㔠ἑ市 16 40㻚0㻑

イ䚷ὠᖭ⏫ 11 27㻚5㻑

䜴䚷白ᒣ市 4 10㻚0㻑

䜶䚷小ᯇ市 3 7㻚5㻑

䜸䚷か䜋く市 2 5㻚0㻑

カ䚷その他┴内 3 7㻚5㻑

䜻䚷┴外 0 0㻚0㻑

ク䚷↓回⟅ 1 2㻚5㻑

公園内⪺きྲྀり ⥲ᩘ 225

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

䛚ఫまいはどちらですか䚹

ア䚷白ᒣ市 74 32㻚9㻑

イ䚷㔠ἑ市 73 32㻚4㻑

䜴䚷野䚻市市 22 9㻚8㻑

䜶䚷⬟⨾市 14 6㻚2㻑

䜸䚷小ᯇ市 13 5㻚8㻑

カ䚷その他┴内 11 4㻚9㻑

䜻䚷┴外 11 4㻚9㻑

ク䚷↓回⟅ 7 3㻚8㻑

展示館┠Ᏻ⟽ ⥲ᩘ 208

㉁ၥ 回⟅ 回⟅ᩘ ๭合

䛚ఫまいはどちらですか䚹

ア䚷㔠ἑ市 83 39㻚9㻑

イ䚷白ᒣ市 27 13㻚0㻑

䜴䚷野䚻市市 17 8㻚2㻑

䜶䚷小ᯇ市 15 7㻚2㻑

䜸䚷⬟⨾市 13 6㻚3㻑

カ䚷その他┴内 10 4㻚8㻑

䜻䚷┴外 15 7㻚2㻑

ク䚷↓回⟅ 28 13㻚5㻑

䐦

⾲－㸴ࣥ࢔ࠉࠉケ࣮ࢺㄪᰝϭ㸦ᒃఫ地㸧

䐦

䐦

䐦

䐦

ア 㔠ἑ市

イ 白ᒣ市

䜴 野䚻市市

䜶 小ᯇ市

䜸 ⬟⨾市

カ その他┴内

䜻 ┴外

ク ↓回⟅

ア 㔠ἑ市

イ 白ᒣ市

䜴 野䚻市市

䜶 小ᯇ市

䜸 ⬟⨾市

カ その他┴内

䜻 ┴外

ク ↓回⟅

ア 㔠ἑ市

イ ὠᖭ⏫

䜴 白ᒣ市

䜶 小ᯇ市

䜸 か䜋く市

カ その他┴内

䜻 ┴外

ク ↓回⟅

ア 白ᒣ市

イ 㔠ἑ市

䜴 野䚻市市

䜶 ⬟⨾市

䜸 小ᯇ市

カ その他┴内

䜻 ┴外

ク ↓回⟅

ア 㔠ἑ市

イ 白ᒣ市

䜴 野䚻市市

䜶 小ᯇ市

䜸 ⬟⨾市

カ その他┴内

䜻 ┴外

ク ↓回⟅

⾲－㸴 ࣥ࢔ケ࣮ࢺㄪᰝϭ㸦ᒃఫ地㸧 
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自然が㇏かで⒵される
・῝࿧྾のできる✵気、῝い自然に⒵される
・外ᅜの公園のように自然がṧっている公園のイメージがある

46

樹木が多く⨾しい
・年㈡≧の写真をẖ年ここで᧜っている
・௒日は䝝ンカチ䝜䜻を見ることができてうれしかった

43

㟼かな⎔ቃがとても良い
・ዟ༲㎮ᒣ┴民公園よりもᖹたくて㐺ᙜなᗈさで日㝜があって㐣ごしやすい
・වභ園は人が多く⾜きたくないが、ここは人が少なく㟼かで大ዲきだ

16

桜のⰼを㛗く楽しめる
・桜見஦䟿වභ園よりዲき
・ᙜ場の桜は他所と時期がずれ２ᗘ楽し䜐ことができる

14

その他

・子供たちが大人になった時にまた来てくれるつながりを保っていくことが大切
・樹木のある所とⰪ生のある所とが୍⥴になっている所が୰䚻ない
・子供の遊具などいらない、ない所をồめて来ている、自然の୰で学び遊䜆のが良いと
こ䜝
・Ⱚ生に座っていても子供が┠のᒆく⠊ᅖにいられᏳ඲で良い

25

計 144

樹木の㏣加、更新が必要
・公園の上の࿘㎶（日本庭園）が少しᐢしい（ⰼ➼があれば）
・桜や⸨など季節の樹✀があればもっと㞟客につながるのではないか

9

樹木ᮙちている、ᯞᢡれてい
るものあり

・ᯞᢡれなどたくさんあったから、もっともっと桜の木を植えてୗさい
・桜のᯞが人工的なのでఆり方に気を付けてください

8

季節のⲡⰼも植えて欲しい ・䢌䡹䢚䢆䢚䡸䡪䡯を増やして欲しい 2

その他

・特用樹林など専門的用語が多くわかりづらい
・ⰼ䝻ー䝗などⰼにちなんだ㐨に名前を付ければ良い
・生ែ学を学べる所としても良い
・ᱵ園を施設の人たちに㛤ᨺし収✭作業を手ఏってもらえば良い

14

計 33

手入れが⾜きᒆき良く管理さ
れている

・䝂䝭など඲くⴠちてなくてどこも⥡㯇で大ዲきです
・⥡㯇に手入れされ自然を大切にしている管理にとても感動しました

36

あまり手をかけずこのままが良
い

・森林公園との違いを明確にすべき、景観をቯさないように
・素のままで自然が味わえるとこ䜝であって欲しい

20

樹木㖭ᯈがあり学べる
・樹木の┳ᯈがୗがって䛚り親切と思う
・桜の木の㻽㻾コー䝗が大変よく他の✀類も少しづつ増えると楽しめると思う

16

ᩓṌに良い
・見物するだけでなくᩓṌもฟ来るのでのんびりできるとこ䜝が良い
・日本庭園などもṌいてᘔれるので良い

7

Ⱚ生の管理がとても良い
・ᗈいⰪ生が良く管理され⪁ⱝ⏨ዪがそれ䛮れに楽しめとても良い
・Ⱚ生の手入れが⾜きᒆいていて気持ちよくፉと遊べました

5

その他
・ఇ᠁がฟ来て障碍者用のトイレがありຓかります
・Ⱚ生ᗈ場が駐車場から䝔ントなどを持って来れる㏆さにあり良い

8

計 92

樹木㖭ᯈがないもの、字がⷧ
くなったものがある

・試験林に᫓見஦な白いⰼを付けるᕧ木に名ᮐを付けて欲しい
・樹木以外のⲡⰼ（特に㐨、ⰼのဏいているとこ䜝）の名ᮐも付けて欲しい

11

トイレが少ない
・トイレが少ないと高齢者はᅔるので整備して欲しい
・駐車場のトイレと上のトイレが㞳れているので間にもう୍つあると良い

8

ベンチが少ない
・古いベンチは座りたくない・㔪ⴥ樹林、ⴠⴥᗈⴥ樹林にベンチが欲しい
・高齢者のため⫼もたれのあるベンチが良い

8

トイレの఩⨨がわかりにくい ・ึめての人は上にトイレのあるのが気付かないようだ 6

トイレが不₩ ・ኟ場に駐車場のトイレがΎ₩でなく虫がわいていた 6

ⱑ⏿の㐨路を⯒⿦して欲しい ・ᖹらな㐨にして欲しい・୰ኸの林㐨を⯒⿦して欲しい 5

自販機を⨨いて欲しい ・以前、駐車場にあった自販機が↓くなり不便です 5

子供たちの遊び場として㛤ᨺ
してはどうか

・樹木のクイ䝈など森林内で体験できる所があれば良い
・䛚㔠を掛けなくて良いので子供の⡆᫆な遊具（ᖹᆒྎなど）があれば႐䜆と思う

5

駐車場からⰪ生ᗈ場䜈の㝵
ẁに手すりが欲しい

・高齢者のために駐車場からⰪ生ᗈ場䜈上がる㝵ẁに手すりが欲しい 5

⾲－㸵  樹木බᅬ࣭ᒎ♧㤋ࠕ᮶ᅬ⪅のኌࠖ

【樹木公園】樹木（評価できる点）

【樹木公園】樹木（気付いた点、意見・要望）

【樹木公園】施設（評価できる点）

【樹木公園】施設（気付いた点、意見・要望）

⾲－㸵 樹木බᅬ࣭ᒎ♧㤋ࠕ᮶ᅬ⪅のኌࠖ 
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日よけや㞵をしの䛠屋᰿付き
の建物があれば良い

・ᯇ௵のうるわし会館で絵画教室を㛤いているが㞵ᐟりするとこ䜝があれば樹木公園を
使ってみたい
・ᅋ体で来ても㞵ᐟりの所がなく㞵が心㓄で来づらい

4

㌟体障碍者䜈の㓄៖が必要
・車椅子が動けるように整備すべき
・車椅子の㈚しฟしがฟ来ないか

3

トイレを様ᘧにして欲しい ・トイレの便座が෭たい・トイレ（大）は⏨ዪともὒᘧをᕼ望する 3

子供用のトイレ・ᗈいトイレが
必要

・駐車場のトイレがᬯくて子供が入りづらい
・トイレ（ዪ子）のスリッパが小さい・子供用のスリッパがない

3

日本庭園が少しᐢしい ・日本庭園を良くして欲しい 2

トイレにⲴ物がかけられないな
ど不親切

・Ⲵ物を掛けるとこ䜝が高く使いづらい
・駐車場のトイレの㟁気がつかずᬯかった

2

バーべ䜻䝳ーができると良い ・バーべ䜻䝳ーがฟ来る場所が欲しい 2

その他

・䛚手᧛きのᄇỈなど人工物はない䜋うが良い
・上のトイレはᒾづくりで少しᛧくて入れない
・公園内の❧ち入りの༊ᇦが分かりにくい
・ボラン䝔䜱アをເって管理作業を手ఏってもらえば良い

25

計 103

入園料が↓料なので良い ・こんな素晴らしい所なのに↓料で入れるのがうれしい 3

計 3

園内䝬ッ䝥がない
・モ䝕ルコース、カタクリなど季節ごとの䛚່めス䝫ットの案内があれば良い
・㞵がᙜたらないよう⟽の୰に地図を入れて䛚けば良い

21

⇃のฟἐがᛧい ・⇃がᛧくて入園を㐲៖している・⇃᝟ሗを駐車場に設⨨して欲しい 8

公園までの案内がなく分らな
い

・白ᒣさんから樹木公園䜈⾜くまでの案内ᶆ㆑があれば良い
・公園まで⾜く案内がなく皆知らないのではないか

5

自然解説員など案内ᙺが欲し
い

・森林公園は自然解説員を常備している
・᥈鳥会や自然保ㆤᅋ体など民間ボラン䝔䜱アに作業の୍㒊を手ఏってもらえば良い

3

その他
・体験（木をఆる、ᩓ⟇、野生動物）など䝒アーを企画すると楽しいと思う
・ボーイスカ䜴ト、䝜ル䝕䜱ック（㭯来）実⾜ጤ員会䜈の声掛けなど

6

計 43

ᤲ㝖が⾜きᒆきΎ₩
・Ύ₩に管理されている点も関心しました
・ᗈい所をいつも⥡㯇に管理されていて気持ち良く฼用でき感ㅰです

8

その他
・人が少なくて良かった（じっくり見学ฟ来た）
・バスをఱฎに೵めたら良いかわからない

4

計 12

館内がᬯい
・㻸㻱Dなどで展示物を明るくすると見やすくなると思う
・୍㝵がⷧᬯく子供がᛧがった・樹木を少しだけఆって明るくすれば良い

9

䝝チ・カメ䝮䝅など虫の౵入が
ある

・注意書きとして䝝チがฟる場所を教えて欲しい 5

館内の‵気が不ᛌ
・✵ㄪがᝏく㛗ᒃやఇ᠁もฟ来ない・木がたくさんあるのに䛚ばあち䜓んのタンスの⮯い
がする
・地ୗ䜈⾜く窓の䝂䝭、カビが汚い

4

館内が෭たい・ᐮい 2

その他
・ኟ場の管内がᬬいのでᾴしくして欲しい
・自然のア䝻䝬➼でよりᛌ㐺に㐣ご䛫ると思う

4

計 24

඲体的に良い建物の༳象
・ガラスの㐀りが魅力的で木の㤶りが心地良くくつ䜝䛢る
・᫛࿴ኳⓚの植樹⚍の時に建てられたことを知り素晴らしいと思った

23

ジェンガがあって楽しい 6

建物の外観がዲましい ・建物は古いが外観が࿘ᅖの景観と䝬ッチしてとても良い 3

その他
・ᩓ⟇㏵୰のఇ᠁所として฼用している
・ᅵ㊊⚗Ṇなので小さい子供がᏳ心してṌける

7

計 39

【樹木公園】その他（評価できる点）

【樹木公園】その他（気付いた点、意見・要望）

【展示館】⎔ቃ（評価できる点）

【展示館】⎔ቃ（気付いた点、意見・要望）

【展示館】施設（評価できる点）
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来館者を増やすためのＰＲが
必要

・試験場という堅いイメージがあり入ってはだめな感じがしてしまう
・皆が気軽に来やすいように名前を変えたらどうか

19

場所の案内が不親切 ・展示館があるとは知らなかった・駐車場から展示館までの表示がない 9

子供の遊び場・遊具がない
・「もくゆうりん」のように子供の遊具があれば良い
・遊び場、体験ができると良い

8

カフェ・軽食・販売コーナーが
あれば良い

・公営の施設内だが商売気がないのはもったいない
・とても素敵な所なので併設すれば来客、収益も見込めると思う

7

あることを知らなかった 5
玄関が閉まっているようで入
りづらい

・人気がないようだ・閉まっている時がある 5

パンフレット・案内地図がない
・林業に興味を持ったり林業に就職したり後継者の確保のためにも資料があると良い
・友人に紹介するのに参考とするパンフレットがなかった

4

１回で良く２回は来ない 3
備え付けのパソコンが起動し
ない

3

建物の外観が良くない ・外観の汚れ、別館の障子の破れが景観上良くない 2

車の乗り入れができず不便
（障碍者のため）

・展示館までの車のアクセスができれば良い 2

その他

・通路に高齢者用の腰掛があれば良い
・子供用のスリッパがあれば良い
・ガラス窓の椅子席をもう少し座りやすくして欲しい
・障碍者がスリッパを脱いだり履いたりするのが大変だ
・自動で音声の説明があると良い

19

計 86

森林・林業や自然の学習の場
となっている

・大変素晴らしい施設で植物に関心を持つ者には学習でき良いと思う
・別の場所で拾った木の実を実物で確認できた
・名古屋の東海自然学校の者ですが是非会員や受講生に紹介します

25

樹木の見分け方が学べて良
い

・植物観察会では勉強になったので来年妹もつれて参加します 6

動物・鳥類のはく製が面白い 3

その他
・桜の教室、植物観察会の説明がとても解りやすく楽しい時間でした
・これだけでなく他の催しにも是非参加したいと思う

8

計 42

興味を引く企画、展示物の更
新・工夫が必要

・定期的に少しづつ展示内容を換えるか常設と特別展示をしてアピールすれば良い
・多くの貴重な資料があるので保管、整理に注力して欲しい
・３Dなどバーチャルな機器を使った解説などあれば良い
・地元で生産の木の小物を販売すれば記念になると思う
・日本庭園で篠笛コンサートなど催しを企画すれば楽しい
・子供たちが木の実を拾い細工する体験が良い
・昆虫館とのコラボで魅力が増すと思う
・林業試験場に冠（添え書き）を付けると堅いイメージが変わると思う
・直に素手で触れるものを展示すればよい

47

季節ごとの樹木・鳥など学び
の場を増やして欲しい

・野鳥のパネル展示、植物に関する講座の増設、世界の樹木、生物の比較 9

動物・鳥類・昆虫・植物の説明
が欲しい

・剥製以外での動物、鳥獣、樹木以外の植物、昆虫などの学習
・モニターを使った鳥の鳴き声

8

動物・鳥類のはく製が良くない
・子供がかわいそうといっている
・みすぼらしいのでクリーニングすべき

2

専門用語のため内容が難しい ・学者用の展示で市民とは視点が違う 2

鳥獣・爬虫類関係の展示が欲
しい

・ヘビ図鑑 2

その他

・樹木の見分け方がわかるパネル展示
・ファイリングの棚の文字が小さく読めずもったいない
・生物多様性の発信基地とすれば良い
・絵画の展示、高齢者を対象とした木の小物の製作のイベント、雅子さまの写真の訂正

9

計 79

合計 700

【展示館】展示物（気付いた点、意見・要望）

【展示館】施設（気付いた点、意見・要望）

【展示館】展示物（評価できる点）
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【抄録】 

コナラ高齢林におけるシイタケ原木採材量の

樹冠情報からの把握手法の検討 

渥美幸大・矢田 豊・小谷二郎

生シイタケ栽培用の原木の安定供給に資するため、大径木化したコナラ林の有効利用の一環と

して、シイタケ原木（7≦φ≦14cm）の供給量の推定方法を検討した。本研究では、県下 3 地点

において、コナラの立木状態で樹冠投影面積と胸高直径、伐採後に樹高ならびに分枝の全長と

1.0m 毎の直径とを計測し、これら測定値の相関関係から、バイオマス量および原木本数を推定

するための推定モデルを作成した。コナラのバイオマス量は、林分と地域に関わらず、樹冠投影

面積と樹高をもとにした推定モデルで高い相関が確認された。この推定モデルから、高齢化した

コナラ林からのシイタケ原木採材量を推定し、推定モデルの実用性を検討した。また、推定モデ

ルは樹冠情報を用いることから、地上調査だけでなく上空からの画像情報からバイオマス量を推

定する手法への応用の可能性が示唆された。

（地域再生シンポジウム in 岩手、および森林資源の利用と地域再生のためのワークショップ

in 東近江、ポスター発表）

【抄録】 

スギ再造林地での下刈り期間の短縮が成長に与える影響

－9 年生までの成長－ 

富沢裕子・小谷二郎 

スギ再造林地において、植栽密度と下刈り期間の違いが成長に及ぼす影響を調査した。植栽密

度と無関係に、植栽後 3 年間（2～4 年生）で下刈りを終了した翌年には、樹高が下刈り終了の

目安にほぼ達し、それ以後下刈りを継続した場合(5年生まで)と比較しても、樹高、地際直径に

大きな差はみられなかった。下刈り期間や植栽密度とつるの巻き付き状況には、はっきりした傾

向はみられなかったが、6年生まで草本性が多く、その後木本性の占める割合が高かった。また、

下刈り省略区より下刈り区では巻き付きの割合が高い傾向がみられたため、下刈り期間を省略し

ても、つるの動向に注意する必要があると考えられる。 

（令和元年度豪雪地帯林業技術開発協議会）
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【抄録】 

▼ᕝ┴に࠾けࡿス࣮࣐トᯘᴗ◊✲㛤Ⓨ࣭ᬑ及のྲྀࡳ⤌ࡾ 

▮田 ㇏

平ᡂ 30ᖺ 2᭶、石ᕝ┴が୰心となり、㎰林水⏘┬ࠕ▱ࠖの㞟✚とά用の場 ⏘学ᐁ㐃ᦠ༠㆟会 

ス࣐ート林ᴗ研究開発プࣛット࢛ࣇー࣒を設立し、ス࣐ート林ᴗ関係の研究開発を実᪋している。

その୰から、林㔝ᗇのス࣐ート林ᴗ構⠏実㊶஦ᴗ、㎰研機構生研ᨭ᥼センターの࣋ࣀ࢖ーࣙࢩン

๰ฟ強化研究᥎㐍஦ᴗのཷク஦ᴗෆ容を୰心に、⌧ᅾのྲྀり⤌ࡳを⤂௓した。ࡲた、これらのྲྀ

り⤌ࡳを㋃ࡲえ、森林㹅㹇㹑ά用のᘏ長⥺上にあるこれからのス࣐ート林ᴗの方向について、ⱝ

ᖸの⚾見を⤂௓した。

（森林 GIS࢛ࣇー࣒ࣛ 2019ᖺ度ᆅᇦࢩンポ࣒࢘ࢪ） 

【抄録】 

▼ᕝ┴に࠾けࡿ UAV  ࡳ⤌ࡾのྲྀ࡬᳃ᯘ㈨※㔞ㄪᰝᐇ⏝໬ࡓࡋ⏝άࢆ

▮田 ㇏

2014ᖺ 2᭶㸪（ᰴ）小松〇స所（以下㸪コࢶ࣐）と石ᕝ┴森林⤌合㐃合会（以下㸪石ᕝ┴森㐃）

および石ᕝ┴（以下㸪本┴）は㸪ࠕ林ᴗに関ࡍるໟᣓ㐃ᦠ༠定ࠖを⥾結し㸪石ᕝ┴の森林・林ᴗ

のάᛶ化に㈨ࡍるྲྀり⤌ࡳを開ጞした。その一⎔としてࠕ཰┈ᛶの高い林ᴗ⤒Ⴀの᥎㐍・ᬑ及ࠖ

のたࡵ㸪小ᆺ↓人⯟✵機（以下㸪8$9）をά用した森林㈨※量ㄪᰝࢩス࣒ࢸの開発・実ド・ᬑ及

ࡸ IoTࣁー࣋スタのά用の検討㸪そしてそれらの᝟ሗを㸪実㝿の林ᴗにຠ率ⓗにά用できるよう

にࡍるたࡵのしࡃ࡙ࡳࡃりなどについてྲྀり⤌ࢇできた。これらのうちⴭ⪅が重点ⓗにᦠࢃって

きた 8$9 をά用した森林㈨※量ㄪᰝࢩス࣒ࢸの開発・実ド・ᬑ及と㸪᝟ሗά用のたࡵの仕⤌࡙ࡳ

 。り㸪そしてここから発ᒎした῝ᒙ学⩦をά用した研究開発の⤒㐣等について㸪概せを⤂௓したࡃ

（森林฼用学会 35ᕳ 1ྕ） 
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【抄録】 

㐀ᯘ᳨ᰝと UAV －▼ᕝ┴－ 

▮田 ㇏

 林㔝ᗇでは௧࿴２ᖺ度より、森林整備஦ᴗの⏦ㄳ・検ᰝに *,6 ࢹータ�࢙ࢩープ࢖࢓ࣇル等)

࢜ࡸることとしている。これにඛ立ち、石ᕝ┴ではドローンによる᧜ᙳࡍീ等をά用⏬ࢯル࢜ࡸ

ルࢯ化等を試行ⓗに実᪋した。本࣡ーࣙࢩࢡップにおいてはその試行結果ࡸㄢ㢟等について⤂௓

し、ㄢ㢟ゎỴに向けたᥦ᱌等を行った。

（森林 GIS࢛ࣇー࣒ࣛ 2019ᖺ度ᮾிࢩンポ࣒࢘ࢪ） 

【抄録】 

UAV にࡾࡼㄪᰝ࣭ྲྀᚓࡓࡋᯘෙ᝟ሗにࣛࢼࢥࡿࡼ㈨※㔞の᥎ᐃ 

▮田 ㇏・小㇂二㑻・῿⨾ᖾ大・木ᮧ一ஓ※1・ᒣ㊰ెዉ※1

長田ⱱ⨾※2・高ᶫ文ၨ※2・松஭ᗣ浩※2 
₇⪅らはこれࡲでに、8$V を用いて᧜ᙳした林ෙ෗┿から SfM 処理により林ෙの 3D 点⩌ࢹー

タを生ᡂし、それを฼用して材✚を᥎定ࡍるたࡵのᩘ学ࣔࢹルの検討を行ってきた（第 128回森

林学会、第 7回୰㒊森林学会）。本ሗ࿌では、材✚᥎定ࣔࢹルに使用ࡍるᶞෙᢞᙳ面✚のᑟฟ法

について検討した結果をሗ࿌ࡍる。ð ෙᢞᙳ面✚のᑟฟ法として、１）ྛ ᶞ㡬点から࣎ロ࢖ࣀከ

角ᙧを生ᡂし、それをᶞෙᢞᙳ面✚の近ఝ್として用いる方法と、２）ð 㡬点からᨺᑕ≧にᒣⓏ

り法により林ෙ高の最低ᆅ点をồࡵ、ð ෙᢞᙳ面✚をồࡵるᡭ法を検討した。材✚᥎定ࣔࢹルと

して、１）“ᶞ高とᶞෙᢞᙳ面✚の✚”と͆材✚”の┦対ᡂ長関係から材✚を᥎定ࡍるࣔࢹルと、

２）密度⟶理理ㄽ式により材✚を᥎定ࡍるࣔࢹルを検討した。材✚の᥎定⢭度をホ౯ࡍるたࡵ、

石ᕝ┴ෆのスギ人ᕤ林分 6ࣨ所で 8$Vを用いて᧜ᙳした林ෙ෗┿から生ᡂした 3D点⩌ࢹータを

使用した。ྛ ㄪᰝᆅでは 0.05haの෇ᙧプロット 2ࠥ5点を設け、立木の⬚高┤ᚄ・ᶞ高の 定್

より༢木材✚をィ⟬し、上グ 8$Vによる᥎定್と比較し、ྛ ᡭ法の᥎定⢭度と、⢭度向上のたࡵ

の補正法等について検討した。 

（第 131回日本森林学会 ポスター発表） 
※1石ᕝ┴森林⤌合㐃合会、※2㔠ἑᕤᴗ大学
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【抄録】 

 ⋓のㄏᘬと኱㔞ᤕ࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐ࡿࡼト処理ᮌに࣮ࢥࣛࣃ

Ụᓮ功二㑻・୰ᮧඞ඾※1 

༸行ືを行⏘ࡸ᪂しいᯤᦆ木にኪ間㣕᮶し㓄അࡸの⾶ᙅ木ࢶ࣐ᡂ⹸は࣑ࣜ࢟࢝ࣛࢲ࣐ࣀࢶ࣐

う。 ⣙ 40ᖺ前に㤶ᕝ大のᒣᓮらの研究ࢳー࣒は、パࣛコート処理したࢶ࣐が本✀を大量にㄏᘬ

、ることをሗ࿌し、このᢏ⾡のᛂ用による本✀ಶ体⩌の低密度化の可能ᛶを示唆した。しかしࡍ

いࡃつかの研究機関で行ࢃれた㏣試では෌⌧ᛶが低ࡃ、この時点では研究の㐍ᒎはなかった。パ

ࣛコート処理木による本✀のㄏᘬᛶを෌ホ౯ࡍるた2018、ࡵ ᖺに処理ᢏ⾡を検討したとこࢁ、

ᶞᖿὀධ処理によりᏳ定ⓗにㄏᘬ木をసฟできることを見いࡔし、本✀の大量ᤕ⋓にᡂ功した。

2019ᖺには加㈡ᕷ∦㔝ᾏᓊࢶ࣐林で 22 本のㄏᘬ木を㡰ḟฟ⌧さࡏ、発生ࢩーࢬンを㏻した本✀

の大量ㄏᘬとᤕ⋓を試ࡳた。୺に日ἐ㹼῝ኪにかけてᶞᖿにฟ⌧したಶ体を┤᥋ᤕ⋓したが、ᡭ

がᒆかない場所のಶ体にはࣛࢲ࣐ス࢖ープを用いた。㸴᭶୰᪪㹼㸶᭶୰᪪ࡲで㸵㹼10 日間㝸の

ᘏ࡭㸷回のㄪᰝで 700㢌以上のಶ体をᤕ⋓し、日最高ᤕ⋓ᩘは前ᖺのᤕ⋓グ㘓を更᪂した。本研

究は、ð ᖿὀධによるパࣛコート処理木が本✀をᏳ定ⓗにㄏᘬࡍることとともに、大量ᤕ⋓ᢏ⾡

の可能ᛶを示した。

（第 131 回日本森林学会 ཱྀ㢌発表） 

【抄録】 

 い࡚ࡘᢚไ᧯సの影響にࡿの཰✭㔞にᑐすࠖࡾࡲのと࡚ࠕ

ඵᓥṊᚿ・小㇂二㑻・角ࠉ正᫂ 

石ᕝ┴ではചの大きさ 8cm以上、⫗ཌ 3cm以上、ᕳき㎸ࡳ 1Fm 以上の生࢖ࢩタࢣをࠕのとてࡲ

り のࠖࣛࣈンドྡでᑓ用の化⢝⟽にධれฟ荷している。ࠕのとてࡲり はࠖ 12 ᭶୰᪪からฟ荷が開

ጞされるが、10 ᭶の✺発ⓗな෭え㎸ࡳを่⃭として 11 ᭶下᪪には㉮りᏊが発生してしࡲう。本

研究では、Ẽ温が低下ࡍる前にほࡔ木を࢘ࣁスෆにఅࡏ㎸ࡳ、㉮りᏊをᢚไしてࠕのとてࡲりࠖ

཰✭量をቑ加さࡏることを┠ⓗとした。2016ᖺから 2018 ᖺにかけて、石ᕝ┴の໭㒊、㬅⌔㒆能

Ⓩ⏫に位⨨ࡍる石ᕝ┴㎰林総合研究センター能Ⓩ㥔ᅾにて試験を実᪋した。ཎ木は石ᕝ┴でఆ᥇

したコࣛࢼを用い、⳦⯆ 11� ྕのᙧᡂ⳦をྛᖺ 3᭶から 4᭶にかけて᳜⳦した。᳜ ⳦後林ෆにఅ

ᦙධし཰✭量を比較した。ᢚไ᧯సに࡬ス࢘ࣁを行い、ᢚไ᧯సを行う౪試木についてはࡳ㎸ࡏ

より、㉮りᏊの発生をᢚえ、཰✭時ᮇをコントロールࡍることが可能であったが、ᢚไ᧯సを行

ったものはᏊ実体発生ᩘがⴭしࡃ少なかった。ᢚไ᧯స後は㏻ᖖ、ᾐ水ࡸᩓ水を行うが、ࠕのと

てࡲり のࠖ᱂ᇵにおいては水分がከࡃなるとᏊ実体ᩘはቑえる一方でࠕのとてࡲり つࠖ᱁ရが減

少ࡍる傾向にあるたࡵ、ᢚไ᧯స後のᩓ水量、回ᩘについて検討がᚲせである。 

（日本きのこ会第 23回大会ཱྀ㢌発表） 

※1国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所 ᮾ໭ᨭ所
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【抄録】 

スギ心持ち平角材の適正乾燥条件

－見かけの密度と高温セット処理後の乾燥条件の関係－ 

松元 浩・石田洋二・小倉光貴・小林 功※1 

 同一断面寸法のスギ心持ち平角材に対して、高温セット条件を一定（乾球温度 120℃、湿球温

度 90℃、処理 18時間）とし、その後の乾燥条件について検討した結果、乾燥後の平均含水率は、

条件 1（乾球温度 90℃、湿球温度 60℃、処理 336時間）は 14.6％、条件 2（乾球温度 70℃、湿

球温度 50℃、処理 504 時間）は 18.3％、条件 3（乾球温度 80℃、湿球温度 55℃、処理 162時間、

400hPa の減圧）は 18.6％となった。高温セット処理後の条件は異なるものの、減圧併用による

乾燥の高速化が示唆された。乾燥前の密度が高い試験体ほど仕上がり含水率が高い傾向にあり、

条件 1 においては、乾燥前の見かけの密度が 600kg/m3未満の材については含水率 15％以下に乾

燥可能であった。乾燥機の容量が等しい条件1と2で消費電力量及び灯油使用量を比較した場合、

本試験においては条件 1の方が低コストという結果になった。 

 （第 70回日本木材学会 ポスター発表） 

【抄録】 

スギ心持ち平角の適正乾燥条件

－高温セット処理時間の違いが曲げ強度に及ぼす影響－ 

石田洋二・松元 浩・小倉光貴・加藤英雄※1・長尾博文※1 

 断面寸法 120mm×225mm、長さ 4mのスギ心持ち平角に対して、高温セット処理として、条件Ａ：

乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・18時間、条件Ｂ：乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・36時間を

行い、その後乾球温度 90℃・湿球温度 60℃で 14 日間乾燥した２グループと、条件Ｃ：生材から

天然乾燥したグループを設定した。乾燥後、断面寸法を 105mm×210mm に仕上げて、全スパン

3780mm、ロードスパン 1260mmの 3等分点 4点荷重方式での実大曲げ試験を行った。結果、曲げ

強度の大小は概ね条件Ｃ＞条件Ａ＞条件Ｂの関係であった。条件Ａは、含水率補正後において、

最も強度の大きかった条件Ｃと有意差は見られたが、強度分布の下位付近での差は僅少であった。

更に、同条件は、機械等級区分の基準強度をほぼ満足していたことから、心持ち平角の高温セッ

ト処理条件として妥当と考えられる。

（第 70回日本木材学会 ポスター発表） 

※１（国研）森林総合研究所

※1国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所
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